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エリート副操縦士と愛され独占契約










アグリーメント




　週末を迎える金曜日、午後五時過ぎ。

　うちのオフィスは壁一面ガラス貼りになっていて、窓から夕日に染まる西の空がよく見える。

　各部署や取引先から上がってきた請求書をもとに、口座残高を計算し、資金トランスファーの準備を進めていた手を止め、私は一度軽く肩を回してひと息ついた。

　デスクに頬杖をつき、ぼんやりと窓の外を眺める。

　オレンジ色の空の彼方かなたにランプが明めい滅めつしているのを見つけた。

　無意識にランプの軌き跡せきを追って、目を凝こらす。

　ランプを灯した物体が、雲間を突き抜け、大きくはっきりと輪郭を表し始めた。

　最終着陸態勢に入り、滑走路を目指して高度を落とす飛行機。

　ボディのロゴは、うちの会社のものだ。

　私は望もち月づき理り華か。

　大手航空会社の事務社員で、財務部に所属している二十九歳のＯＬだ。

　オフィスは羽はね田だ空港に隣接したビルにあり、広い滑走路が目と鼻の先だから、一日に何百という飛行機が離発着する様を、こうして仕事の合間に見ることができる。

　私自身は飛行機に乗務することもない、地上勤務の事務社員だけど、ちょっとダイナミックでグローバルな気分に浸れてワクワクする。

　遠く、ゴーッというエンジン音を聞きながら、着陸を見守る。

　今帰ってきた飛行機には、誰か乗っているかな？　なんて考えた。

　同期入社の仲間たちには、飛行機に乗務するＣＡもいるし、機体の保守に従事する航空整備士もいる。入社七年目を迎えた今、パイロット訓練生のうち数人が、すでに副操縦士の資格を得て、コックピットに入っている。

　ひと言で副操縦士、ＣＡと簡単には言えないほど、大変な仕事だ。

　特にパイロットは、華やかで派手なイメージを持たれやすいけれど、空の上という特殊な場所で、何百人もの乗客乗員の命を預かる責任重大な職務。

　強い緊張感を持って乗務に当たる上に、厳しい健康基準が設けられていて、普段の生活でも節制を求められる。心身の健康を維持するために、みんな涙ぐましい努力をしているのは聞き知っている。

　同じ会社の社員で、同期だからこそ、本当に尊敬する。

　私は、今まさに機内にいるかもしれない同期を、『お帰りなさい、お疲れ様』と心の中で労ねぎらった。

　無事、ランディングした飛行機は、速度を落とし広い滑走路を悠然と進んでいく。それを見届けてから、私は手元の仕事に意識を戻した。

　終業時刻まであと四十分。

　私も、彼らに負けていられない。もうひと踏ん張り、とラストスパートをかけた。




　私が所属する財務部は、期末期初や、予算の月締め日でなければ、それほど業務に追われることはない。

　先週、九月の上半期末の繁忙期を乗り越えたばかりだ。今週は業務量も落ち着いていて、私は定時で仕事を終えた。

　同僚たちも仕事を切り上げ、片付けに入るのを確認してから、帰り支度をしてオフィスを出た。

　オフィスビルから最寄りの空港駅までは、空港施設を突っ切って十分ほど歩かねばならない。

　毎日の通勤だし、ほんのちょっと不便なのは否いなめない。でも、昔から空港や飛行機が好きで航空会社を志願した私は、こうして毎日空港を歩くのも楽しい。

　今日もいつも通り空港内に入り、地下の駅に向かって歩いていると、前方から、キャリーケースを引いてこちらに近付いてくる、うちの会社の制服を着たＣＡの集団に出くわした。

　みんな揃ってスラッと背が高く、スタイルがいい。ビシッと清潔にまとめたヘアスタイルは上品で、キリッとしたカッコよさを際立たせている。

　このタイミングからして、さっき着陸した飛行機の乗務員かもしれない。

　私はなんとなく通路の端に寄り、彼女たちに道を空けた。そして、すれ違いざまで足を止める。

　あの中に、私の同期はいなかったな。

　そんなことを考えながら、ＣＡたちを振り返り、見送っていた時。

「あれ、望月。お疲れ」

　名指しで声をかけられ、私はそちらに顔を向けた。

　ＣＡたちの後に続いて、パイロットの制服姿の男性がふたり歩いてきた。

　そのうち若い方、袖に金色の三本ラインが入った黒いジャケットを寸分の隙もなく着こなしているコーパイ……副操縦士が、私に笑みを浮かべていた。

「水み無な瀬せ君」

　私が反応すると、水無瀬君は軽く左手を振って合図してくれた。私の前で足を止め、四本ラインの制服の機長に一礼する。

「すみません。すぐ追いかけます」

　機長は、首を縦に振って応じる。

　ひとり、先に進んでいく機長に、私もそっと黙礼した。

「今帰り？　早いな」

　ふたりになるとそう言われて、私は水無瀬君に目線を上げた。

　身長百六十センチの私でも顎あごが仰のけ反ぞるほど、水無瀬君は背が高い。

　スレンダーな身体つきだけど、肩幅が広く男らしい彼に、パイロットの制服制帽がとてもよく似合っている。

「うん。先週で、上半期末も過ぎたから。今週はわりと暇なの」

　私は彼に、笑顔で答えた。

「おかげで仕事中に、飛行機の着陸をぼんやり眺めていられる時間もあったりして。もしかして、ついさっきＣ滑走路に着陸したジャンボ、水無瀬君が乗ってたのかな」

　ほんの少しおどけて続けると、水無瀬君がふっと目を細める。

「多分そうだ。俺が操縦桿握ってた」

「え、本当に？」

「うん」

「じゃ、私が『お帰りなさい』ってテレパシー送ったの、届いたかな」

　なんだか嬉しくなって声を弾ませると、水無瀬君は「テレパシーって」と軽く吹き出した。そして。

「ありがとう。ここに、ばっちり届いた」

　親指で自分の胸の真ん中をトンと指し、とても屈託なく笑う。彼につられて、私もついつい微笑んだ。

　水無瀬透とおる君は、パイロットの訓練生として入社した、私の同期だ。

　同期の訓練生の中でも一番早く副操縦士の試験に合格し、ここまでの飛行時間もダントツトップ。きっと、機長になるのも最速だろうと、同期みんなが期待している。

　人との間に壁を作らず、畑違いの事務社員の私にも、いつもこうして声をかけてくれる気さくな性格。その上、強い目力のこもった瞳が印象的な、端整な顔立ちのイケメンで、当然ながら男女問わず人気がある。

　私は、彼と同期だということを、密かな誇りにしていた。

「すごいよね、水無瀬君って」

　羨望の眼差しを向けると、彼が「ん？」と小首を傾げた。

「あんな大きな飛行機、操縦してるんだもの」

　私がそう続けると、水無瀬君はほんの少しはにかんで、頬を赤く染める。

「別に、すごかないよ。訓練受ければ、望月にだって飛ばせる」

　彼が薄い男らしい唇をわずかにへの字に結び、謙遜して照れ隠しをする様は、年上の男性にはないかわいらしさがある。こんなことでも、同い年なんだ、と実感する。

　超エリート街道を突き進むイケメン副操縦士が、ちらりと見せる少年っぽさに、なんとも魅力的なギャップを感じて、私はふふっと声を漏らして笑った。

「いやいや、私には絶対に無理」

　私の方は、謙遜ではなく真剣に無理だ。

　そう返事をしながら、彼が乗務を終えたばかりだということに再び意識が向いた。

「って、水無瀬君、行かなくていいの？　デブリーフィング、あるんじゃない？」

　デブリーフィングというのは、一日の乗務の終わりに、乗務員たちが行うミーティングのこと。

　機長は先に行ってしまったし、水無瀬君も『すぐ追いかけます』と言っていた。

　そう訊ねた私に、彼はこくんと頷いた。そして、黒いフライトバッグを軽く持ち直し、左手首にはめたオメガのクロノグラフに視線を落とす。

「えっと……望月、これからなにか予定あるの？」

「え？　ううん、別に？」

　彼の質問に、私はきょとんとして首を傾げた。

「俺も、あと三十分もしたら上がれるんだ。たまには仕事帰りに、一緒に食事でもどう？」

「食事？」

「あ。明日はスタンバイで、それも夕方からだし。少しなら酒も付き合えるよ」

　人懐っこいウィンクと共にさらっと誘われて、私の心臓が一瞬跳ね上がった。

　とはいえ、こうして仕事の終わりに、偶然会って誘われたことは、入社以来七年間で数回ある。同期として親しくしているわりに頻度は少ないかもしれないけど、私というより、水無瀬君の方に勤務上の制約が多いのが理由だ。

　スタンバイというのは、他の副操縦士に欠勤が出た場合、代わりに乗務する待機要員のこと。そして、乗務する可能性がある以上、その十二時間前から飲酒禁止の規則になっている。

　水無瀬君のスタンバイが夕方からなら、彼の言う通り、お酒に応じて大丈夫だ。

　私も明日から二連休だし……。

「うん。いいよ」

　水無瀬君と一緒に飲むの、久しぶりだな。

　前はいつだったか、と記憶をたぐり、顔を綻ばせた私に、水無瀬君も「やった」と目を細める。

　彼の嬉しそうな反応には、思わずドキッとしてしまう。

「急いで終わらせてくる。ＬＩＮＥ入れるから、時間潰して待ってて」

「うん」

　私が頷くのを確認すると、水無瀬君は「じゃ」と短い挨拶を残し、オフィスビルの方向に急いでいった。




　水無瀬君から連絡が来るのを待つ間、私は空港内の化粧室でメイクを直した。

　まっすぐ帰るだけならこのままでいいけれど、人と出かける以上、やっぱりそこは気にしたい。

　鏡に映る私の髪は、肩甲骨のあたりまで伸びている。

　猫っ毛で、なにもしなくても緩く波打つ髪は、梅つ雨ゆ時、湿気が多いとまとまらなくて大変だけど、十月のこの時期はいくらか素直でセットもしやすい。

　目尻がやや下がり気味なのを、自分でも少し気にしている。それでも、それが〝優しい〟という印象を与えるようだから、決定的なウィークポイントとは思っていない。

　大人っぽさの中にもかわいらしさがある人気アイドルに似ていると、周りからはよく言われる。それもあって、そこそこ見られる顔立ち、というのが自己評価だ。

　服装も……一応流行にはアンテナを張って、オフィスカジュアルに取り入れている。ガチガチにスーツで決めてるわけじゃないから、制服勤務が故、通勤着はわりとラフな水無瀬君と一緒でも、ちぐはぐにならずに済むだろう。

　ちょっとベージュ寄りの桜色のリップスティックで仕上げをして、私は化粧室から出た。

　水無瀬君はＬＩＮＥしてくれると言っていたから、オフィスビル近くでとどまっている必要はない。

　さあ、どこで時間を潰そうか……と、特に考えもなく通路を右に折れた時。

「あ。……理華」

　伏せていた目線の先に、革靴の爪先が映り込む。

　頭上から降ってきた声を聞いて、私は反射的に足を止めていた。

「っ……。お、お疲れ様、塩しお野の君」

　私の前に立っていたのは、同じ会社の営業部に所属する同期、塩野武たけ志し君だった。

　茶色くカラーリングした、ふわっとしたパーマヘア。紺色のピンストライプスーツのボタンは、きちんと留められている。きっと、営業帰りなのだろう。

　普通にしてると、やや目尻が下がった、愛あい嬌きょうがある目元。それが、私を目にして、キッと吊り上がった。

　彼は、挨拶を返した私を、頭のてっぺんから靴の爪先まで一筆でなぞるように見下ろし、「ふん」と鼻を鳴らす。

「随分とめかし込んでるな。なに？　デート？」

　眉間に皺しわを刻みながら顎を撫なで、探りを入れてくる彼に、私は頬が引きつるのを必死にこらえた。

「違うよ」

「どうだか。俺と別れて半年しか経たないのに、もう男漁あさりとはね」

　わかりやすく刺々しい言葉で、攻撃的な態度を憚はばからない彼に、私もさすがに怯ひるむ。

　私が黙ったせいで勢いづいた彼は、胸の前で腕組みをして、これ見よがしな溜め息をついた。

「こっちは、婚約目前で逃げられた傷が、まだ癒いえないっていうのに。いいご身分だな～あ？」

　なんだか、いつもよりねちっこい言い方。

　あえて言葉を返さない方がいいと判断して、私は黙って目を伏せた。

　塩野君の言う通り。私は半年前まで、彼と付き合っていた。

　二十八歳……アラサーともいわれる年齢で付き合い始めて半年。彼が結婚の話をするようになった頃、私から別れを告げた。

　塩野君にとっては、青天の霹へき靂れきだったようだ。『別れたい』と言った時、彼は眦まなじりが裂けんばかりに目を見開き、口を開けたまま絶句した。

　強いショックを受けた様子の塩野君に、私は本当の別れの理由を伝えられなかった。『お母さんに気に入ってもらえる自信がない』と曖あい昧まいに濁すしかできなかったのだけど、彼はそれを納得していなかったようだ。

　彼の営業部と私の財務部は、同じ社内でも別フロアにある。仕事上での接点はほとんどないけど、こうして時々顔を合わせると、彼は私に嫌みたっぷりの物言いをする。

　付き合い始める前は優しくていい人だと思っていたのに、別れた後は残念なほど豹ひょう変へんしてしまった。でも、それも私のせいだと思うと、受け止めるしかなく……。

「おい。黙ってないで、なんとか言ったらどうだよ？」

　またしても、私の態度が塩野君の神経を逆撫でしたようだ。

　一歩踏み込んでくる彼から逃げようとして、私はとっさに後ずさる。

　なんとか言え、と言われても。今さら話したいこともない。

　口を噤つぐみ続けていた私の頭上で、塩野君が「はあっ」と声に出して溜め息をついた。

「せっかくだ。俺も今日はもう帰れるから、ちょっと付き合え」

　彼は不ふ遜そんに言いのけ、私の都合などお構いなしに腕をグッと掴み上げた。

「えっ!?」

　それは困る！とばかり、私は条件反射で彼の手を払っていた。

　私の反応に、塩野君が一瞬怯む。けれど、次の瞬間、より一層眉根を寄せて、不機嫌極まりない顔で私を睨みつけた。

「なんだよ、その態度。まるで汚いものでも触った、って感じだな」

「ご、ごめんなさい。そんなつもりじゃなくて」

「だったら、大人しくついてこいよ」

　チッと小さな舌打ちをして、塩野君が再び手を伸ばしてきた、その時。

「悪い、塩野。俺が先約」

　背後から飄ひょう々ひょうとした声が聞こえて、私はハッとして振り返った。

　名指しされた塩野君も、私を通り越してそちらを見遣り、目を瞠みはる。

「え……。水無瀬？」

「お疲れ、塩野。この後、望月、俺と飲みに行く約束なんだ」

　私と塩野君の間の微妙な空気に気付かないのか、それとも単にやり過ごしているのか。どっちとも判断しがたい様子で、水無瀬君が屈託ない笑みを浮かべてこちらに歩いてくる。

　さっきまでアップバングにセットされていた前髪が崩れ、額に下りている。

　襟足はすっきりしていて、トップが重め。ダークブラウンの髪は癖がなく素直な髪質なのか、彼の歩みに合わせてさらりと揺れる。

　予想していた通り、空港内にいるとただの旅客にしか見えない、ラフでカジュアルな出で立ちだ。

　ブラックデニムにフード付きのパーカー。ちょっとやんちゃな少年っぽさが、とてもキュートに感じる。

「ついさっき誘い済みで、俺の方が先約。というわけで、お前は遠慮してくれないか」

　どこまでも柔らかい口調で言いながら、水無瀬君が私の肩をグッと掴んだ。

　そのまま引っ張られ、彼の背に回る格好になる。

　水無瀬君の広い背中にかばってもらっているのを感じて、私はドキッと胸を弾ませた。

　彼の後ろから、そっと窺うかがうように顔を覗かせる。

　塩野君は忌いま々いましげに顔を歪めて、もう一度舌打ちを繰り返した。

「はいはい。天下の副操縦士さんにそう言われちゃ、一般社員の俺には太た刀ち打うちできませんよ」

　どこまでも皮肉っぽい言い方をしながらも、塩野君は私たちに踵きびすを返した。

　そのまま、ノシノシと大きな歩幅で去っていく。その背中からは、隠し切れない苛いら立だちが漂っている。

　それでも、塩野君がそれ以上突っかからずに大人しく立ち去ってくれて、ホッと胸を撫で下ろした。

　水無瀬君も、「ふう」と声に出して息を吐く。

「……やれやれ」

「ごめんなさい、水無瀬君。ありがとう」

　ちょっと呆あきれたような色が滲にじむ声を聞いて、私はお礼を言った。

　水無瀬君は渋い顔をして、私を肩越しに見下ろす。

「塩野と付き合ってたって噂うわさ。本当だったんだ」

　直球で言われて、一瞬ギクッとした。

　でも、塩野君とのやり取りを見られてしまった状況では、ごまかす術すべもない。

「あ～……うん。半年前までね」

　頬骨のあたりがヒクヒクするのを意識しながら、私は彼の視線から逃げるように顔を背ける。

　この話題にはこれ以上ツッコまずに、『まあいいや。行こう』と言ってくれるのを期待していた。

　なのに。

「どこまでも男を見る目がないっていう情報も、本当？」

　続いた質問にはギョッとして、私は彼を振り仰いだ。

　水無瀬君は、まるで苦虫を噛み潰したような顔をして、私に正面から向き合う。

「そ、そんな情報、どこから……！」

「俺が聞いたところによると、相当ひどいらしいな。浮気性にＤＶ野郎。家に入り浸りになったヒモ男には、別れた後もストーカー被害に悩まされたとか」

「っ！」

　水無瀬君とは同期だし、社内に共通の友人もいる。情報源なんて、聞かなくてもわかる。きっと、彼と一緒に乗務する機会も多いＣＡだろう。同期で親友でもある、今こん野の瞳ひとみに違いない。

「あ～……いや……」

　反論の余地もない。

　明後日の方向に視線を漂わせ、声を尻すぼみにする私に、水無瀬君は無言で深い溜め息をついた。

　けれど。

「……まあいい。とにかく行こう、望月」

　水無瀬君は私を促して、さっさと先に歩き始める。

　私もすぐに気を取り直し、

「う、うん」

　短い返事をして、彼の後を追った。




　不規則勤務の水無瀬君は普段は車通勤だけど、今日は愛車を駐車場に残し、私と一緒に空港から電車で移動した。

　空港からは水無瀬君の家の方が近いから、彼の最寄り駅で途中下車して、駅ビルの中の焼鳥屋に入った。

　金曜日のわりに待つことなく、ふたり用の半個室席に落ち着くことができた。

　まずは、ファーストドリンクのビールで乾杯する。

　お互いふた口ほどゴクゴクと飲んでから、水無瀬君が向かい側で、「はあっ」と声に出して息を吐いた。そしてテーブルに頬杖をつき、やけにじっとりした視線を向けてくる。

　おかげで、その深い吐息も、仕事の後のビールが美味しいからじゃなく、私に発したものだとわかる。

　誘ってくれた時はにこやかだったから、そんな目で見られる理由は、途中、うやむやに終わった会話のせいだろう。

　自ら蒸し返すのもどうかと思うけど、せっかく久しぶりにこうして一緒に飲んでいるのに、こんな空気のままじゃもったいない。

「な、なんか、怒ってる？」

　恐る恐る訊ねると、水無瀬君は「別に」と私からふいっと目を逸らしてしまう。

「けど、まあ、呆れてる」

　容よう赦しゃなく言い切られて、私は「うっ」と口ごもった。

「望月、仕事できるし美人でイイ女なのに。塩野なんて、変な男に引っかかったなーって思ってた。今野から、男を見る目がないんだって聞いても、半信半疑だったんだけど」

　しれっと美人なんて言われて、思わずビールを吹き出しそうになった。

　慌ててゴクンと飲み込んだものの、激しく咳き込んでしまう。

「ちょっ、なに、みなっ……」

「自覚しろよ。少なくとも、塩野と付き合ってた時点で、見る目がないのは確定だろ」

「そ、そっちは自覚してる」

　口元にハンカチを当て、涙目になってそう返した。

　私も水無瀬君も、塩野君に対してひどい言い草だとは思うけれど、多分彼も、私と同じことを脳裏に巡めぐらせて、言っている。

　そしてそれは、私が塩野君に別れを告げた最大の理由にも通じる。結婚なんて話が出る前に、私がそこに気付けていれば。そうすれば、塩野君のプライドを傷つけずに済んだろうし、彼が豹変してネチネチ絡んでくることもなかったかもしれない。

　私は、水無瀬君の前でがっくりとこうべを垂れた。

「でも……付き合う前は、優しい人だと思っていて……」

　塩野君をかばうような言い方だと気付き、私は声を尻すぼみにした。

「その通り。塩野は、女に優しい。『女性に優しく、大事にできる男であれ』って母親から言われて、それを座右の銘にしている男だから」

　水無瀬君が続けたひと言に、私は無言で何度か頷いて返す。

「でもまあ、それも相当偏ってて、男には結構容赦ない。俺にもあの通り辛しん辣らつだから、真に優しい人格ではないことは明らか。俺たち同期の男は、だいたいみんな見抜いてるよ。ヤツが極度のマザコンだってこと」

「そうよね……ほんと、私も早く見抜けていれば」

　水無瀬君は、同期会程度の接点から、塩野君がお母さんを『ママ』って呼ぶほどのマザコンだと気付いてたのに。私は恋人として付き合って、お母さんと塩野君のやり取りを目の当たりにして、初めて知った。

　いや、呼び方がどうとか、それが悪いわけじゃない。私だって、多少のマザコンなら目を瞑つぶれた。

　たった半年の付き合いで、塩野君に『母親に紹介したい』と言われた時、私は真剣に怯んだ。

　それでも『俺の大事な親に、大事な理華を知ってほしいから』と説明されたら、逃げ腰でいるわけにもいかず……。

　ちょっとお家訪問のつもりで出かけたら、彼のお母さんは私が嫁に来るものだと思い込んでいて、いきなり『お式はどこでするつもりなの？』と訊ねられた。

　ギョッと目を剥むいた私の横で、塩野君は『ママ、どこかおすすめある？』と当然のように意見を求めたのだ。

　私を置き去りにして、塩野親子の間で勝手に進む〝結婚話〟。完全に腰が引けてしまい、とっさに『まだ結婚は考えられません』と、言葉を挟んだが最後―――。

　お母さんの表情と態度が激変した。

『あなた、私の大事な武ちゃんを弄もてあそんでいるの!?』

　くわっと眦を裂いたお母さんの前で竦み上がり、その日は這ほう這ほうの体ていで逃げ帰ってきた。

　塩野君とは、その後ちゃんと会って話をした。その時、お母さんのことを謝ってくれたから、私も彼との結婚を考えてみようと思ったのだけど……。

「塩野君にとってお母さんは、生涯、不可侵の理想なのよね」

　私は、水無瀬君が隣にいるのも忘れて、ポツリと独り言ちた。

　考え方も、生き方も。塩野君の女性観は、すべてお母さんが軸になっている。

　最後は、『さっさと仕事を辞めて、ママに花嫁修業してもらって』と言われて、私を〝お母さんのような嫁〟にしたいんだと理解した。

　そして、私を幸せにしてくれる一生にたったひとりの男の人は、この人じゃないと確信して、別れを告げたのだ。

　私はビールのジョッキを再び手にして、琥こ珀はく色の液体をジッと見据えてから、グッとあおった。

　水無瀬君は私の独り言は聞き流したのか、軽く横目で見遣っただけで、意地悪に畳みかけてくる。

「見抜く、ねえ……。相当な高等能力必要だろ。望月、稀まれに見る鈍さだし」

「っ、水無瀬君！」

　その言い方はあんまりだ！とばかり、抗議の目で彼を睨む。

　それには、彼もひょいと肩を竦めた。

「まあ、どっちにしても……お前、男見る目養うべきだろ」

　結構不ぶ躾しつけなことを言われてると思うのに、水無瀬君は真顔だから、私はほんのちょっと唇を尖とがらせるだけにとどめた。

「二十代のうちなら、ダメ恋経験積んでもいいかもしれないが、俺たち来年三み十そ路じに突入だぞ。三十代になってもそれじゃ、どんな美人でも痛い女にしかならない」

　眉間に皺を寄せて思案する水無瀬君に、私は頬がちょっとひくつくのを感じながら、苦笑してみせた。

「ひどいな～……水無瀬君」

「呑気に笑ってる場合か。望月、ダメ男に慣れちゃって、耐性ついてるんだろ。まともな感覚麻ま痺ひしまくってて、次はさらにひどい男でも受け入れそう。ダメ恋ループまっしぐらだな」

「う……。そ、そんなこと、水無瀬君に心配されなくても」

　なんだろう。今日の水無瀬君は、やけに辛辣だ。

　それだけ私に呆れてるってことだろうけど……。

　私は取り繕って笑みを浮かべて、両手でジョッキを持って軽く揺らした。

「ダメ男にダメ恋、かあ……。私だって、そんなループ地獄にはまりたくないけど。塩野君は、私をわかりやすく必要としてくれたから、初めのうちは、それを嬉しいって思うところもあったんだよね」

　すっかり泡の消えたビールにジッと目を凝らし、私はポツリとそう言った。

　水無瀬君が見つめてくる視線を意識して、「はは」と乾いた笑い声をあげる。

「誰から見ても完璧な人って、自分ひとりでなんでもできちゃうじゃない？　彼女に甘えたりしないだろうし、他人に頼らなくてもひとりで平気。そういう相手じゃ、私はちょっと寂しいかな、とか」

「それ、母性本能？　それとも、ただの憐あわれみ？」

　容赦なくズケズケとツッコまれ、私はさすがに返事に窮した。

「そういう無駄に人がいいところも、塩野には〝お母さん〟っぽくて、必要だったんだろ。喜ぶところ、間違ってるんじゃないか？」

「…………」

　水無瀬君、鋭い。確かに塩野君は、私を〝お母さん〟に近付けようとしていた。

　だけど……。

　いくらなんでも、ただの同期でしかない水無瀬君に、そこまで貶けなされる筋合いはない。

　私はきゅっと口を噤んで、無言で彼に視線を返した。ジョッキをテーブルに置き、背筋を伸ばして改まった態度を見せる。

「私に男を見る目がないのは、認める。でもそれが、水無瀬君にどう関係がある？」

　私が反撃態勢に入ったのを見て、水無瀬君も姿勢を正して腕組みした。

「『ある？』って聞かれると、今のところないとしか言いようがない」

「だったら」

「けど、ほっとけない。っつーか、これ以上見過ごすのもおさまりが悪い。でも……思ったよりも筋金入りだ。こりゃ、クーデター並みの大革命を起こす必要があるな……」

「……はい？」

　水無瀬君がなにを言いたいのか測りかね、さらに眉根を寄せて首を傾げた時、「お待たせしました～」と、店員さんが格子戸を開けた。

　オーダーした料理がテーブルに並ぶ間、私と彼は互いに目を逸らし、黙り込んでいたけれど。

「自分で言うのもなんだけど、少なくとも、俺は自分をダメ男とは思ってない」

　店員さんが出ていって、格子戸が外から閉じられるのを待って、水無瀬君がポツリと言った。

　私はきょとんとして彼に顔を向ける。

「少なくとも、じゃない。水無瀬君は完璧だよ。誰から見ても」

　私は自信満々で相あい槌づちを打った。絶賛したつもりなのに、彼はなぜだかムッとした表情で、私にちらりと視線を投げ返す。

「つまり、お前は俺じゃ物足りないってことか？」

「そんなこと言ってないって」

「けど、望月には、俺より塩野の方が満足できるって言われたのと同意だ」

「えっと……なんか機嫌損ねちゃった？」

　珍しく絡んでくる水無瀬君に、私は怪け訝げんな思いで首を傾げた。

　彼は私の視線をかわして、テーブルに頬杖をつく。

「……望月、俺のこと嫌い？」

　トーンを落とした低い声で訊ねられ、私は目を丸くした。

「な、なんで!?　そんなことないよ。だって、嫌いだったらこんな風に……」

　一緒に飲みに来たりしない、と続けようとした私に、

「だったら」

　と、彼が再び真正面から見つめてきた。力のこもった瞳に射貫かれるようで、ドキッと胸が騒ぐ。

「な、なに……？」

　無意識に怯んで、私はわずかに背を引いた。

　水無瀬君は頬杖を解いてふうっと息を吐く。

「最初に反論しておく。俺は、彼女も友人も大事にする。他人に頼りたい時もあるし、ひとりで平気なんて思ってない」

　彼は男らしい薄い唇の端をふっと上げた。

「う、うん？」

　ここにきても、彼がなにを言わんとしているのかわからず、私は首を捻ひねる。

　私の反応に、水無瀬君がクスッと笑った。

「荒療治、してみよう」

「え？」

　反射的に聞き返すと、水無瀬君は腕組みをして、愉快そうに肩を揺らした。

「鳩が豆鉄砲って顔すると、望月って随分と幼い顔つきになるな」

「っ、だって。荒療治なんて物騒なこと言うから」

　彼のからかい口調に、ちょっとムキになって反論した。

　水無瀬君は笑みを引っ込め、「荒療治ともちょっと違うか」と、顎を撫でながら思案する。

　そして、私に上目遣いの視線を送ると……。

「今後は、俺を基準にしろ」

「……は？」

「望月が、俺以下の男を選べなくなるよう、俺がひと肌脱いで手ほどきしてやる」

「な、なにそれ？」

　そこまで言われても、私は水無瀬君がなにを意図しているのか読めない。

　困惑を隠せない私に、彼はちょっと意地悪に目を細めた。

「まずは、男の基準値として、俺をお前にしっかり刻み込む」

「水無瀬君を、私に？」

　戸惑って、水無瀬君の言葉を繰り返す私の前で、彼の唇が「そう」という形に動く。

「俺の性格はもちろん、物事に対する考え方に、仕事への向き合い方」

　彼はそう言いながら、右手で指折り数えている。

　私は、彼の長く筋張った指が折れていく様を、瞬きして見守っていた。

「女性の扱い方も。……特別な女をどうやって愛するかも、余すところなく全部。嫌われてないなら、いいだろ？」

「っ、え？」

　意味深に声を低くした水無瀬君を、私は大きく目を見開いて見つめ返した。

　私の視線を受けて、彼はなんとも魅惑的に微笑む。

「俺も、塩野と比べて物足りないなんて言われて、傷ついたから。全力を尽くしてお前の意識改革をして見返せたら、気持ちが晴れる」

「見返すって」

「でもさすがに、恋人じゃない女に実地で〝愛し方〟は教えてやれないから。……だから望月、俺と恋人になるって契約しよう」

「っ……こ……」

　彼の口から飛び出したとんでもない提案を、無意識にリピートしようとして、声が喉に引っかかった。

　あまりの驚きで、その先が口をついて出てきてくれず、私は真ん丸の目をしたまま、ゴクンと唾を飲むしかなかった。










ワンナイトラブ




　水無瀬君の提案は、お酒の席での、ちょっとウィットとスパイスが効いた冗談だろう、と思うことにした。

　私は取り繕って笑ってやり過ごし、その後は無理矢理話題を変えて、彼との食事とお酒を楽しんだ。

　水無瀬君の方も、私に仕掛けた〝契約〟への返事を求めようとはしなかったから、私の態度は正解だったんだと思う。

　だから私は、焼鳥屋を出ると、家に帰ろうと駅の方向に足を向け、「またね」と手を振った。

　ところが、その手をグッと掴み取られ――。

「一応段階を踏むつもりだったけど、真剣に受け止めてくれないようだから、本気を示してやる。望月、おいで」

「っ、ちょっ、水無瀬君……!!」

　私は、駅から徒歩二分ほどの、どこから見ても高級感漂うタワーマンションに連れ込まれてしまった。

　彼の部屋の玄関に入ったところでやっと、ずっと強く掴まれていた腕を解放される。

　ホッと小さな息を吐いたのも束の間、すぐ横の壁に押さえつけられ、私はギョッとして声をあげた。

　水無瀬君が両腕を壁について私を囲い込み、「シッ」と指を立てて私を制す。

「声は、ベッドまで我慢して」

「ベッ……!?　水無瀬君、なに言ってるの？　さっきの……恋人契約も、冗談でしょ!?」

　太ふて々ぶてしいほどしれっと言われて、私はさらに素っ頓狂な声をあげた。

　黙るようにと制されたにもかかわらず、軽くパニックを起こして質問を畳みかけてしまう。

　それには、水無瀬君も一瞬困った様子で顔を歪めて……。

「真剣だって言ってるのに」

　わずかにクッと眉根を寄せたかと思うと、次の瞬間には、私に大きな濃い影を落としながら覆い被さってきた。そのまま、口封じとでもいうように、私の唇を奪う。

「う、んんっ……！」

　突然のキスがあまりにも衝撃的で、私は目を剥いただけで抵抗を忘れた。自分の身体を使って、私を壁に押しつける水無瀬君の唇から、逃げることもできない。

　彼に、されるがまま。徐々に甘く深く絡み合っていくキスに、私の頭は痺しびれていく。

　淫みだらでいやらしいキスの音に、直接鼓膜をくすぐられ、神経が麻痺していった。

　明日、スタンバイの水無瀬君を気にして、お互いそんなにお酒は飲んでいないのに、今、私はなにに酔っているのだろう？

　上から目線で『手ほどきしてやる』なんて言い出すぐらいだから、水無瀬君は極上の恋を知り尽くしている、百戦錬磨の男なんだろう。

　だから当たり前かもしれないけど、キスがうまい。

　うますぎて、気持ちがいい……。

「ふ、う……ん……」

　何度も角度を変えて唇を貪むさぼられるうちに、私は完全に蕩とろけきってしまった。

　いつの間にか彼の腕にしがみつき、鼻から抜けるような声を漏らしていた。

　それが聞こえたのか、水無瀬君がようやく私をキスから解放してくれた。

　とろんとした涙目の私を見つめて、濡れた唇の端を軽く上げて微笑む。

「キスで骨抜き、か。嫌、って顔には見えないね」

「っ」

「〝恋人契約〟成立ってことでいいね？」

「み……水無瀬く……」

　からかう声に、私の心臓が不覚にも激しく騒ぎ出す。

「じゃ、早速。契約にのっとって、手ほどき開始といこうか。……今夜ひと晩かけて、教えてやるよ。俺が、〝恋人〟をどうやって愛する男か」

　水無瀬君は私に身体を寄せたまま、腰を屈めて耳元に囁ささやきかける。

　悔しいけれど、彼の言う通り、キスだけで骨抜きだった。その上、耳を掠かすめる唇で紡つむがれる甘く危険な誘惑に、私の中でなにかが大きくグラッと揺れた。

　この距離の近さでは、ドキドキと急激に加速度を増す胸の音が、彼にも聞こえているかもしれない。いや、触れ合った胸から、直接伝わっているかもしれない。

　そんなことを気にして俯く私の頭上で、水無瀬君がクスッと笑った。

「心臓の音、気にする余裕なんか、すぐなくなるよ。わけわかんなくなるくらい、俺でいっぱいにしてやるから」

　はっきりと宣言されて、すでに限界を超えて高鳴っていた鼓動が、臨界点に達する。

　お酒ではない、他のなにかに、完全に酔っていた。

　水無瀬君以外のことを気にする余裕を失えたら？　彼でいっぱいになってわけがわからなくなれたら、私に欠けているなにかが変わるんだろうか。

　そうしたら、今までダメ恋につまずいてばかりだった私でも、次は幸せな恋ができるの……？

「そうなったら……私は、変われる……？」

　願いよりも強い、切望を胸によぎらせ、半分縋すがるように訊ねた。

　私の声は途切れ途切れで掠れてしまったけど、水無瀬君にはちゃんと届いたようで、彼はクスッと吐息交じりに笑った。

「任せろ。変えてやるから」

　強気な囁きが、私の鼓膜に直接刻み込まれる。

　その瞬間、天と地がひっくり返るほどの激しい嵐に、意識がのまれていく、そんな感覚に陥った。

「っ」

　足元が、覚束ない。どうにも不安定で、私は助けを求めるかのように、水無瀬君にしがみついていた。

「……理華。俺のベッドに、おいで」

　いつもより低いトーンの声は、神経さえも支配する危険な麻薬みたいで、私の理性の最後の砦とりでを完全に吹っ飛ばした。




　その夜私は、水無瀬君と何度も何度も熱いキスを交わした。

　求めて与えられ、求められて与える。そんなことを無我夢中で繰り返したから、きっと、唇が離れていた時間の方が少ない。

　お互い生まれたままの姿で、境界線がわからなくなるほど、汗ばむ肌をぴったりと重ね合わせた。

　全身を優しく、時に意地悪に激しく愛あい撫ぶされ、私は幾度となく背をしならせた。

　彼の熱に貫かれ、目の前に火花を散らし、真っ白い世界を何度も飛んだ。

　強く身体を揺さぶられ、最奥を刺激されて恍こう惚こつとしてしまい、本能のまま、甘く淫いん靡びな快感に身を委ねる。

「理華」と私の名を呼ぶ水無瀬君の、どこか気だるく艶っぽい声にゾクゾクしながら、私も無意識に彼の名を口にしていた。

「とお、る。透く……」

　契約の名のもと、一夜の情事なら、名前で呼び返す必要はなかった。そう思う。

　だけど私は、〝恋人同士〟だからできる、水無瀬君との甘く幸せな行為に、夢中にさせられてしまっていた。




　翌朝、早くに目が覚めた私は、隣に裸で眠っている水無瀬君を見て、一瞬ギクッと身を強張らせた。

　すぐに昨夜の記憶がまざまざと蘇よみがえってきて、完全に流されてしまった自分に、改めて動揺した。

　そして続く、深い自己嫌悪。

　いくらなんでも、同じ会社で働く同期と……。お酒のせいにできるほど飲んでないのに、私はいったいなにに酔ってタガが外れてしまったの。

　まさか、水無瀬君と、こんなことになってしまうなんて――。

　月曜日から空港や社内でばったり会った時、どんな顔をしたらいいのかわからない。

　そして、週明けからのことを憂慮する以前に、今、この瞬間が問題だ。

　激しく混乱しながらも、私は水無瀬君が気がつく前にベッドから降りた。急いで服を身につけ、ほとんど転がるように部屋を飛び出し、家まで逃げ帰ってきてしまった。




　どうしよう。なんてことを。

　これからどうしたらいい？

　この週末は、そんなことばかりぐるぐると考えてしまい、全然休んだ気がしないまま、月曜日の朝を迎えた。

　容赦なく鳴るスマホのアラームを手探りで止め、液晶に浮かぶデジタル時計の表示をぼんやりと確認した途端、なんだかドッと疲れが降りてきた。

「……考えてても仕方がない。行かなきゃ、仕事……」

　空港が好き。飛行機が好き。

　念願叶って入った会社に行くのに、こんな後ろ向きな気分になるのは、入社七年目にして初めてだ。

　塩野君の前に付き合っていた浮気性の彼とも、社内恋愛だった。

　別れた後も、社内で顔を合わせる機会はいくらでもある。それを承知で付き合って、そして別れたから、覚悟がある分、こんな風に憂鬱になることはなかった。

　でも、水無瀬君は違う。水瀬君は彼氏じゃない。親しくしてる同期だからこそ、流されて軽はずみなことをしてしまった後、どうしていいかわからない。

　とはいえ……。

　運航部所属の副操縦士である水無瀬君は、勤務の大半はコックピットにいる。

　彼が地上勤務の時でも、財務部と運航部ではフロアも違うし、そう頻繁に出くわすことにはならないのがせめてもの救い。

　私の気持ちが落ち着くまで、平常心を取り戻せるようになるまで、少しの間、顔を合わさずに過ごせれば――。

　通勤電車に乗り、空港駅に降り立った時には、そう考えて、自分を鼓こ舞ぶしようとした。

　同じ電車から降りた人たちが、改札フロアを目指してエスカレーターに急ぐ中、私はひとり立ち止まり、勢いよくピシャッと両手で頬を叩いた。

　と、その時。

「朝から随分痛そうな気合の入れ方するんだな、理華って」

「っ!?」

　後ろから聞こえた声の主が水無瀬君だとわかり、ギクッとして瞬時に全身に力を込めた。ほぼ同時にポンと肩を叩かれ、私はビクンと大きく身体を震わせてしまった。

「って……なんだよ？　その驚き方」

「み、水無瀬く……!!」

　心臓がドッドッと激しく騒ぎ出すのを意識しながら、私は勢いよく振り仰いだ。

　彼は、私の驚き様にギョッとした様子で、肩を叩いた手を引っ込めていた。けれど、すぐにいつもと変わらない屈託のない笑みを浮かべる。

「おはよう、理華」

　ふっと細めた目で見つめられ、私の鼓動が一気に加速していく。

「おは……って、な、なんで名前！」

　どぎまぎしながらもなんとか挨拶を返そうとしたのに、彼がさらりと名前で呼んだことに仰天して、私は素っ頓狂な声をあげた。

　そんな私の反応に、彼はきょとんとした目をしてから、肩を揺すってクックッと笑い出す。

「なにを今さら。金曜日の夜、俺、何度もお前を名前で呼んだし、お前も……」

「っ、こんなとこでそんなこと言わないで！」

　どこまでも平然としている水無瀬君に慌てて、私は思わず彼の口を思いっ切り手で押さえつけてしまった。

「ぶっ」と彼が漏らした声が、吐息と共に手の平をくすぐる。

　その感触にもドキッと胸が跳ね、私はパッと手を離した。

　ひとりあたふたする私をジッと音が出そうなほど見つめて、やっぱり水無瀬君は愉快そうに声を噛み殺している。

「う……」

　自分の動転ぶりを自覚して、しかもそれを憚ることもできないのが猛烈に恥ずかしくて、私はカアッと頬を火ほ照てらせた。

　全身から、嫌な汗が噴き出しそう。頭のてっぺんから、しゅ～っと音を立てて湯気が上ってるんじゃないかとすら思った。

「ごめんごめん。土曜日の朝、俺が起きる前に逃げるように帰られて、ちょっと傷ついたから意地悪した」

　水無瀬君は口元を手で隠しているものの、目尻には涙まで浮かべている。まだ微かに肩を震わせながら、私を追い越して先に歩いていく。

「でも、名前で呼ぶ方がリアリティあっていいだろ？」

　そう呟く彼の背を一瞬見送りかけて、私もハッと我に返った。

「み、水無瀬君っ」

　ざっくりしたアイボリーのニットに、カーキのカーゴパンツ。今日もこれからフライトなのだろう。大人のカジュアルを粋に着こなす水無瀬君に小走りで追いつき、私は彼のニットの裾をちょんと摘まんだ。

「ん？」

　水無瀬君は、肩越しに私の手を見下ろす。

「あの。その……金曜日のことなんだけど」

　私は彼の視線から逃げるように、顔を伏せる。ニットを摘まむ指に、無意識に力が入った。

　水無瀬君は、「ああ」と軽い調子で相槌を返してくる。

「順番狂って身体先行になったけど、もっと俺自身のことも知ってもらわないとね。今後は、できるだけふたりで一緒に過ごそう。ってわけで、理華、今夜……」

「し、知る必要ない。あれは、お互い酔った勢いってことで、綺麗さっぱり忘れよう！」

　彼が目線を上に向けて思案するのを、必死になって遮った。

　水無瀬君が、ピタリと足を止めた。

　私の言葉の意味をのみ込むのに、一拍分の時間を要し……。

「……え？」

　クッと眉根を寄せて、低い声で聞き返してきた。

　彼の声色の変化に、また変な汗が背筋をつっと伝うのを感じて、私は肩も首も縮める。

「ごめん。この間は、私もどうかしてた。でもやっぱり、恋人契約っておかしいから！」

　私は自分を奮い立たせようと、なんとか声を張って、思い切ってグッと顎を上げた。

　ほんのわずか宙で視線が絡んだ後、水無瀬君がきゅっと唇を結んで、身体ごと私に向き合った。

「……なんで、そうくる」

「え？」

「綺麗さっぱり、なかったことにしたいわけ？」

　彼が私に向ける瞳に、より一層力がこもる。

　視線で射貫かれる感覚にドキッとして、私は反射的に一歩後ずさっていた。

　水無瀬君は、大きな手で口を押さえて、その向こうで「はあっ」と息を吐く。

「酔った勢いにできるほど、飲んでない。……俺、あんなに燃えたの、理華が初めてだったんだけどな」

　私から目を逸らし、彼はボソッと呟いた。

　その声はくぐもってしまい、あまり明瞭な音にはならなかったけれど、すぐ目の前にいた私の耳には、しっかり届いた。

「なっ……」

　再び頬に熱が上り、声が詰まってしまった。

　カアッと頬を染める私に、水無瀬君がつーっと視線を戻す。そして、ゆっくりと口から手を離すと、一度唇を真一文字に結んだ。

「悪いけど、俺は嫌だよ。忘れたりしない」

　ちょっと厳しい、鋭い目を私に向けて、今度はとても凛りんとしたクリアな声で言い切った。

「っ……」

　真剣な瞳に不意を衝つかれて、私は言葉をのみ込んでしまう。

　私が困惑しているのを見透かしたのか、水無瀬君は一度目を伏せてから、表情を和らげた。

「って、悪い。俺、急ぐから。先に行くな」

　穏やかな笑みを浮かべてそう言って、私の肩をポンと叩いてから、大きな歩幅で弾むように駆けていってしまう。

「あ……！」

　とっさに呼びかけようとしたけれど、私は胸に手を当て、グッとこらえた。

「嫌だよ、って。なんで……」

　心臓は、ドキドキと激しく打っている。

　戸惑いを強めて無意識に独り言ちた時、ホームに電車到着のアナウンスが響いた。

　ハッとして振り返ると、ブラックホールのように見える線路の奥に、進入してくる電車のライトが光るのが見えた。

　次の電車が到着する前に改札を抜けようとして、私もエスカレーターに急いだ。




　朝一番で水無瀬君と遭遇してしまったおかげで、落ち着いて平常心を保つどころか、さらに心をかき乱されてしまい、私は朝から凡ミスを連発してしまった。

　リカバリーに時間を取られてお昼を大幅に割り、私が休憩に入ったのは、いつもよりも二時間も遅く、社食のランチタイム終了間際の時間だった。

　といっても、フライトの合間に食事を取りに来るパイロットやＣＡもいるから、営業時間が長いのはありがたい。

　まあ、この時間ともなると、人気のメニューはほぼ完売御礼状態ではあるけれど……。

　寂しいショーケースを腰を屈めて覗き込み、ほとんど選択肢がない中からセレクトして、麺類のカウンターに並ぶ。

　塩タンメンの器を受け取り、食堂全体を見渡すと、窓際の席が空いているのを見つけた。飛行機が離発着する様を思う存分堪能しようと、迷わずそちらに向かう。

　椅子に腰を下ろすと、なんだかドッと疲れた気がして、私は深い溜め息を漏らしていた。

　右手に箸を持ち、左手で頬杖をつく。窓の外の滑走路を眺めながら、麺の上にどっさり盛られた野菜を摘まみ、私は水無瀬君のことを考えてしまう。

『綺麗さっぱり、なかったことにしたいわけ？』

「そういうわけじゃないんだけど……」

　彼は優しいから、同期の私がダメ恋ループに陥るのを見るに見かねて、手ほどきなんて言い出したんだろうけど、恋人契約って。

　同期として、好意を持ってくれているのはわかる。でも、女性として、恋人としての好意とは絶対に違うはず。

　水無瀬君は、ただの同期の私と、あんなことをして平気なんだろうか。

　社内でも人気者だけど、女性関係が派手だなんて噂は一度も耳にしたことがない。

　意外と軽はずみな男だなんて思いたくないけど、それでは私に対する彼の言動に説明がつかない。

　それに……よく考えたら、水無瀬君を基準にするだなんて。

「そもそも、水無瀬君以上の男なんて、そうそういないんじゃ？」

　今さらだけど、私はそこに思い当たった。

　私、ものすごい理想の高い女にされてしまうんじゃなかろうか。

　そうなると、選択肢は極端に狭まってしまうし、水無瀬君を上回るような殿てん上じょう人びとなんて、だいたいはお手付きと相場が決まっている。

　男を選ぶ基準値ばかり釣り上げられたら、私はダメ恋どころか新しい恋すらできず、このまま枯れていくだけなんじゃ……。

「ちょっ……それは勘弁」

　地味に焦った私は、思わずそう口に出していた。

　自分の思考を吹っ飛ばそうとして、ブンブンと首を横に振る。

　やっぱり、水無瀬君がなんと言おうと、このまま恋人契約を続行してはいけない。

　彼にちゃんと伝えなければ。

　今朝、水無瀬君が私に、『今夜……』と誘いかけたのを思い出す。

　彼は『もっと俺自身のことも知ってもらわないとね』と言ったから、私の目的とはまったく異なるけれど。

　私はミニトートからスマホを取り出し、ＬＩＮＥを起動させた。トーク画面をスクロールしていって、水無瀬君のアカウントを開く。

　すると、ブブッというバイブ音と同時に、そこにメッセージが浮かび上がった。

「わわっ」

　あまりにどんぴしゃのタイミングにギョッとした。

　私が目で追う前に、水無瀬君の方には、既読表示されてしまっただろう。

【午後三時関空発の便が、今日の最終乗務。理華の仕事終わるの待ってるから、一緒に帰ろう】

　具体的なお誘いに、ドキッと胸が跳ね上がる。なんだか、水無瀬君が私を名前呼びするのも、すでに定着してしまっているようで慌てふためく。

　早いとこ水無瀬君と話さないと！

　彼はきっと、デートに誘ってるつもりだろうけど、私も彼に『今夜会って話したい』と連絡を入れるつもりだったのだから、ちょうどいい。

【わかった。なるべく早く終われるようにする】

　今、彼はフライトの空き時間なんだろう。私の返信にも、すぐに既読がついた。




　水無瀬君を、無駄に待たせるわけにはいかない。

　私は残業を回避するため、午後は集中力を高めて仕事をこなした。

　おかげで、午前中あれだけボロボロだったわりに、今日もぴったり定時でオフィスを出ることができた。

　空港内で待っていてくれた水無瀬君と落ち合い、一緒に駐車場に向かう。

　水無瀬君の車に乗せてもらうのは初めてで、妙に緊張してドキドキした。

　でも、周りを気にせず、際どくなりそうな話ができるのはありがたい。

　……と、思っていたのだけど。

　私は、すぐに水無瀬君のマンションに連れてこられてしまった。

　この前は、じっくり見る余裕もなかったけれど、改めて眺めてみると本当に立派なマンションだ。

　間取りは１ＬＤＫ。驚くほどの広さじゃないけど、リビングが一面ガラス張りのせいか、とても開放感がある。

　インテリアは、どれもオーソドックスでありながらスタイリッシュなデザインで、なんだか水無瀬君らしくてセンス抜群。

　そして……。

「うわあ……。すごい。水無瀬君、本当に料理できるんだ」

　言おうと思っていたことを切り出すタイミングを逸したまま、私は今、キッチンで料理をする彼に感嘆している。

　今流行りのスウェーデン式キッチンは、調理台も広く、ひとり暮らしの男性の部屋とは思えないほど機能的。しかも、清潔でありながら、結構使い込んだ感がある。

「ひとり暮らし長いし、やってるうちに慣れただけ」

　水無瀬君は、不躾なほどジッと手元を見つめる私に、ちょっと照れくさそうに謙遜した。

　そりゃあ、慣れもあるかもしれないけど、それにしたってこの手際のよさ。

　しかも、作ってくれている料理は、空港の駐車場で車に乗った途端、『なに食べたい？』と聞かれて、私がリクエストしたイタリアン。

　もちろん、レストランにでも行くんだろうと思って言った。なのに彼はニッコリ笑い、『じゃあ、材料を買いに行こう』と、途中でスーパーに寄って食材を調達するところから始めたのだ。

『え、水無瀬君って料理するの？』と驚いたおかげで、話そうと思っていたことがすっかり頭から飛び、気付いたら彼の部屋に着いていた……というのが裏事情。

　朝、駅で見たままの、ざっくりしたニットの上に黒いカフェエプロンをつけ、キッチンに立つ姿もなかなか凛々しい。

　突然のリクエストだったのに、レシピを検索することもない。包丁捌さばきは私より見事だし、調理手順もスムーズで要領がいい。

　そして、ものの三十分で、水無瀬君特製のイタリアンディナーがダイニングテーブルを彩った。

　豪快な男飯になるかと思いきや、本当に繊細で見た目も美しいイタリアンだ。

　アンティパストは生のバジルを挟んだカプレーゼと、ズッキーニの花のフリット。プリモピアットにシーフード入りのトマトソースのパスタ。若鶏の香草グリルがセコンドで、今夜のメインディッシュ。

「お口に合えばいいのですが」

　水無瀬君は、ちょっと澄まし顔で、グラスにミネラルウォーターを注いでくれる。

　やや芝居がかった恭うやうやしさに、私もクスッと笑ってしまう。

　彼が向かい側の椅子に座るのを待って、ふたり同時に「いただきます」と手を合わせる。

　一品ずつサーブされるコースじゃないから、食べる順番は気にしない。フォークを手にした私は、早速、湯気が立つパスタを巻き取った。

　そして。

「お、美味しい～……！」

　感激して、歓声をあげてしまった。

　大袈裟に言ったつもりはない。本当に、本当に、プロが作ったんじゃないかと思うほど、美味しかったのだ。

　私の反応に、水無瀬君もまんざらでもなさそうで、目を細めてはにかんだ。

「お褒めにあずかり、光栄です」

「水無瀬君って、ほんとなんでもできちゃうんだね。イケメンだし、副操縦士のエリートだし、優しくて性格もいい上に料理もできるなんて、ハイスペックすぎ！」

　あまりの美味しさに興奮して、私はどうでもいいことまでペラペラと口走ってしまう。

　それには水無瀬君も、目の下をうっすらと赤く染めた。

「……そんなに褒めるな。照れるだろ」

　ボソッと呟く彼に、私はふふっと笑った。

「本当のことだもん。水無瀬君は私が知る中で一番パーフェクトな男っ！　……って」

　ついつい気持ちが盛り上がり、声を弾ませていた私は、自分の言葉でハッと我に返った。

　そうだった……。

　そのパーフェクトな水無瀬君を〝基準〟にされたらたまらない、と言うつもりで、今夜約束をしたのに、私はなにをはしゃいでるんだか。

　またしても彼のペースに巻き込まれている、単純な自分が恨めしい。

　がっくりとうなだれる私に、水無瀬君が不思議そうに、「理華？」と呼びかける。

　その呼び方にもドキッとして、私は勢いよく顔を上げた。

「み、水無瀬君。改まって話があるの」

　一度フォークをテーブルに置いて、私はスッと背筋を伸ばした。

　水無瀬君は無言でピクリと眉尻を上げた後、「はあっ」と声に出して溜め息をついた。

「聞きたくないな～……。どうせ、朝の話の続きだろ？」

　フォークを動かして食事を進めながら、聞き返してくる。

「理華を抱いたことをなかったことにはしないし、恋人契約も引き下げるつもりは……」

「でも！　私の中の男性の基準を、水無瀬君レベルに引き上げられちゃ困るの！」

　椅子から腰を浮かして勢いよく言い募る私に、水無瀬君は少し背を引いて何度も瞬きを返した。

「だって、そうでしょ？　水無瀬君以上の男性なんて、そうそういない。水無瀬君以下の人を選択肢から省いたら、私は誰を選べばいいの」

　真剣な顔で畳みかける私を見上げていた水無瀬君が、口元を押さえてブブッと吹き出した。

「なるほど……そうきたか」

　彼はフォークをテーブルに置いて、肩を揺らして小気味よく笑い出す。

「笑いごとじゃないよ。それに、基準を刻むって……それ、どのくらいの時間をかけるつもりなの？」

「あ～、それは考えてなかったな」

　水無瀬君は顎をさすって、思案するように目線を上に向けた。

「理華が、俺のこと知り尽くすまで？」

「し、知り尽くすって！」

「大丈夫。知り尽くせば、俺だって理華が思うほど完璧な男じゃないってわかるよ」

「っ、でも！」

　しれっと返してくる水無瀬君に反射的に言い返してから、私はきゅっと口を噤んだ。

「でも、なに？　理華」

「……ちょっと、困る、というか」

　私を探って、まっすぐ見つめてくる彼の瞳から逃げるように、目を泳がせる。

「困る？　なんで？」

　本当になにも勘付かないのか、水無瀬君は質問を被せてくる。

　水無瀬君のことを知り尽くしたら、この恋人契約は満了というけれど……。

　いざ、『はい、さようなら』ってなった時、私の気持ちは水無瀬君以外の人に向くんだろうか。他の男の人に魅力を感じられなくなる予感がして、限りなく不安だ。

　とはいえ、それをはっきり伝えるのはなぜかとても気恥ずかしくて、私はもじもじと言い淀んだ。

　水無瀬君はテーブルに両肘をのせ、顔の前で両手の指を組み合わせて、ジッと私を見据えている。

「……でも、俺の方が多分……」

「え？」

　唇を小さく動かす水無瀬君の呟きを一瞬聞き逃して、私は彼と目を合わせた。

「いや、別に」

　水無瀬君はふっと口角を上げて、いつもの爽やかな笑みを浮かべる。

「まあ、期間は定めず。理華に好きな男ができた時には、俺を知り尽くす前でも、契約解消……ってことでいいんじゃない？」

　さらりと言って、水無瀬君は再びフォークを手にした。

　パスタのお皿に目線を落とす彼を、私は上目遣いに見つめる。

「私に、好きな人ができた時？」

　そう聞き返すと、彼がそっと視線を返してくる。そして、ニッコリと笑いながら――。

「もちろん、俺以上の男が条件だけどね」

　太々しいほど簡単に言ってのける。

　私は、改めて、テーブルを飾る豪華な料理に目を遣った。

　今夜も、水無瀬君の完璧さを裏付ける一面を見せつけられて、『俺以上の男』なんて言われても……。

　――なんだろう、この堂々巡り。

　自分の考えは主張したし、今夜の約束の目的は達成した。

　なのに結局、一周回って戻ってきた、みたいな感覚に、私は小さな溜め息をついた。




　明日、水無瀬君は、朝一番のフライトから乗務するという。

　私は彼の身体を気遣い、送るという申し出は、ちゃんと辞退したのだけど。

「まだそう遅い時間じゃないから。俺が理華と、もうちょっと一緒にいたいんだよ」

　水無瀬君に魅惑的な微笑みと共にそんなことを言われて、きゅんとしない女がいるわけがない。

　私も断る言葉を見失い、わかりやすく頬を染め、ドキドキと胸を弾ませた。

　結局私は水無瀬君の厚意に甘える形で、彼の愛車、黒いアルファードの助手席に乗り、マンションの前まで送ってもらった。

　現在、私の腕時計は午後九時半を指している。水無瀬君のマンションからここまで、十五分ほどのドライブだったから、このまますぐに戻れば、明日の勤務に就くまでゆっくり眠れるはず。

「ごめんね、ありがとう。帰ったら、早く休んでね」

　私は急いでシートベルトを外した。

　早口で挨拶して、助手席のドアに手をかける私を、彼が「理華」と止める。

「え？」

　肩越しに振り返ると、運転席から身を乗り出してきた水無瀬君に、あっさりとキスされてしまった。

「っ、んっ……」

　ドアに寄せていた身体を、片腕で軽く抱き寄せられる。

　水無瀬君は、啄ついばむようなキスを何度か繰り返してから、吐息を漏らして唇を離した。

　そして、顔を真っ赤に火照らせる私をクスッと笑って、「お休み」と頭をポンと叩く。

「……こういうの、ズルい」

　唇に手の甲を押し当て、水無瀬君から目を逸らして呟く。

「え？」

　彼が短く聞き返してきたけど、私はきゅっと口を噤んだ。

　ただの契約でも〝恋人〟だから、こんな当たり前にキスできるものなの？

　本当は、悔し紛れにそう聞きたかったのに、それじゃあ私はどうなんだ？と自問してしまって、質問は声にはならなかった。

　先週の夜も、今も、水無瀬君とキスするのは、全然嫌じゃなかった。

　身体を許してしまったことについても……今後のことを考えて『忘れよう』なんて言ったものの、忘れられないくらい記憶は鮮烈というのが本音だ。

　ただの同期と、キスもそれ以上のこともしてしまったのは、私も一緒。

　もし同じことを問い返されたら、私は口ごもるしかできない。

　そして質問への返事は、きっとはぐらかされる。

「……お休みなさい」

　気持ちをグッとのみ込み、私は今度こそ助手席側のドアを開けた。

　少し車高の高いアルファードから、飛び降りるようにして地面に降り立つ。

　ドアを閉めようと手をかけ、なにげなくマンションの方に視線を向けて、ギクッと肩を震わせた。

「あ……」

　ドアに手をかけたまま、エントランスに佇んでいる人影を凝視する。

「理華？」

　運転席から、水無瀬君の怪訝そうな声が聞こえる。だけど私は、「よお、理華」とこちらに歩いてくる塩野君から、目が離せない。

「週始めだってのにデートか。別れ際にキスとか、随分とお盛んだな」

　どこまでも嫌みな言い方。

　その言葉を聞き拾ったのか、水無瀬君も運転席から降りてくる。

　塩野君は、それが水無瀬君だと気付くと、ちょっと驚いた様子で大きく目を瞠った。

「って、水無瀬……？　なんだ、お前ら。まさか、付き合ってるのか？」

　足を止め、忌々しげに舌打ちする塩野君を気にせず、水無瀬君は車の前を通って私の隣にやってきた。

「付き合ってるわけじゃ……」

　とっさにそう返しかけたものの、車内でのキスをしっかり見られてしまっていたため、そこをツッコまれたら言い返せない。だから私は、判断を委ねるつもりで、水無瀬君を見上げた。

　彼は表情こそ不機嫌そうだけれど、特になにも動じた様子はない。

「そう。理華は今、俺の彼女だ。だから塩野。理華を名前で呼ぶのも、待ち伏せしたりするのも、やめてくれないか」

　私の肩を抱いてかばうような格好で、水無瀬君が堂々と言い放った。

　塩野君の方がグッと言葉に詰まる。

「待ち伏せしてたわけじゃねえよ」

「じゃあ、なんでここにいる？」

「……たまたま通りかかっただけだよ」

「だったら、さっさと通り過ぎろ」

　淡々と畳みかける水無瀬君に、塩野君は眉尻を上げて「ふん」と鼻を鳴らす。

　それまでよりも大股でこちらに歩いてきて、一度ジロッと私たちを睨んでから、意外とあっさりと立ち去った。

　私はホッと胸を撫で下ろし、遠ざかっていく塩野君の背を振り返る。

　水無瀬君も、私につられて同じ方向に目を遣っていた。

「……送ってきて、よかった。こういうこと、今までもあったのか？」

　頭上から訊ねられて、私は黙って首を横に振る。

「塩野君は、会った時に絡んでくるだけで、ストーカー化したわけじゃなかったから」

　だから、突然どうして？と、不可解な思いで首を傾げる私に、水無瀬君が呆れたように溜め息をつく。

「絡んでくるだけ、って……。簡単に言うなよ。本当に、耐性ついてるんだな」

「そういうわけじゃ。……でも、こんなところまで、なにしに来たんだろ」

「なにって……だから、待ち伏せてたに決まってるだろ？」

「え？」

　でも、塩野君はさっき否定していたのに。

「俺が飲みに誘ったの知って、焦ったのかな。お前とより戻したくて、必死になってる」

「っ、え!?」

「って、まさか、気付かないの？」

　呆れたような声でさらりと言われて、私はギョッとして大きく顔を上げた。

　水無瀬君は私の肩に腕を回したまま、顎を引いて見下ろしてくる。

「なんで？」

「なんで？って。そりゃあ……理華に未練があるからだろ？」

「え。そうなの？」

「俺に聞くなよ。……っつーか、お前、マジ鈍いな……」

　水無瀬君は呆れを通り越した様子で深い溜め息を繰り返すと、私の肩から腕を退け、その手でガシガシと髪をかき乱した。

「まあ、塩野にも宣言したし。隠す必要もないから、俺とお前が〝付き合ってる〟ってこと、社内でもオープンにしておこうか」

　水無瀬君が顎に手を遣って口にした提案に、私は目を剥いた。

「えっ!?　な、なんで？」

「あれ。嫌？」

「嫌？って。ただの契約なのに、オープンにする必要ないでしょ？」

　聞き返されてむしろ戸惑い、私はそう主張した。

　それには、水無瀬君が眉根を寄せる。

「必要ないかもしれないけど、その方が塩野を牽けん制せいできる。俺がフライトの時は、理華が絡まれても助けてやれないし、俺の彼女だと知られていれば、社内の目がお前を守ってくれる」

「う、そう、かもしれないけど……」

　これだけ明朗に説明されては、ごもっとも、と思ってしまう。

　まだ心に引っかかりを残しながらも、私は結局言葉尻を濁した。

　顔を伏せ、足元に目線を彷徨さまよわせる私を見て、水無瀬君がクスッと笑う。

「じゃ、そういうことで。……それから、理華」

「え？」

　名を呼ばれて、私は再び彼に視線を返す。

「なんか、水差された気分だから。もう一度、仕切り直し」

　言い切るより早く、水無瀬君が私の顎に指を添え、そのままクイッと持ち上げた。

「っ」

　唇に、水無瀬君の温もりが降ってくる。

　さっきとは違い、しっとりと押し当てられるキスに、私は一度瞬きしただけで、無意識に目を閉じていた。

「……じゃ、今度こそお休み」

　唇が離れていき、彼の言葉の途中で目ま蓋ぶたを持ち上げた。

　ぼんやりと見上げた水無瀬君は、月明かりを背に浴びていて、なんだかとても幻想的に見えた。

　輪郭を銀色に縁取られた彼は、どこか妖よう艶えんでミステリアスで、私の胸がドキンと音を立てて騒ぐ。

「お、お休みなさい」

　声が上擦ったのは、自覚していた。第一声が喉につっかえてしまったのは、急激に加速し始めた鼓動で一瞬呼吸が乱れたせいだ。

　水無瀬君は車に戻り、エンジンを駆動させた。

　小さく短いクラクションをひとつ鳴らして、アルファードは通りを抜けていく。

　赤いテールランプを見えなくなるまで見送りながら、私は熱く火照る頬を両手で押さえた。

　水無瀬君は、同期のままでは知ることがなかった、ちょっと強引な一面を憚らず、遠慮なく私を翻ほん弄ろうする。

　恋人契約なんて、素直に受け入れてはいけないと思っていたのに、すでに私は完全に流されている。

　このままでいいわけがない。でも、水無瀬君に大事にされる〝恋人〟というポジションは、決して嫌じゃないと思っている自分がいる。

　むしろ、偽物の恋人なのに、幸せを感じてしまう――。

　まだ水無瀬君の温もりが残る唇を、私は無自覚のうちに指でなぞっていた。










イミテーション




　それから二週間ほど経ち、十月も下旬を迎えた金曜日の夜。

「聞いたわよ～、理華。水無瀬君と付き合い始めたんだって？」

　久しぶりに一緒に飲みに来たＣＡの瞳が、乾杯を終えるとすぐ、藪やぶから棒に切り出してきた。

　まだビールの中ジョッキに口をつけていた私は、吹き出しそうになってむせ込んでしまう。

「い、いきなりなに!?」

「誤報じゃないわよね～？　だって私、水無瀬君本人から聞いたもの」

「え」

　即座に畳みかけられ、私はゴクンと唾を飲み込んだ。

「ねえねえ、どういうきっかけで、そういうことになったの？」

　テーブルを挟んで向かい側に座った瞳が、頬杖をつき、ニヤニヤしながら探りを入れてくる。

　水無瀬君は、『オープンにしておこうか』と宣言した通り、乗務の合間で瞳に伝えたようだ。

　私は何度か咳き込んでから落ち着くと、ジョッキをテーブルに戻して、ふ～っとお腹の底から深い息を吐いた。

「きっかけ、なんて。そんな改まったものじゃ……」

　瞳の視線から逃げるように、私は目を泳がせる。

「なんとなくってこと？」

「……まあ、そんなとこ」

　それもどうかと思うけど、他に説明のしようがないから、私もあえて否定するのはやめた。瞳も、「ふーん？」と言うだけで、それを気にする様子はない。

「でもまあ、同期として知り合って長いし。今さら、ドラマティックに始まりようがないか。ここまで来たら、ノリで始まるよね」

　言葉を濁す私に構わず、瞳はあっさりとそんな解釈をして、クスクス笑った。

　確かに、瞳の言う通り。私と水無瀬君が本当に始まるとしたら、それはなにかの弾み、ノリでしかないだろう。

　だけど現実問題、決して〝ノリ〟でもない。なんて言えばいいんだろう……。

　私は黙ったまま、曖昧に頷き返した。

「でも、よかったよかった」

　ジョッキを手に、瞳がホッとしたように呟く。

　それを聞いて、私は彼女に目線を合わせた。

「よかったって？」

「水無瀬君と理華って、普通の同期以上に仲よかったじゃない？」

「え？　そ、そう？」

　瞳の言葉にドキッとして、私は口ごもった。

　彼女は、「無自覚～？」と呆れた声を返してくるけれど。

「水無瀬君、愛想いいし気さくだけど、私たちＣＡとは、あくまで仕事の距離感を保ってる。おかげで、同じ運航部でも、水無瀬君と挨拶程度しかできない人もいるんだよ。理華、絶対的に接点少ないのによく話しかけてもらってたじゃない」

「私も、挨拶程度だったけど？」

「いいから、自覚なさいって。理華、水無瀬君に気に入られてるから、ＣＡの中でも理華を妬ねたんでる人、結構いたんだよ」

「えっ!?　嘘、そうなの!?」

　瞳はさらっと言ったけど、私にとってはなかなかショックなひと言だ。

　理由がなんであれ、知らないところで妬まれてるなんて、地味に傷つく。

　しゅんと肩を落とす私に、瞳がヌッと手を伸ばしてきた。そして、いきなり私の両頬をぎゅうっとつねる。

「い、いたたっ……!?」

「なら、夢じゃない！　よかったじゃん、おめでとう！」

　瞳は、満面の笑みでそう言った。

「同期で親友の私としては、理華の男を見る目のなさには、存分に呆れて心配して、この先大丈夫かって不安だったんだよね。水無瀬君なら全然心配ない！　いやあ～、よかった！」

「ひ、ひりょい、ひりょみ……」

　つねったまま、グーッと引っ張られたおかげで、私の声は変にくぐもり、不明瞭になる。

　やっと手を離してもらえて、私は自分で頬をさすりながら、そっと彼女を窺った。

「あの……。水無瀬君から、なんて聞いてる？」

　ためらいながら訊ねると、彼女は「へ？」と首を傾げた。

「なんてって？」

「あ、いや。どんな調子で言ったのかなって」

　私が言葉を変えて聞き直すと、彼女は特に不審に思った様子もなく、答えてくれた。

「同じ便の乗務で地方泊になった時、何人かで夕食に行ってね。その席で、『俺、望月と付き合い始めたんだ』って、わりとさらっと」

「さらっと？　言ったのは、それだけ？」

「水無瀬君を狙ってるＣＡもいたから、いきなりの爆弾発言でみんな半泣きだったけど。水無瀬君は終始ご機嫌でニコニコしてた。……って、他になにかあるの？」

　きょとんとした目で問い返され、私は一度テーブルに視線を落とした。

　そのタイミングで、オーダーした料理が運ばれてきて、小さな溜め息をつく。

　あの後――。

　水無瀬君の方から何度か誘ってくれて、私の仕事帰りに食事デートをした。

　今、彼は国際線乗務のシフトで、昨日からパリに行っている。そのことも、会った時に聞いていた。

　パリ便に乗る前にも、【次に会えるのは来週になる】とＬＩＮＥをくれた。

　彼の連絡はほどよくマメで、私の感覚からすると心地いい。

　日本を離れていることを知っているし、連絡が来なくても放置されてる感はない。

　水無瀬君が、特別な人をとても大事にする人だということは、これだけでも明白だ。

　ただの契約恋人の私にも、もったいないくらいの愛情を注いでくれる。

　水無瀬君は、『知り尽くせば、俺だって理華が思うほど完璧な男じゃないってわかるよ』なんて言ったけど、それは絶対にない。知れば知るほどパーフェクトな印象が強まるし、私の男性の基準値は上昇する一方だ。

　店員さんがテーブルから離れていった。

　瞳が「いただきま～す」とサラダに箸を伸ばし、早速口に運ぶ。

　私は、そんな彼女を窺い見た。

　瞳は水無瀬君と同じ運航部の所属だし、私よりずっと、仕事中の彼をよく知っている。私が知り得ない彼の情報を、見聞きすることもあるだろう。

　ここはやっぱり、本気で〝愛されてる〟錯覚に陥ってしまう前に、本当のことを話して相談しておこう。

　私は意を決してスッと背筋を伸ばした。

「あの、ね。瞳」

「ん？」

　自分でも少し、声が硬いと思った。瞳も、私の声色に気付いたらしい。もぐもぐと口を動かしながらも、まっすぐ顔を向けてくれる。

　私はゴクッと唾を飲んでから、大きく息を吸って、口を開いた。

「実は、ね。私と水無瀬君、本当に付き合ってるわけじゃないの」

「……は？」

　瞳は目を丸くして、ごっくんと口の中のものを飲み下した。

「でも、水無瀬君は、付き合ってるって言ってたけど？」

　彼女の反応には、私も曖昧に頷きながら目を伏せる。

「その……水無瀬君は、私の男を見る目のなさに呆れて、私がこれ以上ダメ恋をループしないように、協力してくれてるだけで」

「ごめん、意味わかんない」

　瞳は、真っ向から遠慮なしにツッコんでくる。

　そんな彼女の前で、私は肩に力を込めて顔を伏せた。

「だから、本当に付き合ってるわけじゃなくて。……ただの恋人契約、なの」

　私がなんとか言い切った後、私たちのテーブルには、なんとも微妙な沈黙がよぎった。

　少しの間続いたそれを破ったのは、

「なにそれ!?」

　という、瞳の裏返った声だった。




　その後、矢継ぎ早に質問を畳みかけられ、私はしどろもどろになりながらも、包み隠さずすべてに答えた。

　やがて、聞きたいことは聞き尽くしたのか、瞳が「ふうっ」と息を吐く。

　渇いた喉を潤そうとして、ふたりしてジョッキに手を伸ばしたものの、お互いすでにビールを飲み干していた。

　一瞬顔を見合わせ、暗黙の了解で追加オーダーをする。

　店員さんが運んでくるまで、しばらく無言でやり過ごし、新しいビールをひと口飲んでから、瞳が私に目線を上げた。

「それで、塩野君を牽制するために、本来必要もないのに、わざわざオープンにしたってこと？」

　それには何度か頷いて応える。

「契約なんていっても、身体の関係はあるんでしょ。やることやってんのにオープンにしたら、普通の恋人と同じじゃない。なに、まどろっこしいことしてんの？」

「まどろっこしいって」

「普通に付き合っちゃえばいいじゃない、って言いたいの」

　ズバッと言われて、私はギョッとして勢いよく顔を上げた。

「簡単に言わないでよ。だいたい、契約って言い出したのは水無瀬君だし。彼の方は協力としか思ってないよ」

「なんで言い切れるのよ？　理華自身が、本当の恋人みたいって錯覚しそうで困るほど、〝愛されてる〟んでしょ？」

　さらに切り込んでくる瞳の前で、私は一瞬グッと言葉に詰まった。

　目を伏せて逃げながら、意味もなく両手の指を絡めて、モゴモゴと返事をする。

「〝愛されてる〟ってのは、私の主観的な感覚でしかなくて……」

　声を尻すぼみにすると、瞳も「まあねえ」と何度か相槌を打った。

「その気があれば、最初から正攻法で口説くか」

「……そうでしょ」

　私はテーブルの上で両手で頬杖をつき、「はあ」と声に出して息を吐く。

　瞳はジョッキを置き、腕組みをして「うーん」と唸った。

「でも……。そうすると、水無瀬君って、結構最低な男ってことにならない？」

「最低？」

　私の方は、水無瀬君を知るごとに彼が完璧であることを再認識させられるのに、瞳がそう言う根拠が気になる。

　私は彼女に目を向けて、その先を促した。

「恋人契約なんて言い方して同意を得て、本気の必要のない、身体だけの気楽な関係で楽しんでるっていう……」

　瞳が眉間に皺を寄せて、視線をつーっと横に流す。

「……理華、セフレにされたとか？」

　お酒が進んでいるとはいえ、瞳は結構とんでもないことを、しれっと口にする。

「セッ……!?　ちょっと、瞳！　こんなとこでなんてこと言うのよっ」

　ギョッとして目を白黒させながら、私は慌てて辺りを見回した。

　といっても、金曜日の居酒屋は混んでいて、どのテーブルも会話に花が咲いている。店内はかなり賑やかだ。

　みんな、自分たちに夢中で、他のテーブルの会話に耳を澄ますような人もいない。

　私はホッと胸を撫で下ろしてから、無言で瞳を睨みつけた。

　彼女も、あけすけに言いすぎたとは思っているのか、肩を竦めて「ごめん」と謝る。

　私も気を取り直し、スッと背筋を伸ばした。

「っていうか、それはないでしょ。私、脱いでも全然すごくない」

「それは、男の好きずきじゃない？」

　瞳がなんだかニヤニヤしながら、私の頭のてっぺんから視線を下ろしてきた。

「ちょっと。……そこで、見ないでよ」

　視線が居心地悪くて、私はそっと身を竦める。

「水無瀬君なら、手当たり次第よりどりみどりだし、わざわざ私を相手にしなくたって、そういう相手には困らないでしょ」

　彼がそんな男だと思いたくないから、私はちょっと自虐的に続ける。

　それには瞳も、記憶をたぐるように目線を上に向けた。

「手当たり次第、ねえ……。まあ、今頃パリで、同乗のＣＡに囲まれてるだろうけど」

「え」

「特に国際線は、みんな、水無瀬君と同じ便で乗務したがるんだよね。現地で一緒に休日とれるし、食事に誘うための行列ができるくらい」

「…………」

　言い出したのは私だけど、瞳の言葉に煽あおられてその様を想像したら、なんだかモヤッとした。

　フライトが一緒になり、現地で休日を過ごす水無瀬君を見知っている瞳が言うから、私の妄想もリアルになる。

　お洒落なシャンゼリゼ通りを、綺麗どころのＣＡに囲まれて楽しそうに歩く水無瀬君の姿を脳裏に描き、私はムッと頬を膨らませた。

　遠く離れた日本で、契約恋人の私は、こんなにモヤモヤしてるっていうのに、水無瀬君の方はなんて優雅なパリの休日……。

　酔いも回ってきて、なんだか無性にイライラする。

　私は無言で、ジョッキをぐいとあおった。それを見て、瞳はクスクスと笑う。

「こうなったら、いっそ、理華も割り切っちゃえば？」

　そう言われて、私は彼女に視線を合わせた。

「水無瀬君が契約だって言うなら、気楽に恋を楽しむとか。理華は今までで最高の、極上な彼氏と恋愛できるチャンスなんだし」

「経験、経験」と、結構ドライに言い切って、白い喉元を反らしてビールを飲む瞳を、私はぼんやりと眺めた。

「チャンス、かあ……」

　それをラッキーと思うべきなんだろうか。

　契約でしかないのに、本当に愛されていると思ってしまうような、水無瀬君の本物の恋人になったような……そんな錯覚に陥る手前で、私は必死に踏みとどまっている。

　それなのに、水無瀬君の方は、本気になる必要のない関係を、楽しんでるだけ？

　至極の恋を知り尽くした彼の手ほどき。所しょ詮せんイミテーションでしかないはずの恋はリアルすぎて、私には本当に極上にしか思えないのに。

「完璧、だけど、最低。最低なのに、極上……」

　割り切っちゃえば、とのアドバイスを受け、私は呪文のようにぶつぶつと唱える。

　そんな私に、瞳はやれやれとでも言いたげな目をして、頬杖をついた。

「ったく……なんで、ストレートに口説かないんだろ」

「え？」

　私の呪文の隙間を縫って、瞳が呟く。

　目線を上げて聞き返した私に、彼女は黙って首を横に振った。

「なんでもない」

「そう……？」

　どこか腑ふに落ちない様子の瞳に、私もそれ以上言わずに口を噤んだ。




　水無瀬君がパリ便往復の乗務を終えて、日本に帰ってきてから三日後。

　業務中、彼から社内メールが届いた。

【俺も今日は地上勤務だから、昼、社食で会わないか？】

　メールを確認してから、ちらりと腕時計を見遣る。

　現在、午前十時半を過ぎたところ。

　私の手元には、月末支払いのリース会社からの請求書が束になっている。できれば、この処理を済ませてからランチに行きたい。

　あんまり待たせちゃ悪いけど、せっかくのお誘いだし……。

　自分でもちょっと迷いながら、私は彼に返信した。

【少し遅い時間になってもいい？】

　返事はすぐに来た。

【地上勤務の時は、理華に合わせるよ。行ける時、連絡して】

　普段は彼の勤務シフトで左右されるからか、こんなところでも気遣ってくれる。

　私は、彼からのメールを眺めて、無意識にクスッと笑っていた。

　つくづく完璧な〝彼氏〟だと思うのに、実態は最低。

　そうやって意識して気持ちを切り替えないと、瞳のアドバイス通り、この恋人契約を、割り切って楽しむなんてできない。

　彼が手ほどきする恋がどんなに極上でも、イミテーションは所詮イミテーションでしかないのだから。

　自分にそう言い聞かせながら、口をすぼめてふうっと息をつく。

　できるだけ早くランチに行けるよう、私は請求書のチェックに専念した。




　それでも途中、電話応対や急ぎの仕事も割って入ってしまい、私が水無瀬君に連絡できたのは、午後一時近くになってからだった。

　お昼のピークを越えた社食には、私と同じ事務社員は少ない。

　何人かのグループで固まって座っているのは、不規則勤務のパイロットやＣＡ、作業服の整備士などだ。

　普段は彼らと同じ制服の水無瀬君も、地上勤務の時はスーツ姿だ。キリッとした制服制帽姿とはまた違った凛々しさがあって目立つし、女性たちの目を引く。

　水無瀬君が、ＣＡたちの視線を集める様を目の当たりにして、私は彼の人気の高さを改めて思い知った。

　水無瀬君が社食に姿を現すと、ＣＡたちが、わざわざ食事の手を止めて見惚れている。

　だというのに、彼はそれを気にする様子もない。ふたり揃ってセレクトしたワンタン麺の器をのせたトレーを持って、私の先に立って窓際に進んでいく。

　その途中、通りかかった席から、「水無瀬」と声をかけられ、彼が足を止めて振り返った。後についていた私も、それにつられて少し後ろで立ち止まる。

「お疲れ。今日は地上か？」

　声をかけてきたのは、同期の整備士、佐さ伯えき君だった。

　私には仕事上の接点はないけど、乗務前に機体の点検に立ち会う水無瀬君とは、切っても切れない強い繋がりがある。

「お疲れ。おかげ様で、久々に地に足が着いたよ」

　水無瀬君がちょっとおどけて返すと、佐伯君はおもしろそうに笑う。

「お前、フライト数、同期の中でもずば抜けて多いもんな。やっぱり、社内最速の機長昇格狙ってんの？」

「狙ってない。速いから偉いってもんじゃないだろ」

　どこまでも謙虚な水無瀬君に、佐伯君が「まあ座れよ」と、自分の前の空席を示した。それに、水無瀬君は、「悪い」と断る。

「望月と一緒なんだ」

「へ？」

　佐伯君が水無瀬君の視線を追って、少し後ろで立ち尽くしていた私に、初めて気付いた。

　きょとんとした様子の彼に、私はぎこちなく笑いかける。

「お疲れ様、佐伯君」

「お疲れ。……え？　望月さんが一緒でも、構わないけど……」

　俺も同期なんだし、と言いたげな不思議そうな顔で、私たちを交互に見比べ、その視線が、水無瀬君の上で留まる。

　それを受けて、水瀬君がふふっと悪いた戯ずらっぽく笑った。

「まあ、そういうこと」

「そういうって……えっ!?　付き合ってんの!?」

　本気で驚いた様子の佐伯君の前で、私は頬が赤くなるのを感じて俯いた。

「マジか。え？　いつから？」

「まあ、まだごく最近？」

　水無瀬君の方は、彼の反応すら楽しげに微笑む。

「パリから戻った後で、会うの一週間ぶりなんだ。悪いけど、今日は水入らずで」

　ふたりきりにしてくれ、という態度を憚らない水無瀬君に、佐伯君は大きく目を見開いたまま、何度も頷いた。

「え～と……。まあ、ごゆっくり」

「サンキュ」

　水無瀬君は、彼にニッコリ笑顔を返して、「行こう」と私を促す。

　私はハッと顔を上げ、佐伯君には黙礼だけして水無瀬君の後を追おうとした。

　けれど、先を行く彼が、なにか思い出したように「あ」と口を開けて振り返る。

「明日、俺が乗る札さっ幌ぽろ行きの７８７。ライン整備士って、佐伯？」

　まだポカンとしていた佐伯君が、水無瀬君に質問されて我に返り、何度も首を縦に振った。

「あ、ああ。俺」

「よろしく。じゃ、また明日点検の時に」

　どこまでも爽やかな笑顔を残し、水無瀬君は佐伯君のいるテーブルから離れた。

　窓際の四人掛けのテーブルに進んでいき、トレーを置く。

　私は向かい側に回り、腰を下ろす。水を飲む彼を、上目遣いに窺った。

　水無瀬君は、私の視線は気にすることなく、早速箸とレンゲを持ったけれど。

「なにか、言いたげ？」

　私が見ていたのには気付いていたのか、スープをすくいながら訊ねてきた。

　私はひょいと肩を竦める。

「もしかして、お昼一緒にって誘ってくれたのも、こうやってオープンにするため？」

　箸を手に取りながら問いかけると、彼がちらりと目を向けてきた。

　彼の口角が、私の視界の真ん中でクッと上がる。

「違う。見せつけるため」

「っ!?」

　予想外の返しに、私は思わず目を剥いた。

　なのに水無瀬君は平然としていて、綺麗な仕草でレンゲを口に運ぶ。

「まあ、もう少し事務社員が多い時間帯に来れたら、もっと効果期待できたんだけど。理華の仕事もあるし、仕方ない」

　彼は麺に目を伏せ、マナーのお手本になりそうなほど美しい箸使いを見せた。

「ちょっ、見せつけるって、なんで」

　慌てたせいで、私は少し腰を浮かせてしまった。

　彼は、そんな私にそっと目線を上げてから、社食を大きく見渡す。

「運航部では、もうある程度知れ渡ったから、次はそれらしく見せつける段階」

「そ、そんなに知られてるの!?」

　声をひっくり返らせる私の反応に、水無瀬君はおもしろそうにくくっと笑う。

「ＣＡの情報ネットワークを侮あなどるな。数人集まった席で一度話せば、一時間後には世界中飛び回ってる乗務員に伝えてもらえるぞ」

　結構すごいことをしれっと言う彼の前で、私はがっくりとこうべを垂れた。

「困ることないだろ。オープンにする目的は、ちゃんと説明した」

「それはわかってるけど……」

　私は、再びしっかり座り直して、小さな溜め息をつく。

「……そんなことしたって、水無瀬君のメリットはどこにあるの？」

　箸で麺を解しながら、ボソボソと小さな声で呟く。

「ん？　なに？」

　聞き取りづらかったのか、水無瀬君が短く聞き返してくる。

　私はほんの少し逡しゅん巡じゅんしてから、結局首を横に振った。「なんでもない」と、質問を撤回する。

　水無瀬君は、ズズッと麺を啜ってから、ちょっと不審げに私を見つめて、首を傾げていたけれど。

「あ、そうだ」

　箸をトレーに戻して、上着の胸ポケットに手を突っ込んだ。

「これ」

　彼の声と同時に、伏せていた私の視界に映り込んだのは、なにやらお洒落な包装紙でラッピングされた箱だった。

「なに？」

　私も顔を上げて、まっすぐ水無瀬君に視線を返す。

「パリ土産」

「えっ!?　お土産って。フライトなのに？」

「仕事で行った先でも、かわいい彼女にお土産くらい買ってきたっていいだろ？」

　当然のようにしれっと言われて、私は思わず赤面して口ごもった。

　それでも、水無瀬君がそれを引っ込めようとしないから、私も箸を置いて両手で受け取るしかない。

「えっと……ありがとう」

「どういたしまして。あ。毎回買ってくるほどマメじゃないから、安心して」

　私のお礼を聞くと、水無瀬君はふふっと目を細めて笑った。

　まさに、それを心配していた私は、心中を見透かされた気がして苦笑する。

「今回は、〝恋人〟になって初の国際線乗務だったからね。特別」

　両肘をテーブルにのせて、顔の前で両手の指を絡み合わせ、にこやかに笑う水無瀬君に、私もホッと息をついた。

「そういうことなら、ありがたくいただくね」

「うん。開けてみて。気に入るといいんだけど」

　弾んだ声で促されて、私は丁寧に包装紙を剥がした。

　現れたのは、なんだかとてもハイセンスなギフトボックス。蓋を開けてみると、色とりどりのチョコレートが詰まっていた。

「わ、かわいい。美味しそう！」

　その見た目のかわいらしさに、私はついはしゃいだ声をあげてしまった。

　それを聞いて、水無瀬君は満足げに微笑む。

「よかった。理華、この間の食事の時、チョコレート好きだって言ってたから。これなら絶対外さないって情報もらって、買いに行ってきたんだ」

　彼は朗らかに言って、食事を再開するけれど。

「え？」

　私は彼の言葉にピクッと反応して、チョコレートの箱を手にしたまま、短く聞き返した。

「教えてもらった、って。誰に？」

「ＣＡ。パリにもお菓子にもめちゃくちゃ詳しい人が、今回たまたま一緒だったから。日本未出店のショコラトリーだって聞いて、連れていってもらった」

　本当に、なんの気もなく言っているのは、彼の様子からもわかる。

　それでも私の脳裏には、瞳と飲んだ時によぎった妄想が、より鮮明になって浮かんできた。

　綺麗どころのＣＡと、お洒落なシャンゼリゼ通りで、楽しそうにショッピング……。

「理華？　どうかした？」

　ピタリと動きを止めた私に気付き、彼が上目遣いの視線を向けてくる。

「……完璧な水無瀬君の、ちょっと残念なところ、発見」

「へ？」

「〝彼女〟を喜ばせようとして、お土産買ってきてくれたのは嬉しいけど。パリなんてお洒落で雰囲気あるところで、ＣＡさんと一緒にショッピングしてきたんだ？」

　蓋を閉め、もう一度ラッピングを直しながら、私はそう答えた。

「別に、ふたりじゃないよ。他にも何人か一緒で……」

　水無瀬君は、私の不機嫌を感じ取ったのか、改まって姿勢を正し、説明してくれたけれど。

「……ぶっ」

　途中で声を尻すぼみにして、小さく吹き出した。

「なにがおかしいの」

　笑われたことでさらに機嫌を損ねた私は、ちょっと刺々しく聞き返す。

「ああ、いや。ごめん」

　水無瀬君は、肩を揺らして、クックッと笑い声を漏らしている。

　目尻に滲んだ涙を手の甲でぐいと擦ってから、テーブルに頬杖をついて首を傾け、私を斜めに見上げてきた。

「理華、いつまでも俺のこと名前で呼んでくれないから、俺としてはちょっと焦じれてたんだけど」

「っ！　だ、だって」

　私は言い返しながらポッと頬を染めた。

　水無瀬君は、リアリティだとか言って、私を軽く名前で呼ぶようになったけれど、ただの契約関係に現実味が帯びても困る。

　それでなくても、私は錯覚しそうになっているのだ。せめて割り切れるようになるまでは、自らドツボにはまるような真似はできない。

　なのに。

「理華が俺の〝恋人〟になってきたのが感じ取れて、嬉しい」

「っ、へ？」

　予想外の言葉を向けられ、私はパチパチと瞬きを返した。

　水無瀬君はスッと目を細め、ニヤッと口角を上げる。

「無自覚？　だったら、なおさら」

　彼は頬杖を解くと、テーブル越しに身を乗り出し、私の方に顔を近付けた。

　その深い茶色の瞳に真正面から射貫かれ、私の胸がドキッと弾んだ音を立てる。

「理華のそういう心境。ヤキモチっていうんじゃないの？」

「……!!」

　意地悪に低めた声で、ためらいもなく直球で指摘され、私は言葉に詰まった。

　言われて初めて、『確かにこれはヤキモチだ』と自覚して、途端に頬がカアッと熱くなる。

　水無瀬君は、私の反応を一から十までしっかりと見守った後、背筋を伸ばした。

「間違ってないだろ？」

　細めた目が、『言い逃れはさせないよ？』と言っているような気がする。

　私は、がっくりとうなだれた。

「そう、とも言うかも、しれない、けど……」

　素直に頷くのが悔しくて、そんな曖昧な言い方ではぐらかすのが精一杯。

　それでも嬉しそうな水無瀬君が、よくわからなくなる。

　ヤキモチが嬉しいって。彼はこの偽物の恋愛に、どこまでリアリティを求めるつもりだろう？

　そんなことをされたら、ますます錯覚が強まりそうで、私の戸惑いは一層深まるだけだった。




　そして、その夜――。

　昼食後の別れ際に、『今夜は理華の家で手料理ご馳走してほしいな』と言われてしまい、私は今、水無瀬君を玄関の外に待たせて、大急ぎで部屋の片付けをしている。

　まさか水無瀬君が、こんな急に私の部屋に来たいと言い出すとは。お昼も会ったばかりなのに、想定外だった。

　この週末、部屋の掃除をサボったツケが、こんなところで回ってくるなんて……。

　手料理も冷や汗ものだけど、それ以前にまず、私の部屋は人を上げられる状態じゃない。水無瀬君の部屋の完璧さを知った後だと、嫌でもハードルが上がる。

　床に散らかした服やら本やらを、まとめてクローゼットに押し込み、ザッと掃除機をかける。急いでトイレ掃除をして、洗面台を水拭きする。

　そう待たせるわけにはいかない。

　最低限は取り繕えた、と思えるところで諦め、私はそおっと玄関のドアを開けた。

『片付けるから、待ってて！』と、水無瀬君の鼻の先でドアを閉めてから、十分が経過している。さすがの水無瀬君も、ムッとしてるだろう。

「あの……」

　彼は腕組みをして、ドアの横の壁にもたれていた。

　ひょこっと顔を出した私にちらりと目を向けると、クックッと笑い出す。

「とりあえず、見られて困るものは隠せた？」

　からかうように言われて、私は不覚にも口ごもった。

　彼が本当に愉快げだから、閉め出されても怒ってないのは、よくわかる。

　私は頬を染めながら、「待たせてごめんなさい」と謝った。

「掃除してなくて困るなら、理由つけて断るとかすればよかったのに」

　いや、私だって、部屋の惨状が瞬時に脳裏をよぎり、今日は断ろうと思ったのだ。

　でも、私のミニトートの中には、彼からのパリ土産が入っていて……。

　厚意のお土産に魂こん胆たんがあるとは思わないけど、嘘をついて断るなんてできなかったというのが本音。

「と、とにかく、お待たせしました。どうぞ」

　気を取り直し、大きくドアを開けて水無瀬君を招き入れる。

　彼はまだ肩を揺すりながら、「お邪魔します」と私の前を横切った。

　靴を脱ぐ水無瀬君の後ろでドアを閉め、鍵をかける。廊下に上がった彼の横を擦り抜けて、奥の部屋に案内した。

「水無瀬君のとこみたいに、広くないし寛げないと思うけど……」

　といっても、水無瀬君の家が立派すぎるのだ。二十九歳、独身ＯＬの部屋としては、九畳の１Ｋならまあまあ贅沢。

　しなくてもいい謙遜をしながら、部屋に続くドアを開けると。

「ぶぶっ」

　水無瀬君が、私の後ろから部屋を覗き込んだ途端に吹き出した。

「え？」

　私は首を傾げ、彼を振り仰いだ。

　水無瀬君は口元に手を遣り、声を噛み殺して笑っている。

「いったい、どれだけ散らかってたんだ。理華、お前さ。床ばかり気にしてたんだろ？」

「え？」

　その通りだけど、と思いながら、水無瀬君の視線を追って、顔を上げる。

「あれは、俺に見られて困るもんじゃないの？」

「きゃ、きゃあああっ!!」

　からかい交じりの声に半泣きになって、私は部屋に駆け込んだ。

　なんてこと！

　仰おっしゃる通り、床を片付けることばかりに気を取られて、頭上に全然意識が向かなかった。

　慌てふためいて背伸びをして、部屋干ししていた下着が吊るされた洗濯ハンガーを取ろうとする。

　なのに、背の高い水無瀬君が、私より先に楽々と取ってくれてしまった。

「ほら」

　目の高さに、私のブラジャーやショーツが、ぶらんと下りてくる。

「うっ……」

　恥ずかしさのあまり顔が真っ赤になり、お礼の言葉も出てこない。

　目尻に涙まで浮かべている水無瀬君から、ほとんどひったくるようにして洗濯ハンガーを取り返し、急いでクローゼットに放り込んだ。

「意外。理華って、わりと抜けてるとこあるんだな～」

　私の乱暴な行為にも、彼は気を悪くした様子はない。昼間、私が『残念なところ』なんて言った仕返しか、むしろご機嫌でニヤニヤ笑っている。

　一方の私は生き恥を晒さらした気分で、肩をぷるぷると震わせる。

「ただの同期のままでいたら、こんな理華の一面、知らずに素通りしてたんだな。まあ、もったいない」

　頬が火照って熱くなる。涙目になって顔を背けると、彼はどこまでも意地悪に私を覗き込んでくる。

「あれ。なに、泣きそうになってんの」

　水無瀬君は、私の顔を見て、虚を衝かれたように目を丸くした。

「だって。……呆れてるんでしょ」

「なんで」

「抜けてるって、言った」

　激しい羞しゅう恥ち心で、私は彼の視線から逃げるように顔を伏せた。自己嫌悪ばかりが強まり、最後はすんと鼻を鳴らしてしまう。

「……参ったな。かわいいって思ってるんだけど」

　落ち込む私に困った様子で、水無瀬君が私の頭を抱き寄せた。

　彼の鎖骨のあたりにトンと額がぶつかり、私は思わず息を止める。

「理華は俺のことをパーフェクトって言ったけど、俺の方こそ、理華を高嶺の花って思ってた」

　耳元で囁きかけられ、私の胸がドキッと音を立てた。

　でも、こんな醜しゅう態たいを晒しまくった後じゃ、慰めか気休めのようにしか聞こえない。

　しかも。

「今野から、男見る目がなくてダメ恋遍歴してるって聞いて、まずイメージが崩れた。それから、こういう関係になって初めて知った抜けっぷりも。俺の脳内、意識革命勃発中」

　笑い交じりの言葉も、私の胸にズーンと圧しかかる。

「や、やっぱり呆れてる。幻滅したって、はっきり言って」

　かわいくないとわかっていても、自分が不ふ甲が斐いなくて、憎まれ口しか叩けない。

　それには、「やれやれ」と声が降ってきた。

「下着くらいで恥ずかしがることないけど？　俺、その大事な中身を、とっくに堪能させてもらってるんだし」

「っ……！　そ、そうじゃない。女としてだらしないって、そういうことを……」

　ムキになって顔を上げると、水無瀬君は顎を引いて私を見下ろしていた。

　視線が宙で絡み合って、私の心臓がドクンと沸き立つ。

「完璧じゃ物足りないっていう理華の言い分も、ちょっとわかるのが不覚」

　ボソッとした呟きを拾って、私は開き直って唇を尖らせた。

「……だったら。もっと幻滅させるかもしれないけど」

「え？」

「私、料理苦手なの。私の手料理なんか食べて、明日、水無瀬君がお腹壊して、フライトできないなんてことになったら申し訳ないから、辞退したい」

　膨れっ面でそう言った私の前で、水無瀬君はきょとんと目を丸くした。けれど次の瞬間。

「じゃあ、俺と一緒に作ろうか？」

　水無瀬君が私の横の髪に指を通し、そっと耳にかけてくれた。

「手取り足取り、フォローしてやる」

　ドキッと胸を弾ませる私の前で、彼はなんとも魅惑的に微笑む。そして、私の髪に触れたまま、耳を指でなぞる。

　その指使いに、妖あやしい意図が感じられて、私はビクンと身体を震わせた。彼の指の感触に、寒気にも近いゾクッとした痺れが背筋を走る。

　頬をカッと火照らせる私をじっくりと観察してから、水無瀬君が私の耳元に顔を寄せた。

「だけど。その前に、理華が欲しい。……って言ったら、どうする？」

　彼がわざと声を低くして続けた言葉が、私の鼓動を加速させる。

　水無瀬君が、私の反応を探るように、そっと背に腕を回した。私が抵抗しないのを確認して、その腕にぎゅうっと力を込める。

　お互いの身体が隙間なく密着したせいで、お腹のあたりに、なにか硬いものが押しつけられたことに気付いてしまい――。

「っ……!!」

「……悪い、理華」

　思わず息を止めてしまったせいで、私が気付いたことを察したのか、水瀬君が私の耳元でボソッと呟いた。

「今夜は本当に、がっつくつもりはなかったんだけど。……こうなったのはお前のせいだから。責任とって？」

　彼の昂たかぶりとねだるような声に、私の胸は限界を超えて高鳴る。

「バ、バカ。なんで。私、なにもしてないのに」

「バカってひどいなあ。俺だって男だ。彼女があまりにかわいくて、不覚にもきゅんきゅんきたし、興奮するのは生理現象だろ？」

　私の耳を唇で直にくすぐりながら、水無瀬君は拗すねたようにボヤく。

「……彼女って」

　そんな言葉を盾にして、身体を求められるなんて、本当に〝セフレ〟にされたみたい。

　だけど、ちょっと卑屈な思いは、強引にキスをされた途端、吹き飛んでしまった。










リアリティ




　私の狭いシングルベッドが、ふたり分の体重に耐えかねて、ギシッと軋きしんだ音を立てる。

　夢と現うつつを彷徨う中で、その音を意識した時、私たちはふたり同時に果てた。

　お互い、弾んだ息を整えようと、無言のまま。

　少ししてから、水無瀬君がゆったりと上体を起こした。ベッドに両腕を突き、その中に私を囲い込む。

「理華……」

　情欲にけぶった目元に、大人の男の色香が存分に匂い立っていて、私の胸がドキッと跳ねる。

　乱れた呼吸に邪魔され、呼びかけることもできずにいると、彼がゆっくりと私に全体重を預けてきた。

「っ……」

　しっとりと汗ばんだ肌が再び重なり、鼓動がドキドキと加速するのを感じて、私は小さく息をのんだ。

　水無瀬君は、私に頬擦りしながらクスッと笑う。

「理華の心臓の音、すごい」

「み、水無瀬君のせいじゃない……！」

「あ」

　からかわれて思わずムキになる私を、水無瀬君が短い声で遮った。彼は私の方に顔を向けて、どこか不機嫌そうに口をへの字に曲げる。

「また戻っちゃったな」

「え？」

「呼び方。真っ最中は、俺のこと〝透〟って呼んでくれてたのに」

「……っ！」

　ボヤくような呟きに、私の心臓が妙な音を立てて、鼓動を狂わせる。

「エッチなことしてる時は、わけわかんなくなってるから、口走るだけ？」

　拗ねた調子で聞かれて、私はカッと火照った頬を隠そうと、彼とは逆の方向に顔を背けた。けれど、すぐに回り込まれてしまう。

　真っ赤な顔を枕に沈めて逃げる私に、彼はクッと小さな笑い声を漏らした。

「まあ、それだけ、俺に夢中にさせられてるってことか」

「っ、水無瀬君っ！」

　得意げな声に慌てて、私は再びしっかりと顔を上げた。

　途端に、唇にキスが降ってくる。

「んっ……」

「理華、もう一回しよっか」

「う、んんっ……えっ!?」

　いやらしい音を立てて、舌を絡めるキスをしながら、水無瀬君がしれっと私を誘惑する。

　とろんとさせられ、思わず頷きそうになりながらも、私はすんでのところで、ひっくり返った声で聞き返した。

「理華、理性さえ吹っ飛ばしてやれば、俺のこと〝透〟って呼んでくれるし」

「そ、そんなことのために!?　って、あ、んっ……！」

　私をキスから解放した唇が、いつの間にか胸の先に到達していた。その薄い唇でいきなり咥くわえられて、私は甘い声を漏らしてしまう。

「も、もうダメっ……！　水無瀬君、明日札幌便に乗るんでしょ!?」

　胸の一番敏感なところを、舌先で転がされる感覚にゾクゾクしながら、私は必死に彼の額を両手で押して退かそうとした。

　彼が「そうそう」と返事をしたせいで、そこを吐息でくすぐられ、私はビクンと背をしならせてしまう。

「一・五往復。明日の夜は、札幌泊まりだから、理華に会えない。明日の分も今夜抱いておく」

「な、なに言ってんの。フライトがあるんだから、しっかり休んでって！」

「フライト前の飲酒は禁止だけど、女は禁止されてないからね」

「なにを太々しい屁理屈言って……。や、あっ……！」

　意地悪に歯で甘噛みされて、私は一際甲高い声をあげてしまった。

　それを聞いて、水無瀬君がふっと目を細めて笑う。

「……気持ちいい？」

「や、ダメ。もうそこでしゃべらないで……！」

「エッチなことしてない時も、名前で呼ぶって約束してくれたら、今夜はこれで勘弁してあげるよ」

　意地悪な交換条件にも、私はたまらず大きく首を縦に振って応えてしまう。

「よ、ぶ。呼ぶから……っ」

　言わされるがまま、半泣きで約束する私に、水無瀬君が上目遣いの視線を向けてきた。

「と、透……」

　ゾクッとするほど妖艶な瞳に晒されて、私は羞恥で真っ赤になりながら、消え入りそうな声で彼の名を口にする。

「……ＯＫ」

　水無瀬君は、満足げに口角を上げて微笑み、ようやく私の胸から顔を上げた。そして、私の横にごろんと転がり、その両腕を私の身体に巻きつける。

　ぎゅうっと抱きしめられて、私の胸がドッドッと拍動を強めた。

「夕食。一緒に作るの、また今度でいい？」

　水無瀬君は、私の耳をわざと唇で掠めながら、囁きかけてくる。

「っ、え？」

　速い鼓動のせいで、私の返事は、一瞬喉に引っかかった。

「食事なんかより、今夜はずっとこうやってくっついてたい」

　どこか甘えたような口調に、私はカアッと頬を火照らせた。

「み……と、おる」

「……ヤバいな。理華を札幌に連れていきてえ……」

　ボソッとした呟きと同時に、彼の腕に力がこもる。

　さっきまで意地悪ばかり言っていた時と全然違う、小さな声。

　密やかな息遣いに、彼の本気が滲んでいるとわかってしまう。

「な、なに言って……」

　困惑して、たしなめるつもりで口を開いたものの、嬉しいと感じて胸を躍らせる自分がいる。

　結局言葉をのみ、私も自ら彼の胸に顔を埋めた。

『名前で呼ぶ方がリアリティあっていいだろ？』

　彼の言うリアリティを、私も今、イミテーションでしかないはずの恋の中に見つけていた。

　偽物はどんなに頑張ったって本物にはならないのに、その中に生まれた小さな小さな現実が、なぜか茶番とは思えなくて、私は彼の腕の中で戸惑っていた。




　翌日。

　お昼近くの便から勤務開始の透は、ゆっくりの出勤でいいはずなのに、私を送ると言ってくれて、一緒に家を出た。

　いつもはスーツケースを持った旅行客も多い満員電車で、ぐったりしながら通勤しているのが、今日は彼の車で悠々と、ほんの二十分ほどで到着。

　駐車場に車を停め、私と一緒に降りる透にお礼を言ってから、私は首を傾げた。

「透、まだ早いでしょ？　どこで時間潰すの？」

　キーを操作して車を施錠してから、彼は愚問とでも言うように、人差し指を立てて頭上を示した。

「空港以外、どこがある」

「そ、そうよね。ごめん。退屈だよね……」

　返事はもちろん予想していたから、私は恐縮しながら謝った。

　それには、透がふふっと声を漏らして笑う。

「全然？　俺、空港大好きだよ。Departureはこれから飛行機に乗るっていう高揚感に溢れてて、いるだけでワクワクするし、Arrivalはどこかホッとした空気に和ませてもらえる。……まあ、全部が全部旅行客ってわけじゃない。ビジネスの客には、高揚感もないのかもしれないけどさ」

　透は、どこか嬉しそうに目を細めて語る。

「展望デッキで、飛行機の離発着をバカみたいに眺めるのも、好きだ」

　彼の横顔を見上げていた私の胸が、とくんと淡い音を鳴らした。

「今は、自分がコックピットに入って、飛行機を飛ばしてるのに？」

　どこまでも仕事人間なんだな、と思いながら、ちょっとからかうように聞いてみる。

　それには、ただ笑顔が返ってきた。

「ふふ。でも、わかる、それ。私も、昔から空港って場所と飛行機、大好きなの」

　思わぬところでまったく私と同じ意見を聞けて、私も顔を綻ばせた。

　透も、私に何度も頷いてくれる。

「まあ、航空会社を就職先に選ぶくらいなら、少なからずそうだろうね。でも、俺、結構前から、理華に聞きたいと思ってたんだけど」

「？　なに？」

「お前、どうしてＣＡにならなかったの？」

　当然といった調子の質問に、私は思わず苦笑した。

「なりたくてなれるほど、簡単な職業じゃないと思うけど……」

「まあ、それは。でも、最初から事務社員コースで就活したんだろ？」

　ふたり並んで、空港ビルに続くエレベーターに向かいながら、透が私を見下ろしてくる。それには、ひょいと肩を竦めた。

「英語、苦手で……」

「あ～。なるほどね」

　私の返事に、透は結構簡単に納得してくれた。

「それに、ほら。……透も、昨夜でわかったでしょ？　私その……ずぼらだし。ＣＡなんてきめ細かいサービスが求められる仕事、向いてないから」

　ちょっと自虐的に付け加えると、透はそれにも納得したのか、「はは」と乾いた笑い声だけを返してきた。

「……そこは、『そんなことないよ』ってフォローするところじゃない？」

　透の残念なところを、もうひとつ発見した気分で、私はほんの少し唇を尖らせた。

　そこに……。

「隙あり」

　短くそう言ったかと思うと、彼はサッと腰を屈めて、私の唇を掠めるようにして奪った。

「っ」

　不意打ちのキスに、私は大きく目を見開いてしまう。

　再びしっかりと背を起こした透が、びっくりして丸まった私の目を見て、くくっと笑った。

「こういう俺の行動が読めないようじゃ、理華にはもっともっと俺を教え込む余地があるな」

　どこか楽しそうな柔らかい瞳に、私の胸がドキッと跳ねる。

　彼との関係の根底にある契約は、まだまだ続くと言われたようで、嬉しいような悔しいような、複雑な気分に駆られた。

「も、もう」

　完全に振り回されている自分を自覚して、私はむくれた顔でそっぽを向いた。

　そんな反応にも、彼は愉快げだ。

「でも、真面目な話。理華がＣＡだったら、一緒に乗務する機会もあったし、世界中いろんなとこ一緒に行けたんだな、ってね。ちょっと残念に思ってたから」

「……え？」

　前置き通り、透が笑うのをやめて続けた低い声に、私はさらに胸を弾ませた。

　思わず振り仰ぐと、私を見つめていた彼と目が合う。

　透は、口角を上げてニコッと笑った。

「やっぱり、札幌、連れていきたいなあ……」

「む、無茶言わないで」

　どぎまぎしながら言い返すと、彼はふふっと声を漏らす。

「なにも、今日ってことじゃなくてさ。せっかくだし、俺が乗務する便に乗って、旅行しない？　俺が翌日休みのシフトだったら、案内できる場所もあるし」

「りょ、旅行って」

　あまりにしれっと誘われて、私は思わず頬を染めた。

　ただでさえ、透との関係に生じ始めたリアリティに困惑していたところなのに、そこに旅行のお誘いなんて。

　そんなの、偽物の恋人同士がするものじゃない。

　どこまでも、嘘と真実の境目が曖昧になっていくような、妙な不安を覚えて、私は頷けないまま俯いた。

「……理華？」

　透は返事を待っていたのか、無言になった私を探るように呼びかけてくる。

　ハッとして顔を上げると、訝しげに眉根を寄せた彼と宙で視線がぶつかった。

「あ、う、うん。そうだね」

　戸惑っているのを見透かされたくなくて、取り繕って笑顔を向ける。

「いつかね。透がコックピットに入る便、乗ってみたいなあ」

　恋人契約とか、偽物とか本物とか……今、私たちの間にある現実とは関係なく、そういう気持ちは確かにある。

　だから私は、社交辞令ともとれる言い方をして、約束をはぐらかした。

　もちろん透は、私が返事をごまかしたことに気付いていたはず。

　だけどその先に話を進めずに黙ったのは、契約でしかない以上、ここから先は踏み込めないと思ったからだろう。

　私の白々しい言葉を最後に、私と透の間に、どこか気まずい沈黙が流れた。

　沈黙を気まずいと感じて、彼の息遣いを探るなんて、ただの同期だった時はなかったことだ。なぜだか胸苦しさを覚えて、私はシャツの胸元をギュッと掴んだ。

　透が今、なにを考えているのか、知りたい。そんな思いで、そっと窺ったけれど、彼はまるで拒むかのように、私から目線を外していた。

　結局、エレベーターに乗ってフロアを移動して、私が先に降りるまで、お互い口を開かなかった。

「じゃあな。仕事、頑張れ」

「うん。透も、行ってらっしゃい」

　さっきまでの空気を払拭するように、お互い普通の会話を交わす。

　透を乗せたまま、エレベーターのドアが閉まる。

　私は最後まで見送ってから、深い溜め息をついた。

　なにを考えているんだろう。

　透は、今の私たちの関係をどう思っているんだろう――。

　知りたいと思ったのは、彼の心だ。

　だけどそれは、多分唯一、透の中で私が知り尽くす必要のないもの。

　彼もきっと、私に教え込むつもりはないだろう。

　ただ、名前を呼び合うというだけの些細な変化から生まれたリアルが、イミテーションの中で加速度を増して大きくなっていく。

　足元をすくわれたみたいな覚束なさを覚え、私は必死に足に力を込めた。




　月末が近くなると、私の仕事もいつもよりはやや忙しくなる。

　なのに私は、何度も窓の外を見遣った。

　デスクから見える滑走路には、相変わらずたくさんの飛行機が離発着している。

　透が乗務する札幌便が、どの滑走路から離陸して、戻ってきて着陸するかわからないから、うちの会社のロゴがボディに入ったジャンボを見るたびに、胸を躍らせた。

　今頃、透は雲の上かな。操縦桿を握っているんだろうか。

　コックピットにいる透を思い描き、同時に彼が言ってくれた『頑張れ』の言葉に支えられて、発奮する。

　透が乗る７８７は最新の機体で、自社所有ではなくリース機がほとんどだ。私の手元に届く、リース会社の請求書に記載された機体の型ナンバーも、７８７が多い。

　今までは、特に気にせず淡々と資金トランスファー業務をこなしてきたけど、請求書をついつい熟読してしまう自分に、ちょっと笑ってドキッとした。

　弾む胸を押さえ、ゴーッという飛行機のエンジン音を意識しながら、私はいつもよりも仕事を楽しんでいた。




　日々変わらない仕事をこなしただけなのに、やけに充足感に満たされ、私は一日の仕事を終えた。

　定時を少し過ぎたところで、手元の書類を片付ける。

　金庫での用事を済ませて戻ってくると、メールボックスに新着メールが届いていた。

　なにげなくメールを確認して、私はギクッと手を震わせた。

　発信人は、塩野君だった。

　仕事では特に関わりもないから、もちろん業務上の用件じゃないのはわかる。

　私は意味もなく心臓が拍動するのを意識しながら、彼からのメールを目で追った。

【会って話したいことがある。今日、時間取れるか？】

　別れてから、彼からこうして連絡をもらったことはなかった。だからこそ、会って話すほどの用がなにか、見当もつかない。

　なんだろう？と心に湧いた疑問と同時に、透の言葉が胸をよぎった。

『理華に未練があるからだろ？』

　そうだとしたら、会わない方がいいに決まってる。だけど、今になって突然連絡をしてきた塩野君の本心も気になる。

　返事をするべきか、悩んだ。

　でも、メールが届いたのは終業時間を過ぎてからだ。〝今日〟と書いてあっても、気付かなかったことにできる。明日まで返事を考えても、問題ないだろうと判断した。

　私は心の奥で迷いながら、パソコンをシャットダウンした。

　その夜、部屋で寛いでいた時、透からＬＩＮＥのメッセージが入った。

【札幌！　ジンギスカン！】という短い文章と共に届いた、なんとも美味しそうな山盛りの野菜とお肉の画像に、私は「はは」と一笑した。

　ジンギスカンなんて、まさかひとりで食べているとは思えない。この画像の量を見ても、絶対に何人かで行ってるはず。

　またしても、シャンゼリゼ通りをショッピングする透を、脳裏で思い描く。

　きっと今も、彼の隣にはＣＡが座っていることだろう。もしかしたら、腕を取られているかもしれないし、身体を寄せられているかもしれない。

　瞬時に胸に広がるモヤモヤ。

　もうごまかしようがない。今、私は、透を囲むＣＡたちに嫉妬している。

　フローリングの床にペッタリと座り込み、ベッドに背を預けて缶ビールを揺らす。

　それでも心に立ったさざ波は消えず、私は彼のメッセージを軽く睨んだ。

　透、意地悪だ。パリでの彼の行動に、私がヤキモチを焼いたのを見透かしたくせに、わざわざ煽るようなメッセージを送ってくるなんて。

　私のヤキモチを『嬉しい』なんて言っていたから、これもきっとわざとだろう。

　私の反応を試してる。心を探ってる。

　それがわかるからこそ、私も透の真意がどこにあるのか知りたい――。

　ここで彼の思惑通りの返事をするか。それとも、ツンと澄まして受け流すか。

　さあ、どっちにする？

　わずかな間逡巡して、私は受け流す方に決めた。

【いいなあ、美味しそ～!!】

　両目がハートのイラストスタンプで、嫉妬に満ちた醜い心をガードする。

　本当に言いたいことや聞きたいことも全部隠して、私は自分をもはぐらかす。

　透の予想の裏をかいて、彼が『あれ？』と思ってくれたら本望だった。

　スタンプに既読表示がつくのを確認して、私はスマホを手放した。缶ビールを床に置いて、喉を仰け反らせて低い天井を仰ぐ。

　ふっと小さな吐息を漏らした時、フローリングの床の上で、スマホがブブブと震えた。お尻にもその振動が伝わってくる。

　目線を落とすと、床の上に転がしたスマホの画面に、透からのメッセージが表示されていた。

【札幌の夜は冷える。やっぱり、理華を連れてきたかった】

　そんなメッセージに、私は不覚にもクスッと笑ってしまった。

「これ、なんのフォロー……？」

　誰にともなく問いかけるように呟く。

　私の胸は、きゅんと疼うずいてときめいた。

　とくんとくんと淡い鼓動を打ち鳴らし、きゅうっと締めつけられる。

「……ズルいなあ……」

　なんだか苦しくて切なくて、私は両腕で抱えた膝の上に額を預け、悔し紛れに独り言ちた。




　翌日出社すると、私は有休台帳を手にして、席に着いた。

　私より早く出勤して始業準備をしていた隣のデスクの後輩、宗むな像かたさんが、「おはようございます」と挨拶しながら、私の手元にちらっと視線を向けてくる。

「あれ。望月さん、有休取るんですか？」

　卓上カレンダーを一枚めくって、十一月の締め日を確認する私に、横からそんな声がかかる。

「ああ、うん。来月、どっか行きたいな～って……」

　宗像さんの方に顔を向けて、私はぎこちなくそう返す。

「いいですね～。来月なら、どこに行っても紅葉が楽しめそう」

「あ、それもいいね。どこがいいかなあ……」

　私は彼女の言葉に誘導されて、ぼんやりと頬杖をついた。

　透はジャンボ機の副操縦士だから、行き先はもちろん大都市になる。

　そうなると、結構行き先が限られてくることに気付き、私はインターネットで自社ホームページを開いた。フライト情報で、ジャンボ機が就航する空港を調べ始める。

「あれ。飛行機で行くんですか？」

　宗像さんがちょっと目を丸くして、私のパソコンモニターを覗き込んでくる。

　私が紅葉巡りに〝いいね〟と共感したから、電車や車で近場に行くものと思っていたんだろう。

「せっかく社員割引使えるしね。今年は飛行機乗ってないし、乗っておこうかなあって」

　そう返事をしながら、昨夜透からもらったメッセージを思い返す。

『理華を連れてきたかった』

　私の胸が、きゅんと疼く。

　思わず小さく喉を鳴らして、とくとくと拍動を続ける胸に手を遣った。

　私は今、彼のそんなひと言に心を揺らしている。

　所詮偽物の恋人同士で、旅行なんて本物っぽいことをしても、と考えたのは、つい昨日の朝のこと。なのに私はたったひと晩で、透がコックピットに入る飛行機に乗りたいという思いを強めていた。

　それもこれも、透があんなメッセージを送ってくるから……。

　昨夜、彼のメッセージは既読にしたままで、私は返事をしなかった。でも本当は、『私も行きたかった』と返したくて、何度も文字を入力した。

　送信を押す前に、悩んでデリートする……なんて行為を繰り返していたのは、もちろん透には絶対に秘密だけど。

「その旅行、行き先はどうでもよくて、飛行機に乗るのが目的みたい」

　宗像さんがクスッと笑って、私の心中を言い当てる。

　私は、「はは」と苦笑で返した。

「実際、その通りかな」

　私の返事に、宗像さんも「やっぱり」と目を細める。

「うちの会社、多いですよね。飛行機が好きで、ただ乗りたいだけで旅行を考える人。社員は九割引きで乗れるから、航空会社を志望したって同期、結構います」

「社員割引は、うちの福利厚生の、最大の魅力だもんね」

　彼女にはそう相槌を打ってから、私は再びカレンダーに目を向けた。

　今日、透は昨日と同じ札幌一・五往復で、夜、東京に戻ってくる。

　明後日も彼は乗務だし、今夜は会う約束をしていない。

　でも、有休も早めに申請したいし、透の来月の勤務シフト、聞いておきたいな。

　今日の仕事が終わったら、連絡してみよう。

　昨日の朝は『いつかね』なんて約束をはぐらかした私が、一転して『乗りたい』って言ったら、透はびっくりするかな。

　でもきっと、満足そうに笑ってくれるに違いない。

　彼に連絡した時の反応を予想して、私の顔の筋肉は随分と緩んでいたようだ。

　横から見ていた宗像さんが、なにやらニヤニヤしている。

「もしかして……。チラッと小耳に挟んだんですけど、あの噂、本当ですか？」

「噂？」

　潜めた、探るような声にドキッとしながら、私は彼女に目線を合わせる。

「望月さん、同期のコーパイ、水無瀬さんと付き合ってるって」

「……！　え、っと」

　運航部ではそれなりに知れ渡ってると聞いていたけど、本社の事務社員の間にも浸透しつつあるのを、私は今、初めて知った。

「その反応……どうやら、噂は本当らしいですね～」

　宗像さんは、じっとりとした目で、私の手元の有休台帳を見遣る。

「飛行機に乗るのも、水無瀬さんが乗務する便で、一緒に行きたいから……とかでしょ」

「っ！」

　噂を知られていた上で、思考を見透かされてしまうと、浮かれていた自分がなんともこっ恥ずかしい。

「べ、別に。一緒に行きたいっていうんじゃ。一度くらい乗っておきたいなってだけで……」

　カアッと頬を染めて言い訳をしながら、宗像さんの視線から逃げるように顔を伏せる。

　彼女はクックッと含んだ笑い方をして、自分のデスクにまっすぐ向き直った。

「照れない照れない。……でも、いいなあ～、パイロットの彼氏」

　本気で羨ましそうにボヤく宗像さんに、私は気を取り直して背筋を伸ばした。

「宗像さんの同期でも、今年副操縦士になった訓練生、いるじゃない」

「いるけど、水無瀬さんみたいにイケメンじゃないし。それに、うちの同期の訓練生はみ～んなお手付きなんですよ」

　デスクに頬杖をついて、「はあっ」と深い息を吐く彼女に、私はただ苦笑いをした。

「水無瀬さんか～……。最高の彼氏ですよね」

　そんな呟きを聞いて、彼女にそっと横目を向ける。

「最高の、彼氏……」

　宗像さんの言葉尻を拾って、なんとなく自分でも繰り返した。

　心の中で、『本物だったらね』と言い添える。

　契約という言葉を胸に描いて卑屈になっているのか、それともドライにやり過ごしたつもりだったのか、自分でもよくわからなかった。




　透に連絡をすることばかりに気を取られ、私は昨日の帰り際に塩野君からメールをもらっていたことを、すっかり失念していた。

　私がその事実を思い出したのは、仕事を終えてオフィスを出た時のこと。

　エレベーター脇の非常階段の防火扉に背を預け、腕組みをしている塩野君に気付いてギクッとした途端、ハッとした。

「丸一日、無視されるとはね」

　私の表情の変化で、返事をし忘れていたことを、私が今思い出したのを、見透かしたのだろう。彼は、主語を省いた簡潔な言い方で、私に嫌みをぶつけてきた。

「ご、ごめんなさい。無視したつもりじゃなくて」

　彼がドアから背を離し、私の方に一歩踏み出すのを見て、反射的に後ずさっていた。

「言い訳はいい。メールは読んだ？」

　短い言葉を畳みかけてくるのは、威圧感を漂わせようとしているせいか。

　それは、不意を衝かれた形の私には効果テキメンで、私は何度も首を縦に振った。

「話がしたいって。……なに？　よければ、今聞く」

　完全に気圧されて、そう答えた。

　塩野君が、満足げにニヤッと口角を上げる。

「ここじゃ人目につく。理華、こっちに来い」

「えっ!?　あっ」

　間隔を保っていたつもりが、彼が長い腕を伸ばしてきた。あっさりと手を掴まれ、そのままぐいと引っ張られる。

　足がもつれて一歩前に出た私は、塩野君が片手で力強く開けた防火扉の向こうに、連れ込まれてしまった。

　非常階段の踊り場に出る。地下から最上階の二十階まで、吹き抜けになっている非常階段の空気は、ひんやりしている。

「し、塩野君」

　バランスを崩した私は、急いで体勢を立て直した。彼を呼んだ声が、やけに響いて聞こえる。

「話って、なに？」

　意識的に小声で訊ねると、彼は私の前でザッと前髪をかき上げた。

「単刀直入に言う。水無瀬と、別れろ。……いや、別れてくれ」

「っ、え？」

　わざわざ言い直したのは、一応下した手てに出たつもりなのか。でも私は、塩野君の言葉そのものに驚き、ギョッとして彼を見上げた。

　彼は私の視線を受け、ちょっと忌々しげに顔を歪めて、目を伏せる。

「それで、俺とやり直してほしい」

「……っ」

　透の言う通りだった、と瞬時に思い、私は短く息をのんだ。とっさに声を出そうとしたものの、喉に引っかかってひゅっと変な音を立てるだけだった。

「水無瀬とは、せいぜい一カ月程度の付き合いだろ？　俺はお前と半年付き合ったんだ。もう一度、お互いちゃんと歩み寄ろうとすれば、今度はきっとうまくいく」

「ちょっ……。待って、塩野君」

　彼が私の方に踏み出してくるのを見て、私は慌てて足を引いた。背中がトンと壁にぶつかり、ハッとして肩越しに振り返る。

　それ以上は下がれない私を見て、塩野君は距離を詰めてくる。

「わ、私が塩野君と別れようって思ったのは」

　曖昧に濁した形でしか言えなかった理由を、今さらだけどちゃんと告げようとして口を開いたのに。

「俺が、結婚を急いだせいだろ？」

　自嘲気味な言葉で、遮られた。

「俺、理華が好きすぎて、マ……母さんにもわりと早くから話してたんだ。今、結婚したいと思って付き合ってる子がいるって。それもあって、随分前から紹介しろってせっつかれていて」

　私はゴクンと唾を飲んでから、思い切って顔を上げる。

「塩野君。そうじゃないの。私は、塩野君とは……」

「でも、安心してくれ。結婚はゆっくりでもいい。母さんともちゃんと話して、同居についても、結婚してしばらくしてからって、先に延ばしてもらった」

「っ、え？」

　ど、同居？　付き合っていた頃も通して、塩野君との間で、そんな言葉が出てきたこと、あったっけ？

　どう考えても記憶になく、私は混乱しそうになって何度も瞬きをした。

　だけど塩野君は、私が反応したせいで、聞く耳を持ったと誤解したのかもしれない。

「花嫁修業も、仕事続けながら通いでやってくれればいい。考えてみれば、理華、航空会社で働くの、好きだって言ってたよな。だから、ギリギリまで働くことも、ちゃんと了承してもらったから」

　塩野君は勢いづいたように、早口でまくし立てる。

　でもその内容は、別れた時以上に、彼への幻滅を深めるものだった。

　結婚してしばらくしたら同居って？　花嫁修業とか、仕事を辞めるとか、働くのはギリギリまでとか……全部お母さんのご意向ってこと？

　当人である私は蚊か帳やの外で、勝手に結婚話を進めていた、塩野君とお母さん。

　最後まで、私は塩野君と結婚する気にはなれなかったけど、その感覚が正解だ。彼の根本姿勢は、全然変わっていない。

　間違いない。私、この人とはなにがあっても絶対無理……！

「だから、理華……」

「嫌。塩野君とじゃ、私は絶対に幸せになれない」

　塩野君が、まだなにか言い募っている途中で、私はきっぱりと返事を伝えた。

　私の目の前まで迫っていた彼が、大きく目を瞠る。コクッと、喉仏が上下するのを見た。

「私はまだ仕事を辞めるつもりはないし、結婚後の同居なんて、真剣に考えたこともない。なのに、私になんの確認もなく、お母さんと話して決めてたような塩野君とやり直すのは、なんて言われても無理！」

「理華……」

　塩野君が、凍りついたような表情で、呆然として私を呼ぶ。

「ごめんね。それじゃ」

　私は、話はこれで終わりというつもりで、彼に背を向けようとした。

　そこに。

「水無瀬に、なんて言いくるめられたんだよ？」

　塩野君の声が、追ってくる。

　私は思わず足を止めて、振り返ってしまった。

「言いくるめられたって、なんでそんな言い方」

「俺じゃなくアイツなら、理華を幸せにできるとでもいうのか？　そりゃないだろ。俺は理華一筋だと約束できるけど、水無瀬は絶対にそのうち浮気する」

　なにを根拠にそんな言いがかりを……という反感はすぐに胸に込み上げてきた。

　だけど、言い返すのをこらえたのは、そうすることで余計に逆上させる気がしたからだ。

「あんな華やかな男が、一生ひとりの女で満足できるとは思わない。いつもＣＡに囲まれて、黄色い声を浴びせられるのに慣れた男が、理華を幸せにできるわけがない」

　私が黙っているせいか、塩野君は調子づいて声を上擦らせる。

「お前だって、少なからずそういう不安があるから、黙ってるんだろ!?」

　塩野君は、徐々に興奮を抑えられなくなっていく。

　彼の声量が増して、非常階段にぐわんぐわんとこだまする様からもよくわかる。

　それでも言葉を挟まずにいたのは、透が私を幸せにできるかどうかなんて、今、ここではどうでもいいと思ったからだ。

　私と透の契約は、いつかは必ず解消しなきゃいけないもの。だから、塩野君とやり直せない理由にはできない。

　透と〝付き合ってるから〟じゃなく、塩野君じゃダメなんだと、納得してもらわないと。

「私と塩野君のことで、水無瀬君は関係ない」

　背中に当たる冷たいコンクリートの壁に無意識に手を這わせながら、私はそう言い切った。それに、塩野君がハッと息をのむ。

「ごめんなさい。私、今、あの時以上に塩野君に幻滅したの。だから、何度言われても、塩野君とやり直すのも、結婚も絶対無理」

　やや早口で畳みかけ、最後はハッと浅い息を吐いた。

　自分でも、緊張していたのを自覚する。そんな自分を取り繕おうとして、私はぎこちない笑みを浮かべた。

「ごめんね」

　もう一度謝罪を繰り返すと、塩野君がギリッと奥歯を鳴らした。

「塩野君には、私よりもっとぴったりの人がいると思うし……」

「白々しく同情すんなよ!!」

　激しい怒声をあげて、塩野君が私の言葉を遮った。

　それにビクンと肩を竦めた、次の瞬間。

「っ……！」

　彼が背を屈めて、私に顔を寄せてきた。

　キスされる……！

　私はサッと顔を背けて、彼を拒んだ。

　ところが。

「っ、や、めてっ……!!」

　首を捻って逃げたせいで、完全に無防備になった首筋に、塩野君が噛みつくようなキスをした。ピリッとした痛みが走り、全身にゾワッと鳥肌が立つ。

　私は無我夢中で、彼の胸を突き飛ばした。

「うっ」と呻うめいた彼が、足をもつれさせてよろける。

　それを見て、私は急いで彼の横を擦り抜け、力任せに重い防火扉を開けた。

「理華っ！」

　非常階段に響き渡る塩野君の声を振り切って、私はフロアに転がり出る。

　そして、ちょうど到着したエレベーターに駆け込み、なんとか彼から逃げ出した。










ジェラシー




　空港の到着フロアの待合席に座り、前屈みになって顔を伏せていた私の耳に、「あれっ」という声が聞こえた。

「理華？」

　続いて名前を呼ばれて、私はハッとして顔を上げる。

　声の方向に目を向けると、相変わらずキリッと凛々しいパイロットの制服制帽姿の透が、こちらに歩いてくるところだった。

　それを見て、私も思わず腰を浮かして立ち上がった。

　彼は、隣を歩いていた機長に頭を下げ、私の方に弾むように駆けてくる。

「仕事、遅くなったのか？　なんで帰らないの？」

　私の目の前で足を止め、透がきょとんとした目で訊ねてくる。

　それにはぎこちなく笑い返してから、私は彼から目を逸らし、視線を宙に彷徨わせた。

「透の来月の乗務予定、知りたくて。待ってた」

「え？」

「昨日……言ってくれたじゃない？　やっぱり、透が乗務する便に乗って、私もどこかに行きたいなあって」

　聞き返されて説明すると、透は一瞬虚を衝かれたように息をのんだ。

「……透？」

　それっきり返事をしてくれないから、私はそっと彼を見上げた。

　なぜだか、透は口元に手を遣り、私から目を逸らしていた。

「あの……」

「なにかあった？」

　透の反応が訝しくてそっと窺う私と、戸惑った様子の彼の質問がかぶった。

「っ、え？」

　透の問いかけにギクッとして、私は短く聞き返す。

　彼は「ふうっ」と声に出して息を吐き、頭に手を遣って帽子を取った。それを小脇に抱えて腰を屈め、私の顔を覗き込んでくる。

「昨日は、なんだか微妙な感じだったのに」

「あ。それは……ごめんなさい」

「それに、用件がそれだけなら、ＬＩＮＥしてくれれば済んだろ。こんな時間まで俺を待ってたのは、もっと他の理由があるんじゃないの？」

　鋭く見透かされて、私は返事に窮して口ごもった。

「こ、こんな時間っていっても、まだ九時だし……」

「事務社員の定時は、六時だろ？　十分、〝こんな時間〟だ。まあ、俺は理華の顔見れて嬉しいけど、いったいどうし……」

　透は私の髪にさらっと指を通しながら、そこで言葉を切った。

「……？　なに？」

　透が言葉も仕草もピタッと止めたのが気になり、私は遠慮がちに訊ねた。

　そして、彼が大きく目を瞠って、私の首筋を凝視しているのに気付き……。

「……!!」

　ハッとして、勢いよく自分の首に手を遣った。

　そこは、さっき塩野君に噛みつくようなキスをされた場所。

　自分で触れた途端、ゾクッとした。

　あの時、ピリッとした痛みが走ったのを思い出す。

　そこに痕あとが残っているのは、透の反応で一目瞭然だ。

「あの、これは」

「理華、こっち来い」

　とっさに言い訳しようとした私の腕を、透がグッと掴んだ。

「え？　ど、どこ行くの？」

「いいから」

　私の質問には短く返すだけで、彼はそのままグイグイと腕を引いて、空港の外に出た。タクシーやリムジンバスが停まっている中央のロータリーに背を向け、ズンズンと隅の方に進んでいく。

　人ひと気けのない一角に辿たどり着くと、やっと手を離してくれた。

　一瞬、ホッと息を吐いた私を、

「……ったく。待ち伏せなんてかわいいことするから、ドキッとしたら……」

　透はちょっとくぐもった声で呟き、いきなりぎゅうっと抱きしめた。

　彼の胸に顔が埋まり、制服の硬い感触を頬に感じる

「えっ……？　と、透、こんなところで、突然なに!?」

　人気がない場所を選んだつもりだろうけど、遠くにはリムジンバスが停まっているし、旅客の姿も見止められる。はしゃぐ声も聞こえてくる距離。

　ただでさえ目立つ副操縦士の制服姿の透と、こんなところで……。

　誰かに、見られたら。そんな焦りで、私は彼の腕の中でもがいた。

「離して。離して、透っ……」

「これ」

　透が、私を短いひと言で遮った。

「っ、え？」

　静かな声に虚を衝かれ、私は一瞬ピタリと抵抗をやめた。透はそれを見透かし、私の首筋にふっと息を吹きかける。

　反射的にビクッと身体が震えてしまうけれど、彼がなにを意図してそんなことをしたのかは、もちろんわかっている。

「塩野か？」

　遠慮なくストレートに問われ、私はゴクッと喉を鳴らした。

　それを返事と捉えたのか、彼の腕に力がこもる。

「……なにがあった!?」

　私の耳元で、透が絞り出すような声を漏らした。

　やや荒い息遣い。彼が、真剣に私を心配してくれているのが伝わってくる。

「ごめん。ごめんね、心配かけて」

　私は、人の目を気にするのはやめて、彼の腕に両手をかけた。

「昨日……ね。話がしたいってメールもらってたの」

　透が、小さく息をのんで口を噤む。

「私が返信し忘れてたから、それもあって怒らせちゃって。でも、これ以上のことはなにもされてないから、大丈夫」

「……これ以上、とかじゃない」

「え？」

「大丈夫なわけ、ないだろ。〝恋人〟の俺の前で、強がるな」

　透は片方の腕を緩め、その手で私の髪をサラッと梳といた。

　微かに頬をくすぐる彼の指の感触に、胸がドキッと跳ねる。

「透……？」

　透の胸から顔を上げて、戸惑いながら瞬きを返した。

　彼は形のいい顎を引いて、私を見下ろしている。

「俺が乗務する飛行機に乗りたいなんて……。昨日は微妙な感じだったのに、真逆の言動。俺に縋りたくなるくらい、怖かったんだろ？」

　透は、私の気持ちを見抜いている。

　私の胸が、ドキドキとは違う、きゅんと甘い反応を示した。

　大きく目を開いてジッと見つめる私に、透はほんのちょっと困ったように、ぎこちない笑みを浮かべる。

「自分で、気付いてない？　お前の身体、さっきからカタカタ震えてる」

「……あ」

　指摘されて、彼の腕にかけた手が小刻みに震えているのに気付いた。自分の身体の反応に無自覚だった私に、透がわずかに苦笑する。

「ほら、理華。思いっ切りぎゅうってしてやる。震えが止まるまで、抱きしめててやるから」

「で、でも」

　一瞬、確かに胸がきゅんと疼いたけど、私は視線を横に流した。

　私がなにを気にしたのかは、お見通しなんだろう。透は眉尻を下げてクスッと笑う。

「こっち、明かり落ちてるから。この暗さなら、向こうからは見えないよ」

　そう言って、私の杞き憂ゆうもすべて吹っ飛ばしてくれる。

「……うん」

　私に自然に甘えさせてくれる透の背中に、私も素直に両腕を回した。

　お互い腕に力を込めると、さっき透がしてくれた抱ほう擁ようよりも、強く溶け合っていけるような気がする。

　優しさと温もりに包み込まれてみると、彼が言った通り、本当は怖かったことを思い知った。塩野君にされたことがとても不快で、そして傷ついていたことを自覚する。

「透。……あったかい」

　制服のちょっと硬い肌触りも、心地よい。

　私は無意識に呟いて、彼に身を委ねていた。

「……理華」

　透が、私の耳元で、ややくぐもった声で名を呼ぶ。

「でも俺……やっぱりちょっと、理華のこと怒ってるから」

　私は、耳を掠める透の唇にピクッと反応を示した。

「え？」

「理華、優しすぎる」

　透が、なにか焦れたように呟く。

「会うたびにねちっこく絡まれて、マンションの前で待ち伏せされたりもしたのに、どうしてふたりで会ったりしたんだ」

　呆れたような声色だから、軽率だと諫いさめられたのかと思った。だから、私は身を竦めて、『ごめんなさい』と謝ろうとした。

　と、同時に。

「理華。これからはなにを言われても、塩野に応じたりするな」

　透が私の肩にトンと額をのせて、やや硬い声で呟いた。

　彼は私の方に顔を向けているのか、首筋に微かな吐息を感じる。

　私はそんな感触にもドキドキして、

「う、ん」

　一度頷いてみせるのが精いっぱいだった。

　透は、なにも言ってくれない。それが、完全には拭いきれない、私への不信感の表れのような気がした。

「透、ごめんなさい。本当に、約束する。だから、怒らないで」

「……怒りたくない。けど」

　透が、やや歯切れが悪い声で答えてくれた。

　それだけでも安心して、思わずホッと息を漏らした、次の瞬間。

「っ？　痛っ……」

　首筋に、チリッとした痛みが走った。

　たった今透の吐息を感じ、指で撫でられた場所になにをされたかは、思考が追いついた後でわかった。

「えっ……透!?」

　私は慌てて彼の背から腕を離し、首筋に手を当てる。

「くそっ……。塩野、許せねえ……」

　透が、私の肩で顔を伏せたまま、絞り出すような声を漏らす。

「と、透」

　私は戸惑って、肩口の彼の頭をそっと見下ろした。

　透は、わずかの間沈黙した後、

「……はああっ」

　大きな溜め息をついてから、ゆっくりと顔を上げた。

　彼を見つめていた私と、至近距離でバチッと目が合う。その深い茶色の瞳に、なにか見たことのない光が揺れるのを見つけて、私の胸が騒ぎ出す。

「透……？」

「ごめん。今、理華は俺の彼女だから。他の男の所有印は、やっぱり許せない」

　口調は静かなのに、透の独占欲が滲み出ている。

　私は、小さく息をのんだ。

「認めたくないけど、塩野は理華と、半年の間付き合ってたんだ。俺の何十倍も理華を知ってる。現状、俺は塩野に負けてるってことが、無茶苦茶悔しい」

　彼が焦れたように吐と露ろした心情に揺さぶられ、私の心臓がドクンと沸き立った。

「透……」

「こんな気持ちになるのは、契約違反だってわかってる。けど……俺も、お前のこと、もっと知りたい」

「っ！」

　透が発した言葉が、私の鼓動を限界に向かって高鳴らせる。

　どう聞いても、意味深な言葉。

　彼は、どういう意味で言ったのか。

　困惑して、私の視線が揺らぐ。それに気付いた透が、ハッとしたように顔を背けてしまう、けれど……。

「……契約違反なのに知りたい、って。どういう意味？」

　私は彼の首に両腕を回し、耳元に顔を寄せて問いかけた。透が、ビクンと痙けい攣れんするように震えたのが、伝わってくる。

　私の質問はちゃんと受け止めてくれたはずなのに、彼は顔を背けて口を噤んだままでいた。

　答えてくれないのが歯がゆい。なんだか胸が疼いて苦しさを覚えるけれど、しつこく問い質すこともできずに唇を噛む。

　漆しっ黒こくの闇をまとう空港の一角で、私たちはお互いを探り合って、呼吸さえも潜めていた。

　透が私を知りたいと言ってくれたのと同じように、私も彼の心が知りたい。

　それは、彼が言うより前から、私自身が胸に燻くすぶらせていた望み。

　透の心を知りたいと思う気持ちは育ちすぎていて、それはもうただの興味だとは説明がつかない――。

「っ」

　私はゴクッと喉を鳴らした。

　限界を超えて打ち鳴る鼓動のせいで、息苦しい。

　私はそれをごまかそうとして、慌てて透の肩に額を擦りつけた。

「……理華？」

　私の仕草を不審に思ったのか、ちょっと掠れた透の声が、耳をくすぐる。

　私は、『なんでもない』というように、何度も首を横に振って返事を拒んだ。

　――透の心を知りたい。もっともっと。

　彼を知りたい気持ちは日に日に深まり、今では興味や好奇心といったものを超えて、確かな好意に変わったのを認めざるを得ない。

　その好意は、ただの同期に向けるものとはまったく違う、強く深く激しいもので……。

　今この瞬間、私は、透に堕おちてしまったことを自覚した。

　契約でしかない恋人に、本当に恋をしてしまった――。

　私の心は、激しい動揺で揺れ惑っていた。




　それから一週間が過ぎた金曜日。

　瞳に相談したくて、仕事帰りにＬＩＮＥをしたら、ちょうど休みで家にいると返事が来た。

　天の助け！と縋る思いで、私はコンビニでお酒やらお菓子やらを買い込み、夜八時、瞳のマンションのインターホンを鳴らした。

「は～い」と玄関のドアを開けて出迎えてくれた瞳は、普段のキリッとした綺麗なＣＡ姿を想像できないほどの、よれよれのルームウェア。前髪は生え際でひとつに結んでいて、まるでパイナップルみたいだし、当然ながらスッピンだ。

　オンオフの差が激しいのは見知っている私でも、一瞬反応に困って、ヘラッと苦笑を浮かべてしまう。

　当の瞳は、気にする様子もない。私が両手に提げていたコンビニの白いビニール袋を見て、「あっ！」と嬉しそうな声をあげた。

「やった～。家飲み準備万全ってとこ？」

　私の手から袋をひとつ持ってくれて、両手で開いて覗き込んでいる。

　私は玄関に入り、ドアの鍵をかけながら、気を取り直して頷いた。

「瞳、明日も休みって言ってたから。今日はとことん女子会していいのかなって」

「ＯＫ、ＯＫ！　まあ、上がって。理華がうちに来るの、結構久しぶりだよねえ？」

　先に立って部屋に進んでいく瞳を追って、私も「お邪魔します」と廊下に上がり込んだ。

　瞳の部屋は、私のところと造り的にはそう変わりなく、普通の１Ｋだ。でも、うちよりほんのちょっと広い。

「理華、適当に座って」

　キッチンに戻り、冷蔵庫にお酒の缶をしまいながら、瞳がそう声をかけてくれる。

　私は、ローテーブルの方に進み、クッションを借りて床に腰を下ろした。

　ＣＡという、華やかなだけではない、体力勝負の面もある仕事をしている瞳は、貴重な休日は、もっぱら家で本や漫画を読んだり、ＤＶＤを観たりして過ごすのがスタンス。今日も一日家で寛いでいたのか、ベッドの横の床に本が積まれている。

　戻ってきた瞳が、私に冷えたビールの缶を渡してくれた。

　彼女が床にペタンと座るのを待って、ふたり同時に缶を開ける。

「乾杯！」

　どちらからともなくビールの縁を軽くぶつけて、グッとあおった。揃って、「ぷはああ～」とオヤジみたいな息を吐く。

　なんとなく顔を見合わせて、クスッと笑った。

「理華、仕事帰りでしょ？　お疲れ様」

　瞳がスルメイカの袋をバリッと開けながら、私を労ってくれる。

「ありがとう。瞳も。せっかくの休暇なのに、お邪魔してごめん」

　彼女は、「いえいえ～」と歌うような節をつけて答えてくれた。

　テーブルの上に、私が買ってきた食べ物を、これでもかってくらいに並べる。

「これだけ並ぶと、家飲みも豪華だね」

　ちょっと満足げな瞳にふふっと笑って、私はもう一度缶を傾けた。

　今度は静かに「ふうっ」と息をつく私を、彼女が横目で見遣っている。

「……で？」

　声を潜めて探ってくる瞳の前で、私はグッと言葉に詰まった。膝の上で両手で持った缶に目を伏せ、小さな溜め息をついて肩を落とす。

「水無瀬君のことでしょ？」

　ズバリ言い当てられても、もちろん驚きはしない。私は唇を結んで、何度か首を縦に振った。

「な～んか、こじらせてる？」

　瞳はそう言って目を細める。

「本物の恋人でもないのに、こじれてるって言うのかな」

　私はポツリと呟いて、スルメの足を一本摘んで、口に咥えた。

「言うんじゃない？　ここ数日、水無瀬君の方も、なんだか物憂げだから」

「っ、え？」

　唇に指を当て、目線を上げる瞳に、私は一瞬、声を喉に引っかからせてから聞き返した。

「水無瀬君が？」

　瞳は、「うん」と頷いてから、私と同じくスルメを口に運ぶ。

「いつも溌はつ溂らつとしてる印象が強いから、伏し目がちに『はあ』なんて溜め息つかれると、妙な色気むんむんで、ＣＡたちが大喜び」

　その様を思い浮かべているのか、瞳がブブッと吹き出した。

「溜め息……」

　私も、物憂げな透なんて見たことない。

　思わず想像して、ドキンと胸を跳ね上げてしまった。

「そんなタイミングで、理華が来るとは。なにがあった？」

　瞳は、頬を染める私をジッと観察しながら問いかけてくる。

　私は缶をすぐ傍らの床に置き、膝を抱えて丸くなった。膝頭に額を預け、一際深い息を吐く。

「私……契約だって割り切って楽しむなんて、やっぱり無理」

　ボソッとした呟きを拾った瞳が、「は～ん……」と間伸びした声を漏らす。

「堕ちた？」

　私は力なく「はは」と笑った。

　これだけズバリ核心をつかれると、ごまかそうなんて気にもならない。

「……堕ちた」

　素直に同じ言葉を返して認める私の耳に、「そっかそっか」と弾んだ声が届いた。

「それ、水無瀬君に言ったの？」

　続いた質問にはギョッとして、私は大きく顔を上げた。

「言うわけない！」

「え～？　なんで。好きだって気付いたなら、まどろっこしいこと続ける意味なくない？」

　瞳は焦れったそうに声をあげるけれど。

「だから……とお……水無瀬君の方は、ただの契約なんだって言ってるじゃない」

　ちょっとムキになって答えると、瞳は眉間に皺を寄せて、「まあねえ」と何度か相槌で返してきた。

　あっさり納得する瞳の前で、私はふっと眉を曇らせる。

「でも……」

　自分でも悩みながら言葉を続ける私を、瞳がちらりと一いち瞥べつした。

「水無瀬君、塩野君に負けてるのが悔しいって」

「塩野君に？　負けてるって、なにが？」

　私の言葉を繰り返す彼女の前で、私は曖昧に逡巡する。

「塩野君は、水無瀬君よりも私のこと何十倍も知ってるからって。それで、私のこと知りたいって」

　膝に顎をのせて、「はあっ」と声に出して溜め息をつく。

「あれ、どういう意味で受け取ればいいんだろう……」

　瞳はなにやら目を細めて、居心地悪くなるような視線を向けてくる。

「どういう意味もなにも。それ、間違いなく嫉妬でしょ」

「っ、嫉妬？」

「で、嫉妬っていうのは、なんとも思ってない相手に対して抱く感情じゃないと思うわよ？」

　ニヤニヤ笑いながら探るように言われて、私はグッと口ごもる。

「どうでもいい相手を、知りたいなんて思わないし」

　続けて言われて、私はわずかにためらってから、思い切って背筋を伸ばした。

「私も、水無瀬君のこと好きって自覚したのは、彼のこと知りたい気持ちが強まったから、なんだけど」

「なんだ。わかってるんじゃない。要は、『これって両想いかしら～？』って浮かれて、私に『そうだよ』って言ってほしかっただけ？」

　のろけるなと言わんばかりに鋭く睨まれ、私は声に詰まった。

　目を伏せて逃げると、瞳が溜め息をお見舞いしてくる。

「はああっ。いいなあ、理華は。水無瀬君と本当の恋人になれたら、これまでのダメ恋全部一掃できるくらい上等じゃない」

　本気でボヤく瞳に、私は一瞬迷ってから、黙ってかぶりを振った。

「……簡単に言わないでよ」

　尖らせた唇の先で、ボソッと呟く。

「は？」と、怪訝そうな瞳の声が耳に届く。

「私だって、『もしかして両想い!?』って浮かれたかった。でも、あれ以来、水無瀬君、連絡くれないんだよ……」

　私は声を尻すぼみにして、はあ、と深い息を吐く。

「え。会ってないの？」

　短い質問には、何度か首を縦に振って応える。

「いつも、本物の恋人みたいって錯覚するくらい、ほどよくマメに連絡くれて、誘ってくれてたのに。この一週間、ＬＩＮＥすらもらえなくて」

　早く有休申請しなきゃいけないから、透が乗務する便を教えてほしいのに。

　私は唇を噛んで、膝を抱える腕に力を込めた。

「この一週間？　でも水無瀬君、地方泊はなかったし、家にいると思うけど……」

　瞳が目線を宙に上げて記憶を辿る様を見て、私の落ち込みは増していく。

「……やっぱり、避けられてる」

　しゅんとして、膝を抱える腕に力を入れて顔を伏せる私の耳に、

「私は、そうじゃないと思うけどなあ」

　瞳の、思案するような声が届く。

　それに導かれて、私はそっと顔を横に向けた。

　斜めの角度から見上げるようにして視線を合わせると、彼女は口の端でスルメイカを咥えていた。もぐもぐと口を動かしながら、先を続ける。

「水無瀬君、来週は地上勤務の日あるはずだから、そこで捕まえてみたら？」

「え？」

　ドキッとして、反射的に聞き返す。

　瞳は私にニッと笑いかけた。

「今までは、水無瀬君の連絡を待つだけだったかもしれないけど。契約だろうが、〝恋人〟なんだし。それに、恋しちゃったなら、理華の方からデートに誘ってもいいじゃない」

　彼女の言葉に、私は何度も瞬きを返す。

「でも、水無瀬君のシフトもわからないし……」

「そんなの、本人から聞き出せばいいでしょ。『今日はダメ？　じゃあ、いつなら平気？』って。〝恋人〟の立場、フルに利用しなさいよ」

　その迫力に押されて、私は怯みながらもしっかりと頭を上げた。

　瞳が満足げに胸を張る。

「契約は解消して、水無瀬君の本当の恋人になりたいって伝えて。ちゃんと彼の気持ちも聞いてきなさい」

　強気なアドバイスに、励まされる。

「今度こそ、本物の極上の恋、させてもらいなよ」

　私はグッと唇を噛みしめてから、

「……うん」

　頬を赤く染めて、思い切って大きく頷いた。




　瞳から透の地上勤務シフトの情報をもらい、翌週火曜日、私は始業から一時間過ぎた頃、彼に社内メールを送った。

【お疲れ様。今日、社内にいるって聞いたから、連絡しました。よかったら、ランチ一緒にどうですか？】

　朝一番で送らなかったのは、たまの地上勤務の時は、始業後一時間くらいは、溜まったメールを確認しながら開封するだけで終わると聞いていたからだ。

　あまり早く送って埋もれてしまったら、せっかく勇気を出したお誘いメールに気付いてもらえない可能性もある。

　送信ボタンをクリックした後、仕事をしながらジリジリした。

　社内にいるなら無視されることはないと思うけど、微妙に気まずい空気を残したまま別れてから、一度も連絡をもらえなかったことを考えると、不安になる。

　メールを送ってからも、私は落ち着きなく何度も新着メールを確認してしまった。

　そして、待ちに待った返事は、二十分経過してから届いた。

【お疲れ様。ランチ、いいよ。キリのいいところで連絡して】

　緊張していたせいもあり、拍子抜けするほどあっさりした短いメールに、焦らされた気分になったけれど。

　この文面からでは、瞳が言うような物憂げな様子は感じられない。

　とりあえず、断られなくてホッとした。




　今日も、混雑のピークを過ぎた午後一時に、私は透と社食で落ち合った。

　先に来ていた透が、メニューのショーケースの前で、「理華！」と手を挙げて合図してくれる。

　ビシッとしたブラックスーツに、アイスブルーの涼やかなネクタイを合わせた姿が、本当に決まってる。

　私は心臓をドキッと跳ね上げ、その場に立ち止まってしまった。

「この時間、あんまり選びようがないな。この間はラーメンにしたから、今日はカレーにするかな。……って、理華？　どうした？」

　立ち尽くしたままの私に、彼が怪訝そうに首を傾げた。私はハッと我に返り、慌てて彼の方に小走りで駆け寄る。

「ご、ごめんね」

「いや、いいけど。理華、なんにする？」

「えっと……。私も透と同じでいいかな」

　彼の隣で少し腰を曲げてショーケースを覗き込み、そう返す。

　それを受けて、透は「ん」と短い相槌を打つと、私の後ろを回ってさっさとカウンターに向かっていった。

　私は一度その背中を見送り、ドキドキと速まる鼓動を抑え、小さな息を吐いた。

　こうして直接会うと、いつもの透だと思うけれど……。

　ＣＡを大喜びさせるほど物憂げにしていた悩みは、もう解決したのか。それとも、私に本心を見せてくれないだけなのか。

　透の心を読めないのが歯がゆくて、私は肩を落として溜め息をついてから、彼の後を追った。

　それぞれトレーを手に、空席を探してグルッと社食を見渡す。

　この時間は相変わらず、制服姿のパイロットやＣＡが多い。歩いていく途中で「水無瀬君」と声をかけられ、透は爽やかな笑顔で気さくに応えている。

　彼と言葉を交わしたＣＡたちが、一緒にいる私に気付く。

『彼女ができたって噂、本当だったんだ』と言いたげな、じっとりした視線に身を縮めながら、私は透と奥に進んでいった。

　この間と同じように、透は窓際のテーブルを選んだ。

　向かい合って腰を下ろしてから、私は目線を上げてそっと彼を窺った。

　透は水で喉を潤し、平然としてスプーンを手に取る。

「……なに？　理華」

　私の視線を感じたのか、彼は目をカレーに伏せたまま、どこか警戒するように訊ねてきた。私も少し緊張感を強めてから、スッと背筋を伸ばす。

「あの」

「あ。ずっと連絡できなくて、ごめん。フライト続きだったから」

　切り出そうとした途端に出鼻をくじかれて、一瞬口ごもる。聞こうとしていたことを先回りして言われてしまい、喉まで出かかった言葉はのむしかない。

　だけど私は、〝地方泊はなかった〟と瞳から聞いて知っている。フライト続きだったかもしれないけど、毎日東京には戻ってきていたのに、どうして。

　ごまかされた気がして、私の胸はズキッと痛んだ。

「……そっか」

　それだけ返して無言で俯き、少しずつカレーを口に運び始める。

　すると、なにやら手元に視線を感じた。

「な、なに？」

　手を止めて、顔を上げる。

　ここに来て初めて、正面からバチッと目が合う。

「あ、いや。えっと……」

　彼は歯切れ悪く言って、食事の手を止めた。そして、改まった様子で口を開く。

「この間……ごめん」

「え？」

　一瞬、なにを謝られたのかわからず、私は聞き返した。

　透がスプーンを置いて、右手の人差し指でちょんと自分の首筋を示す。

　その仕草に導かれ、私も自分の首に手を遣り――。

「っ！」

　次の瞬間、思い出した。

　塩野君につけられた痕を、上書きして消すような、透の行為。わりと強めだったから、結構色濃い痕が残っていた。

　それを確認した時の胸の鼓動が再び蘇ってきて、カッと頬が火照るのがわかる。

「も、もう。しばらく隠すの、大変だったんだよ」

　照れ隠しで、ぶっきら棒な言い方をしてしまう。

　私の反応に、透が「はは」と苦笑した。

「ごめん。……もう消えた？」

　その部分を確認するみたいに、軽く首を傾ける彼に、私は手を当てて隠したまま、一度頷いて答えた。

　それには、「よかった」とクスクス笑う声が返ってくる。

　一瞬、私たちの間のぎこちない空気が和らいだような気がした。

　だけど、透はすぐに表情を引き締め、ちょっとためらいがちに質問を重ねてくる。

「あれから……塩野、なにもしてこてない？」

　その質問には、反射的にドキッとしてしまった。

　透が無言で眉根を寄せるのを見て、私は慌てて大きく首を縦に振ってみせる。

「心配してくれて、ありがとう。大丈夫」

　透は、まだ、疑惑に満ちた目で私を見ているけれど……。

「ほんと、大丈夫だよ。あの時、彼の話もちゃんと断ったし……」

　そう続けた私に、ピクリと反応した。

「そうだ、それ。塩野の話ってなに？」

　彼が踏み込んで探ってくる。

「え？」

　ギクッとしながら聞き返すと、透が難しい顔をしてきゅっと唇を結んだ。

「ほんと言うと、ずっと気になって仕方なかったんだ。どんな話をしてる途中で、あんなことされたんだって……」

「お前と別れて、俺とやり直そうって言ったんだよ」

　彼の質問への答えが、頭上から降ってきた。

　ギクリとして顔を上げると、塩野君が、手にしたお茶のペットボトルをゆらゆら揺らしながら、透を睨むように見下ろしていた。

「塩野君」

　私は反射的に、ガタンと音を立てて椅子から立ち上がった。

「お疲れ、理華。お前ら、この間もここで一緒に昼メシ食ってたってな。佐伯から聞いたよ」

　塩野君が忌々しげな舌打ちをするのを聞いて、透は無言で眉根を寄せる。

「社内だってのに隠しもせずに、見せつけるようにイチャイチャと……。どうせ、俺を牽制しようって、お前の入れ知恵だろ、水無瀬」

　塩野君は私を無視して、透に憚ることなく嫌みをぶつける。

「マンションで待ち伏せしたり、つきまとうような真似するからだろ」

　透はこれ見よがしな溜め息で、塩野君に返した。ゆっくり立ち上がり、スラックスのポケットに片手を突っ込んだ格好で、塩野君の前に進み出る。

「ちょうどいい。塩野。金こん輪りん際ざい、理華に絡むのはやめろ。理華の恋人は、俺だ。もうお前の出る幕じゃない」

　鷹おう揚ように言ってのける透に、塩野君が不機嫌全開に顔を歪めた。彼より五センチほど背が高い透に、目線を上げて対たい峙じする。

「ちょっ、透、塩野君」

　私たちは窓際の一角に席を取っていたから、声を荒らげなければ、それほど人目を引くことはなかった。

　だけど今、三人揃って立ち上がったせいで、険悪な空気を発してしまったのかもしれない。食堂のあちこちから、疎まばらな視線を感じる。

「こんなとこで、やめよう？　塩野君、まだ話があるなら、改めて聞くから……」

　とにかく、これ以上騒ぎ立てず、この場は立ち去ってほしい。その一心だった。

　透が鋭い声で「理華」と呼ぶのを聞きながら、塩野君の腕に手をかけた。

　ところが、宥なだめるつもりだった手を、思いもよらず掴み上げられ……。

「きゃっ……」

「っ、理華っ」

　透の鋭い声を耳にした時には、私は塩野君に強く引っ張られていた。バランスを崩した私の頭の後ろに、彼が腕を回してくる。

　ハッとして無意識に顔を上げた私に、塩野君が顔を寄せる。

「っ！」

「理華っ……!!」

　なにか温かい、ちょっと乾いた感触が唇を掠めた気がしたけど、すぐに消えていったから、気のせいだったんだろうか。

　それよりも、その瞬間すぐ耳元で聞こえた、バキッという音と、「うっ」という呻き声に意識の大半を持っていかれる。

　すべてはほんの一瞬の出来事だった。塩野君が、床に尻もちをついていた。肩で息をする透が、鬼のような形相でそれを見下ろしている。

　透の右手は、固く握りしめられていた。その手が小刻みに震えているから、感情を抑えられず、衝動に駆られた行動だったのがわかる。

　私は目の前で見ていたはずなのに、思考回路が働かず、なにが起きたのか理解できない。

「……さっさと失せろ、塩野。これ以上理華に手出しするなら、こんなもんじゃ済まない」

　聞いたこともない、氷のように冷たい透の声が、ようやく私の聴覚に割って入ってくる。それと同時に、食堂のざわめきが耳についた。

　透の忠告に、塩野君は一瞬怯んだ様子で顔をしかめる。けれど、口の端を手の甲で拭うような仕草を見せると、ニヤリと笑った。

「へえ……。うちの飛行機のコックピットには、こんな激情型の暴力副操縦士が乗務してるのか。おっかなくて、とても乗れたもんじゃないなあ？」

「なっ……」

　辛辣な言い様に、私は思わず声をあげた。

　透は顔から表情を消し、奥歯をギリッと噛みしめる。

「たかが女のことでカッとして、我を忘れて暴力振るうような危険な男に、空の上なんてとこで、大事な命預けられないねえ」

　塩野君の暴言に、全身の血が足元に引いていく。

「ひっ、ひどっ……」

　透をかばいたいのに、塩野君の言い草がショックで、喉に声が貼りついてしまう。

　視界の端で、透が固く握った右手の拳こぶしを、ゆらりと持ち上げるのを見た。

「っ、ダメ！　透!!」

　私はとっさに透の腕を抱きしめ、彼の次の行動を止めた。

「離せ、理華」

「お願い、塩野君の挑発にのらないで！　暴力はダメ！」

　私はほとんど叫ぶように言って、透の衝動を抑え込もうと、より一層腕に力を込めた。その甲斐あってか、彼の腕から徐々に力が抜けていくのがわかる。

　透は拳は下ろしてくれたものの、鋭い目で塩野君を睨みつけている。

　それでも塩野君は、彼が再び殴りかかってはこないと判断したのか、床に手をついてから立ち上がった。頬を青く腫らしているのに、虚勢を張るようにふんぞり返る。

「エリート副操縦士だかなんだか知らないが、これでもう、出世街道から大転落だな」

　彼はとても満足そうに言い捨て、ぐるりと大きく食堂を見渡す。

「これだけ人目がある場所で、暴力沙汰を起こしたからには、処分も免れないだろうよ」

　もともとは、塩野君が私に絡んできたせいだ。なのに、そんな言い方、ひどい……！

「っ、塩野君っ……」

　私は反論しようとしたものの、のみ込むしかなかった。

　今、食堂内にいるほとんどの人の視線が、私たち三人に向けられているのがわかる。

　塩野君の、言う通りだ。たくさんの人の前で、手を上げてしまった以上、なにを言っても言い訳にしかならない。

　悔しさのあまり、私はグッと歯を噛みしめた。

「ざまあみろ。水無瀬」

　塩野君は胸を反らして、意気揚々と私たちから離れていった。










コンフェッション




　その後、透は私に「ごめん」と謝り、昼食を途中で切り上げた。

「塩野の報告がうちの部長に届く前に、自分で言うよ」

　彼は私には笑ってくれたけれど、その横顔には、確かな緊張が走っていた。

　それでもピンと背筋を伸ばして去っていく彼を、私は呆ぼう然ぜんとして見送るだけだった。

　けれど私も、もう食事どころではない。ざわざわする食堂から逃げるように、オフィスに戻った。

　頭の中では、どうしよう、どうなるだろうと不安ばかりが大きく渦巻いていた。

　生きた心地のしないまま、午後の業務に就く。仕事中も落ち着かず、私は何度も時計を見遣った。

　時間はいつもよりもノロノロと、それでも刻々と進んでいる。こうしている間にも、透がどんな事態に直面していることか。

　同じ財務部の部員やフロアを共有する他部署の社員の様子は、いつもと変わらない。

　どれだけ時間が経っても、食堂での出来事が噂されている気配は感じられなかった。

　もちろん、自ら運航部の部長に申し出た透が、どうなったかも伝わってはこない。

　ちゃんと会って聞かなきゃ。メールや電話では、透はきっと、私に心配させまいとして、たいしたことじゃないような言い方をするだろう。

　私はジリジリしながら、終業時刻になるのを待った。

　時計が午後六時を指すと同時に、私はオフィスを飛び出した。

　本社ビルから足早に出て、空港施設内に入ると、バッグからスマホを取り出す。

　透からの連絡はなにもない。

　それを確認して、私はまず電話をかけた。

　何度か呼び出し音が続く。けれど応答はなく、コールを七回聞いて諦めた。

　そのままＬＩＮＥを起動させて、メッセージを入力する。

【これから、透のマンションに行く。透が帰ってくるまで、待ってるから】

　送信完了を確認して、スマホをトレンチコートのポケットにねじ込んだ。そして脇目も振らずに、地下の空港駅に急ぐ。

　透から連絡がないのは、彼が今も社内で仕事をしているからだと思いたい。

　もしかしたら、塩野君も透に殴られたことを報告しないでくれて、お咎とがめなしってことになったんじゃないだろうか。

　自分でも甘いと思う考えに縋りたいのに、そんなわけがない、と唇を噛みしめた。

　お客様あっての航空会社。故に、とてもクリーンなイメージを大事にする。

　透が自ら暴力を振るったことを申し出れば、いくら社内での事件でも、もちろん処分は免れないだろう。

　私のせいだ。恋人契約なんかしたせいで、本来関係ないはずの透を、こんなトラブルに巻き込んでしまった――。

　発車を告げるアナウンスがホームに響く中、私は電車に飛び乗った。

　両側から閉まるドアの前で、少し弾んだ息を整える。

　考えたくないけど、塩野君が言い捨てたように、これで透のエリート副操縦士としての未来が閉ざされたりしたら、どうしよう……。

　そんなことになったら、私は後悔してもしきれない。

　彼を巻き込んでしまったことへの、激しい悔かい恨こんの念が胸に湧き上がってくる。

　それなのに、透に会いたいという想いも抑えられない。

　相反する感情の狭間でジレンマと闘っていた時、コートのポケットの中で、スマホがブブッとバイブした。

　その振動にハッとして、ポケットに手を突っ込む。

　スマホに、透から返信が来ていた。

　すぐに指を滑らせ、彼からのメッセージを確認する。

【家にいるから、着いたらインターホン押して】

　彼から返事が来たことにはホッとしたものの、同時に私は絶望に近い焦りを感じていた。

　定時で上がってきた私より、透の方が早く帰宅しているなんて――。

　塩野君を殴ったことを部長に申し出た後、処分が決まるまでの間、自宅待機を言い渡された、そうとしか思えない。

「っ……」

　声が漏れそうになるのをこらえ、私は電車のドアに手をつき、大きく顔を伏せた。




　天高く聳そびえるようなタワーマンションのエントランスに飛び込み、透の部屋番号を入力して、インターホンを鳴らす。

　それほど待たずに、室内から『理華？』と応答があった。

「っ、とお……」

　私が彼の名をすべて口にする前に、オートロックが解錠された。

　目を向けた先で、自動ドアが開くのを見て、マンション内に駆け込んだ。

　透の部屋があるフロアまでエレベーターで上がる短い時間にも、ジリジリする。

　両開きのドアの隙間から、擦り抜けるように通路に躍り出て、透の部屋の前まで走った。

　インターホンを押す前に、内側からドアが開く。

「お。グッドタイミング」

　ボタンに指を伸ばした格好で一瞬固まっていた私を見下ろし、パーカーにルーズパンツという、ルームウェア姿の透がクスッと笑った。

　帰ってきたばかりという格好じゃない。結構前に戻ってきて寛いでいた様子に、私の絶望はさらに強まった。

「入って。理華」

　けれど、透は柔らかい笑みを浮かべて、私を招き入れてくれた。

　玄関で靴を脱ぐ私に背を向け、廊下を奥に進んでいく。

「昼といい、理華から連絡くれるの、初めてだな」

　なんだか弾んだ声にも、ドキッとしてときめく余裕など、私にはない。

　リビングに入ったところで追いつき、私は彼のパーカーの裾をギュッと掴んだ。

「ん？」

　透が肩越しに振り返って、私を見下ろしているのがわかる。

「……ごめん。ごめんなさい、透」

　私は顔を伏せ、絞り出すような声で謝罪した。

　それがなにに対する謝罪かは、もちろん透もわかっているだろう。

　彼から、すぐに返事はない。

　ほんのわずかな間だったと思うのに、私はさらなる焦しょう燥そう感に駆られていた。

「とお……」

「なんで理華が謝るんだよ？」

　焦れて呼びかけると同時に、短い言葉に遮られた。

　思わず顔を上げ、透を振り仰ぐ。彼は私に向き直ってくれた。

「心配しないで」

「なんで」

　私は、ひくっと喉を鳴らした。つっかえながらも、なんとかひと言返す。

「心配に決まってる。だって、大丈夫なわけないでしょ!?　透、あの後……」

「自宅待機、命じられて帰ってきたんだけどね。ついさっき、部長から処分決定の連絡もらった。二週間の、乗務停止処分」

　逸る気持ちを抑えられない私に、透が淡々と抑揚のない声で畳みかけた。

　私は、一瞬グッと言葉に詰まり……。

「乗務……停止？」

　処分名称を、おっかなびっくり、たどたどしく呟く。

　彼はふっと微笑んだ。

「そのくらいで済ませてもらえて、よかった。身体も休められるし、むしろありがたいよ」

　私を安心させようとしているのか、透の声はちょっとおどけて聞こえる。

　彼の言葉には、きっといくらかは本音も混じっているだろう。だけど、私の目の前は真っ暗になった。

「透が、二週間も、飛行機に乗れないなんて……」

　展望デッキから飛行機が離発着するのを眺めるのも好きだ、と話してくれた透を思い出す。

　あの時、彼を、どこまでも仕事人間だと思った。

　副操縦士という仕事が、本当に好きな透だから、早くもっと上に、という気持ちは絶対に強いはず。

　整備士の佐伯君に、機長への最速昇進の話を振られた時は、『速いから偉いってもんじゃない』と受け流していたけど、きっと、彼自身、それを目標にしていたはずだ。

　二週間もの間、透がコックピットに入れない。彼が乗務できなければ、副操縦士の乗務シフトも大幅な変更を要し、他の人にも多大な迷惑をかけてしまう。

　同期の中でダントツで飛行時間が多い透でも、今回の処分が、彼の今後にどれほど影響を与えるか。大きな痛手になるのは、想像に難くない。

「なんで平気な顔するの。あんなにたくさんの人の前で……全部私のせいなのに!!」

　いつもと変わらない笑顔に、やるせない思いが抑えられず、私はそんな言葉を叫んでいた。

　頭上で、彼がハッと息をのむ気配を感じる。

「私と、恋人契約なんかしなければ。ううん、ただの契約なんだから、放っておいてくれればよかったのに……！」

「人目を気にして、放っておけばよかった……か。そうかもな」

　興奮して気を昂らせる私に、落ち着き払った声が降ってきた。私は喉まで出かかっていた声をのみ、おずおずと彼を見上げる。

　私の視界の真ん中で、透は目元を手で隠し、顔を背けた。

「でも、理華が目の前でアイツにキスされて、我慢ならなかった。自分のことなんか考えてられなかったんだから、仕方ないだろ!?」

　透はそう言い放ち、ブルッと身を震わせた。

　私の心臓が、ドキッと大きく跳ね上がる。

「お前は俺の〝彼女〟なんだよ。目の前で奪われるの、口開けて見てられるわけがない。……俺の行動は、間違ってない」

　ここでも、彼の独占欲を見せつけられる。

　透が〝大事なもの〟を奪われまいと必死になる姿を、教えてもらった……そんな気分だった。

　大変な目に遭ったというのに、彼は私を責めることなく、今もなお、守ろうとしてくれる。

　透の本当の恋人になれたら、どれだけ大事に愛してもらえるんだろう。

　それを自分の身をもって体験した今、彼に焦がれ、欲する想いが込み上げてきて、足元をすくわれそうになる。

「自分の心に恥じない、筋の通った行動を取ったつもりだから、俺はなにも後悔してない。なのになんで、自分のせいだなんて思うんだよ。なんで理華が謝るんだよ……」

　透は、悔しげに声を絞り出す。

　あくまでも自分の意思だと主張する彼に、私の胸はきゅんと鳴って、強く激しく揺さぶられた。

　でも、透の言葉に甘えて、それで済ますわけにはいかない。

　私たちは、あくまでも契約で結ばれた偽物の恋人。私なんかのために、嫉妬に駆られた行動を取らせてはいけない。私も、これ以上、彼を巻き込んではいけない。

「理華、俺は」

「ごめん……なさい。透」

　俯く私に透がなにか言いかけるのを、決意の謝罪で遮る。

「助けてくれて、ありがとう。でも……もう、十分だから」

　頭上で、透がゴクッと喉を鳴らすのが聞こえる。

「……理華？」

　戸惑いに満ちた声で私の名を呼ぶ彼に、思い切って目を合わせ、ぎこちなく微笑みかけた。

「これ以上、透のことを教えてもらわなくていい。私の男の人を見る基準値、だいぶ上方修正されたから、契約の恋人を続ける意味はない。……だから、これで終わりにしよう」

「えっ……」

　私の提案に、透が口ごもる。

「透以上の人が現れない限り、恋なんかしない。約束するから、安心して？」

　ちょっと早口で言い切って、私は大きく顔を伏せた。

　今以上に透を知ったら、私はもっともっと彼を好きになってしまう。

　契約だけの関係を続けるのは、とっくに限界を迎えていた。これ以上、彼に迷惑をかける前に、終わらせるのが正解だ。

　透が「ちょっと待て」と言うのを聞きながら、足の爪先を見つめて……。

「このたびは、本当に申し訳ありませんでした。……もう私には、関わらないで」

　逃げるように背を向け、リビングから駆け出る。

「待てよ、理華っ……」

　私を呼び止める透を振り返ることなく、私は急いで彼の部屋から飛び出した。




　マンションのエントランスをバタバタと駆け抜け、外に出る。

　大通りから一本入った脇道には、透のタワーマンションの他にもいくつも住宅が立ち並んでいる。

　脇道とはいえ広い道路に、午後七時を過ぎた今、帰路を急ぐ人の姿が、ポツリポツリと確認できる。

　みんな、ヒールを鳴らして走る私を、何事かといった目をして振り返っていく。

　それでも、そんなの気にしていられない。私の頭の中は、なにも考えられないくらい思考回路がショートして、プスプスと燻った音を立てていた。

　左手に、都会の住宅街特有の、狭く遊具の少ない公園が見えてきた。

　脇目も振らずに通り過ぎようとして、

「理華!!」

　背後から名を呼ぶ声にビクッとして、私は反射的に足を止めてしまう。

「待てよ、理華！」

　続いてかけられた声は、もちろん透のものだとわかっているのに、私は恐る恐る振り返った。

　私の視界に、弾むように駆けてくる透の姿が映り込む。

「言いたいことだけ言って、逃げるなよ。だったら、俺にも言わせてくれ」

　彼は、わずかに息を切らして、私の前で立ち止まった。

　月明かりが創り出す透の影が、頭上から降りてくる。

　透は一度「はあっ」と長く深い息を吐き、サラッと前髪をかき上げてから、グッと唇を噛んだ。

「契約終了は、同意する。俺も……正直、どのタイミングで言おうか、迷ってた」

「迷う、って」

　それがどういう意味なのか測れず、私の頭の中ではすべてがマイナスに向かっていく。

　やっぱり本当は迷惑だった？　契約なんて話になった時は、少しだけどお酒も入っていたから、後になって『バカなこと言った』って後悔してたとか……？

「っ、ごめ……」

　とっさに謝ろうとした私に、

「でも、関わらないで、っていうのは無理だ。聞き入れられない」

　透の薄い男らしい唇から、そんな言葉がかけられる。

「ど、どうして……？」

　私は顔を強張らせて、短く聞き返した。

「好きな女に関わるな、なんて。無理に決まってる」

　透は真剣な顔でそう言って、きゅっと唇を真一文字に結んだ。

　私は一瞬ドキッと胸を弾ませながら、そんな自分に慌てて顔を背ける。

「だ、だから。契約でも、もうそういうこと……」

「契約は、お前が、終わりにするって宣言したろ。俺も、たった今同意を伝えた」

　目線を宙に漂わせる私を、透が凛とした声で遮る。

「お互いまっさらになった今、ただの同期として言う。……俺は理華が好きだ」

　さらに続く低い声に、私は勢いよく顔を上げた。

　私を見下ろしていた透と、バチッと正面から目が合ってしまう。

「俺、本気だよ。本当は、契約なんて言い方して始めたこと、すごい後悔してた」

「え……？」

「下手な意地張らないで、真っ向から恋人にしたいと言えばよかった、って」

　そんなことを呟く透を、私は呆然として見つめてしまう。

「だからこそ、こんな状況で言うつもりじゃなかった。もっと劇的なシチュエーション考えたかった。……けど、逃がしたくないから、言わずにはいられない」

「なっ……」

　なにか言おうと口を開いた途端、鼓動がドクッと沸くような音を立て、声が喉に引っかかってしまう。

　言葉に詰まる私の前で、彼は前髪を生え際からクシャッと掴んだ。

「契約を解消した今、俺は、お前に惚れてるただの男だ。塩野を殴ったことも後悔はしてないし、むしろ処分を誇りに思う。……だから、理華に気に病やんでもらいたくない」

　真摯な言葉に、私はゴクッと喉を鳴らした。

　こんな状況なのに、ドキドキと胸の拍動が加速していく。

「次、塩野がお前に手を出そうとしても、俺はきっと、また同じ行動を取るから」

　透は自分の足元に目を伏せ、静かにゆっくりした口調で、そう続けた。

　その言葉に、私の胸が抉えぐられるような痛みを発する。

「っ、とお……」

「あえて理華の非を突くとしたら……俺は、昼、お前が塩野の話を聞くって言ったことの方が、受け止めきれなかったよ」

　呼びかけた声を、そんな言葉で遮られる。

　私はギクッとして、透を見上げた。

　彼は、私の視線に、ちょっと寂しげな笑みを返す。

「でも……塩野にも優しい理華だから、俺の気持ちにもちゃんと向き合ってもらえると期待して、つけ込んでる」

　そんな言葉に、心が揺さぶられる。

　戸惑いが顔に表れてしまったのか、私を探って見下ろしていた透が、目を伏せてかぶりを振った。

「今のは、汚かったな。聞き流してくれていい」

　彼はひと言そう言って、私の頭に手をのせ、ポンと軽く叩く。

「透……」

　なにを言おうとしたか、自分でもわからないまま、私は彼をまっすぐ見上げた。

　けれど。

「お休み。気をつけて帰って」

　透はそれだけ言って、私に背を向けた。

　普段の透なら、きっと送ると言ってくれる。それがないのは、契約を終えて、もう〝恋人〟でもない宙ぶらりんな関係のせいだからか――。

　私は、身体の横に垂らした両手を、無意識にギュッと握りしめていた。

　私だって、透が好きって伝えたかった。

　でも、こんなに大きな迷惑をかけてしまった今、このまま彼と本物の恋人になって、守ってもらうなんてできない。

　なのに、ゆっくり遠退いていく透の背中を、追いかけて捕まえたいと思う自分もいる。

　そんな気持ちを必死にこらえて、もどかしさに焦れながら、彼が見えなくなるまで見送った。




　その翌日、事態を知った瞳がＬＩＮＥをくれた時、私は仕事をサボって自室で布団にくるまっていた。

【水無瀬君が乗務停止処分って、どういうこと!?】

　乗務シフトの組み替えもあり、同じ運航部の人たちには、透の処分が知らされたようだ。でも、そうなった原因は伏せられていて、噂が錯さく綜そうしているらしい。

【なんか、昨日食堂でトラブったせいだって聞いたけど……理華もその場にいたんでしょ？　なにがあったの？】

　返信しようとして、ＬＩＮＥじゃ説明しきれないことに気付く。

　だから、【瞳、来れたらうちに来て】とだけ返した。

　瞳はフライトの空き時間なのかもしれない。わずかな間の後、すぐ返事が届いた。

【理華、会社休んでるの？　だったら、今日は昼過ぎの便の乗務で終わりだから、夕方頃そっち行く】

　瞳は宣言通り、夕刻に私の部屋にやってきた。

　仕事帰りの瞳は、相変わらずメイクもヘアスタイルもビシッと決まっていて、カッコいい。

　そして対する私は……。

「あーあー……。その姿、絶対水無瀬君に見せるんじゃないよ？　私が男だったら、確実に百年の恋も醒めると思うもん」

　瞳が、ちょっと情けなく顔を歪めて苦笑した。

　寝巻きのままのスウェットに、スッピン。髪も寝癖を隠すために、とりあえずひとつにまとめただけ。

　彼女の反応も無理はないけど、ずっと布団から出られなかったんだから、仕方ない。

　揶や揄ゆする瞳の前で、私は黙ってズッと洟はなを啜った。そのせいか、「風邪？」と心配されたけど、私は目を伏せて首を横に振って否定する。

「違う……。とにかく、どうぞ」

「なに？　サボり？　珍しいね」

　瞳のなにげないひと言には、グッと唇を噛みしめた。

　珍しいどころか、入社以来初めてだ。航空会社での仕事は大好き。こんなことくらいで会社を休むなんて、今までなかった。

　はあ、と小さな溜め息を漏らしながら、部屋に通じるドアを開けると、背後で瞳がブブッと吹き出した。

「あれか。水無瀬君を出迎えたっていう、〝誘惑の暖簾〟」

「っ、え!?」

　背後で笑いを噛み殺している瞳を、私はギョッとして振り返った。

　大きく目を見開く私に、彼女は目尻に涙を滲ませ、天井から吊るされている洗濯ハンガーを指差す。

「水無瀬君と地方空港でお昼一緒になった時、理華の部屋に初めて行ったって話になってね。『天井からぶら下がったブラジャーにお出迎えされて、なんの誘惑だって思った』って言ってた。なるほどねえ」

「ああ……ははは」

　誘惑だなんて、心外だ！と、言い返したい気持ちはあるものの、あの時の恥ずかしさを思い出し、頬が熱くなってくる。

　同時に、その夜の甘い記憶が胸に込み上げてきて、私は笑い声を詰まらせてしまった。

「っ、ふ」

　それを聞きとめた瞳が、私を困ったように見つめている。

「やっぱり、水無瀬君の処分、理華にも関係あるの？」

　私は瞳に頷いて返事をして、ふらふらと部屋の奥に進んだ。脱力するように、ぺたんと床に座り込む。

　私を追って、瞳が部屋に入ってきた。

「……塩野君絡み？」

　私の前に正座した瞳が、探るように覗き込んでくる。

　こくんと首を縦に振った途端、なにかツンときて、私はグスッと鼻を鳴らした。

　瞳は口を閉ざして、私が話すのを待っている。

　それに促されるように、私は昨日の食堂での出来事を、ポツリポツリと説明した。

　その間、黙って耳を傾けていた瞳が、最後に深い溜め息をついた。

「はああっ。塩野君、どこまで最低な男なの」

　瞳が、鼻息荒く憤りを露あらわにする。

「私がはっきり言いすぎて、怒らせたんだと思う」

「バカね。理華は正しいじゃない。そんなの、塩野君のただの逆恨み。なんでかばうのよ」

　ギロッと睨まれ、私は曖昧に目を伏せる。

　こういう私を、透は優しすぎると言った。私が、塩野君の話を聞こうとしたのが受け止めきれなかったというひと言に、彼のやるせない思いが詰まっている。

「……どっちにしても、全部私のせい」

　自己嫌悪でいっぱいで、私は俯いたままボソッと呟いた。

　それには瞳がかぶりを振る。

「悪いのは塩野君でしょ。殴られて当然。それでどうして、水無瀬君が処分受けなきゃならないの。意味がわからない」

「手を上げたのは事実だから。水無瀬君は自分で運航部の部長に報告に行って」

　私はそう説明しながら、膝の上でスウェットの裾をギュッと握りしめる。

「潔いというか、なんというか。言い訳もしなかったんだろうね。水無瀬君らしいけど」

　瞳は胸の前で腕組みをして、相槌で応えてくれる。

　私も「うん」と同意を示した。

「でも、今回の処分が、水無瀬君の出世に響いたりしたら……」

　私は、握った手をカタカタと震わせた。

　そればかりはなんともフォローしようがないのか、瞳も黙って親指の爪を噛む仕草を見せる。

「今後も、塩野君が絡んでこないとは言い切れない。もうこれ以上、迷惑かけられない」

　ひくっと喉を鳴らす私を、瞳が訝しげに見つめる。

「まさか」

「契約、終わりにしようって、言ってきた」

　彼女を先回りして、私はそう口にした。

　大きく目を見開いて私を凝視する瞳から、目を伏せて逃げる。

「なんで。だって水無瀬君は、契約だとしても理華を〝恋人〟として大事に思うからこそ、塩野君を殴ったんでしょ。なのに……」

「そうよ、私との関係は契約でしかなかったの！　なのに、偽物の恋人が、水無瀬君の将来に傷をつけた。こんなこと、続けられるわけないじゃない！」

　私が吐き捨てるように叫ぶと、瞳も口ごもって絶句した。

「……続けていい、わけないでしょ？」

　大きく息を乱し肩を動かす私を、憐れむような目で見つめている。

「でも……それは、理華が悪いわけじゃない」

　かける言葉を探すような間を置いて、瞳がためらいがちに口を開いた。

「水無瀬君も、そう言ってくれた」

　私はグスッと洟を啜って、手元に視線を落とす。

「〝俺もタイミング考えてたから〟って契約終了にも同意してくれた。なのに……」

「なのに？」

「……私のこと、好きだって」

　私が続けた言葉に、瞳が大きく目を見開き、ごくっと喉を鳴らした。

「嘘っ……！　やったじゃない！」

　一瞬声を上擦らせたものの、硬い表情を崩さない私を見て、声をのみ込む。

「……返事は？　なんて答えたの？」

　続く探るような問いかけには、私はなんの反応も返せない。

　それだけで、十分答えになったようだ。

「なんで……。だって理華と水無瀬君、両想いなんじゃない」

　自分のことのように悔しげに呟く瞳の前で、私はグッと歯を噛みしめた。

「どうしてよ。悪いのは塩野君なのに……！」

　瞳は焦れた様子で、吐き捨てるように言った。そして、キッと目に力を込めると、私の膝の上の手に自分の手を重ね、ギュッと握ってくる。

「ダメだよ、理華。水無瀬君のためにも、理華が泣き寝入りしたらダメ。これであんたたちが〝別れた〟ら、まさに塩野君の思う壺つぼだよ!?」

　瞳が私に身を乗り出し、まっすぐ目を合わせて訴えかけてくる。

「それはそうだけど、だからどうしろって……」

　彼女の言葉には心を揺さぶられるものの、水無瀬君と本当に付き合い始めたら、ますます塩野君を刺激してしまう気がするから、それはできない。

「処分期間、水無瀬君は本社にいるけど、もう社内でふたりで会わなければ、そのうち別れたって噂になると思う。それが塩野君の耳に入ってくれれば……」

「あ～……！　なに弱気になってんのよ、理華らしくもない！」

　瞳が、我慢ならないというように、声を張り上げた。私の両肩を掴み、ガクガクと前後に揺さぶってくる。

「水無瀬君と本物の恋人になるために、なにが障害かわかってるんだから。塩野君さえ絡んでこなくなれば、理華も好きって言えるでしょ？」

　真剣な目で見据える彼女を、見つめ返した。私の喉が、ひくりと音を鳴らす。

「殴られて当然のことをした塩野君が、のうのうと天狗になってるんじゃ、悔しいでしょ。二度と理華の前に顔出せなくなるくらい、しっかり懲らしめてやろうよ」

　私は無意識に自分の手を握りしめた。

「懲らしめるって……なにしようっていうの」

　真正面から射貫いてくる彼女から、逃げるように目を逸らした。

　やや不安になって、視線を宙に漂わせる私を鼓舞するように、瞳が握った手に力を込めた。

「そりゃあ、もちろん。塩野君が金輪際、理華に近付けなくなるように、仕掛けるんだよ」

　瞳は自信満々に眉尻を上げて、ニヤリと笑う。

「し、仕掛ける？」

　どこか不穏な言葉に怯む私に、彼女は大きく頷いて応える。

　なんだか強気な瞳に、私はゴクンと唾を飲んだ。

　瞳は頭の中で、いったいどんな仕掛けを練っているのか。

　私は彼女をしっかりと視界の真ん中で捉えたまま、一度きゅっと唇を結んだ。

「それができたら、今後、水無瀬君に迷惑かかるようなことも、ないのかな……」

　瞳が力強く肯定してくれるのを期待して、彼女に縋るような質問を畳みかける。

「……私が、水無瀬君の気持ちに応えても？」

　私の期待通り、彼女は大きく胸を張って微笑んでくれた。

「私は最初から、理華と水無瀬君が幸せになればって、願ってたもの。水無瀬君に、理華の男を見る目のなさを教えたのだって、半分くらい『水無瀬君、なんとかしてやって！』って思ってたからだし」

「っ、えっ!?」

　ニッと目を細める瞳に、私の心臓がドキッと跳ね上がる。

「水無瀬君が理華のこと気に入ってるの、勘付いてたからね。だけど、せっついたわけじゃないわよ？　彼は自分の意思で近付いて、理華を落としてくれた」

「っ」

「ただ、まあ……なんでストレートに口説かず、契約なんてことになったのかは、理解不能だけど」

　私の知らないところで、そんなやり取りがあったとは。

　だけど私は、大事な親友の温かい協力にジーンとしてしまった。

　胸に熱いものが染み渡り、気分が上向いていく。静かに興奮して、頬が紅潮するのを自覚する。

　膝の上に両手を突っ張り、肩に力を込めて何度も首も縦に振ってみせた。

「……ありがとう、瞳。このお礼は、必ずするから」

　目尻に涙を滲ませながら、顔を上げて必死に笑いかける。

　瞳も、ふふっと声を漏らした。

「その言葉、待ってた。期待してる」

「……？」

「へへっ」と、はにかんで笑う瞳が、私にどんなお礼を期待してるのかわからないけど……。

　ちょっと恥ずかしそうな瞳が不可解で、私はきょとんと首を傾げた。




　透が乗務停止処分を受けてから三日。

　本社の事務社員の間でも有名人の彼の処分は、大きく知れ渡っていた。

　私は一度も透と顔を合わせていないから、今、彼がどんな様子なのか、取り巻く空気がどんなものなのかは、残念ながらわからない。

　隣のデスクの宗像さんが、私を気にしてチラチラと目線を送ってくるのを感じながら、私はまっすぐパソコンに向かい、仕事に集中していた。

　私にそういう視線を向けているのは、宗像さんだけじゃない。

　ここ本社でも、私と透が付き合っているという噂は浸透している。だから皆、透が処分を受けた真相を勘繰って、興味津々なのだ。

　昨日今日と二日間。無駄な視線を浴びながら、平静を装って通常通りの業務をこなすのは、なかなか骨の折れる事態ではあったけど、そのおかげで、瞳の勘は正しかったと確信できた。

『私が思うに、塩野君は、水無瀬君に殴られたって申告しないんじゃないかな』

　瞳はそう推測して、その根拠をちゃんと説明してくれた。

　元カノの私に復縁を迫ったものの思うようにいかず、苛立った塩野君は、透の真摯な性格を利用したというのだ。

　私たちが一緒にいる時に絡んできたのは、私というより、透に嫌がらせをするため。彼を挑発して煽り、殴られるのも計算のうち。透が真面目に自分で報告するのを予想して、彼に不利益になるトラブルを起こした……と。

『予想はしていても、水無瀬君の逃げ道を完全に断つために、大事にする必要があった。わざわざ、食堂なんて人目のあるところでトラブルを起こしたことからも、それはわかる。でも、目撃者がいて不利なのは、水無瀬君だけじゃない。塩野君にも、同じだけのリスクがあるはず』

　瞳は、まるで推理小説の中の名探偵のように、自分の考えを私に話してくれた。

　人目を気にする余裕を失うほど、透を激げっ昂こうさせるために、塩野君は私を利用した。

　結果的に、彼の計画はうまくいったのかもしれない。だけど、透から暴力を受けたことを報告したら、塩野君はトラブルに至った経緯を……私にしたことも、明らかにしなければならなくなる。だから火の粉がかかることを恐れ、自分で訴え出ることはしない。

　つまり、透が自分で報告しなければ、処分にはならなかったんじゃ？　というのだ。

『で、見事思惑通りになって、塩野君は相当ご満悦だと思うのよね。そうやって油断して、無防備になってるところで、今まで優しかった理華が報復に動けば、動揺するに決まってる』

　最後は胸を張って自信満々に言い切った瞳を、脳裏に描く。

　彼女の読みの鋭さに感服しながらも、私の心の中には、塩野君への怒りの炎がメラメラと燃え上がっていた。

　自分に男を見る目がないのは、もう重々承知。こうなったら、塩野君を本気でやり込めたい……！

　昨日出社して、私は透の処分の真相について、社内の反応を観察してみた。一日置く形になったけど、こちらが完全に泣き寝入りしていると思わせて、塩野君の油断を誘うという目的もあった。

　そして、今日。瞳の予想通り、塩野君が事件について申告していないことを確信して、私は彼への仕掛けを実行に移す。

『絶対、ぎゃふんと言わせてやろう！』とガッツポーズをした、瞳のドヤ顔に励まされながら、塩野君へメールを綴つづった。

【ふたりで会って話したいことがあります。忙しいかと思いますが、お時間いただけますか】

　もちろん、下手に出たお伺いだけでは、彼の警戒心を煽り、〝忙しい〟という理由で断られてしまう。

　私は一度大きく深呼吸してから、絶対に逃がさないつもりの一文を書き加えた。

【無理なら結構です。食堂での〝事件〟のこと、すべて私から説明します】

　わかりやすい〝脅迫〟のようなメール。

　文面を見返して、さすがにちょっと怯んだ。

　でも、はったりと取られてしまったら意味がない。

　私は、自分でもドキドキのメールを、心の中でえいっと掛け声をかけて送信した。

　営業部の塩野君が、この瞬間、デスクにいるとは限らない。いたとしても、即レスできないくらいに慌てるはず。だからきっと、すぐには返事は来ないだろう。

　私は彼の反応を予測して、黙々と仕事を進めた。










アライバル




　お昼休憩を終えてオフィスに戻ってくると、塩野君から返事が来ていた。

　送信人の〝塩野武志〟という名前を見て、私からメールしたのに、ギクッとする自分がいる。

　グッと唇を引き結んで、用心しながらメールを開いた。

【終業後でよければ、時間取ってやる。会議が終わり次第行くから、食堂で待ってろ】

　なぜだか上から目線の横柄な文面。

　普通に見たら、呆れを通り越して腹立たしいと思うものだろうけど……。

　瞳の推測が正しいと確信できた今は、虚栄心に満ちた塩野君の動揺が透けて見えるような気がした。

　おかげで、むしろ心が躍る勢いで、彼に返信をする。

【ありがとう。よろしくお願いします】

　お礼だけのメールには、もちろん返事は来ない。

　私は一度大きく肩を動かして深呼吸してから、午後の業務に取りかかった。

　経理部から回ってきていた、資金調達メモをチェックする。

　十一月末に、ユーロ建ての大口支払いがあるようだ。これは、為替予約が必要になる。

　デスクの卓上ホルダからＰＨＳを抜き取った。業務でよくかける番号は、あらかじめ短縮に登録してある。銀行担当者に電話をして、市場相場を抑えてもらった。

　電話を切ってひと息つくと、休憩から戻ってきていた宗像さんが、声をかけてくる。

「休憩、ありがとうございました」

「うん。お帰りなさい」

　私もニッコリ笑って返した。

　やり取りはそれだけで、仕事に集中しようとする。だけど、宗像さんはやっぱり私を気にしていて、横から視線を感じる。

　私は小さな溜め息をつき、彼女に顔を向けた。

「宗像さん」

「あ、ごめんなさい。不躾に」

　私が注意しようとした空気を感じ取ったのか、彼女は背筋をビシッと伸ばし、先回りして謝ってきた。

　私は言おうとした言葉はのみ込み、黙って頷いてから、再び正面を向く。

　けれど。

「でも、あの……。気になって」

　遠慮がちにボソボソと続ける宗像さんに、私はひょいと肩を竦めた。

　チラチラと気にされるよりは、一度聞いておくべき、と判断して仕事の手を止める。

「水無瀬君の、処分のことでしょ？」

　宗像さんが〝気になって〟いることを、正面から突いて切り出すと、彼女は一瞬虚を衝かれた様子で、でもすぐに大きく頷いて返事をした。

「はい。望月さんに聞くの、申し訳ないかなって思ってたんですけど……」

「え？」

　宗像さんの返事から感じる微妙なニュアンスに、私は首を捻って聞き返した。

「実は、お昼に社食で隣り合ったのがＣＡたちのグループで、その中のひとりが言ってたんです。『あれは、水無瀬さんたちに絡んだ男の方が悪いのよ』って」

　話しながら首を傾げる彼女に、私はハッと息をのんだ。

　そのＣＡがあの時のトラブルをどの程度見ていたかはわからない。でも、塩野君から絡んできたことを目撃していた人は、ちゃんといる。

　それだけのことが、私の背中をグンと後押ししてくれた。

「水無瀬さんの処分が出た次の日、望月さん、珍しくお休みだったから。昨日も今日も、ずっと難しい顔だし、きっとすごく心配してるんだろうなって思ってたんですけど」

　宗像さんの話を聞いて無言で俯いてしまっていたせいか、彼女は私の方に身を乗り出し、ちょっと早口で言い募ってきた。

　ふっと顔を上げると、今まで見たことがないくらい、真剣な表情を浮かべている。

「元気、出してください！　そのＣＡさんたち、処分軽減の嘆願書を出そうかって言ってたし。たとえ無理でも、運航部には水無瀬さんの味方がたくさんいるし、だから……！」

　真剣に私を励まそうとしてくれているのが、よくわかる。

『運航部には水無瀬さんの味方がたくさんいる』という言葉にも強く勇気づけられ、私は宗像さんに微笑みかけた。

「ありがとう。ごめんね、心配かけちゃって」

　私もジーンとして、お礼を言う。

　宗像さんも、どこかホッとした様子で、私に笑顔を返してくれた。

「無事、水無瀬さんが乗務復帰したら、飛行機乗ってきてください。ねっ」

　続く言葉には、不覚にも鼻の奥の方がツンとしてしまった。

　なにか込み上げるものがあり、慌てて「うん」と頷いて、彼女から顔を背ける。

「絶対、乗る」

　短く切って言いながら、決意を胸に刻み込む。

　それには、「いいな～」と溜め息交じりの声が返ってきた。

「やっぱり、いいですね、パイロットの彼。世界中どこにでも、連れていってもらえますもんね～」

　宗像さんは、両手の指を胸の前で組み合わせ、ほわ～んとした目で呟いた。

〝夢見る乙女〟という言葉がしっくりくるポーズ。

　私は苦笑しながらも、彼女のなにげないひと言にグッとくるものがあり、ゴクッと喉を鳴らした。

『世界中いろんなとこ一緒に行けたんだな、ってね』

　私はＣＡじゃないから、いつも彼と一緒に空を飛ぶことはできないけれど。

「……うん。行きたい。世界中、どこまででも」

　心に大きな大きな夢を描き、そっと窓の外に目を遣った。

　二週間もの間、透はこの本社での地上勤務に就かなければならない。

　今、窓の外の滑走路に離発着する飛行機に、彼は乗っていない。

　だけど、透の職場はこのオフィスじゃない。

　複雑な計器に囲まれたコックピットこそが、彼が一番強く輝ける場所。

　今、どんなに歯がゆい思いでいるだろう。どれほど、悔しく思ってるだろう。

　だから、無事、透がそこに戻る時――。

　私は、彼がとびきり輝く姿を、この目に焼きつけたい。




　午後六時。

　仕事を終えた私は、急いで帰り仕度を整え、オフィスを出た。

　エレベーターホールにいた何人かの社員が、みんな揃って下に行くエレベーターに乗り込んでいく中、ひとり、上に向かう箱に乗り込む。

　誰もいない食堂のフロアで降りる。

　当然ながら、とっくに営業時間を終えているため、フロアは照明が落ちていて真っ暗。隅の方に何台かある自動販売機も、この時間は省エネ対策で、鈍い灯りを発しているだけ。視界を照らしてくれるほどの力はない。

　私は、ややたどたどしい足取りで食堂の奥に進み、壁に手を這わせ、電気のスイッチを探した。なかなか見つからずに手を彷徨わせていると、突然後ろから伸びてきた手が重なった。

「っ！」

　ビクンと大きく身体を震わせ、反射的に手を引っ込める。

　勢いよく振り返るのと同時に、食堂の手前の方の天井で、明かりがパッと明滅した。

　暗闇に慣れかけていた目が一瞬眩くらむ。

　再びしっかり開くと、視界に塩野君の姿が飛び込んできた。

「お、お疲れ様」

　不覚にも、ドッドッと心臓が騒ぎ出した。

　私は大きく飛び上がる胸に手を置き、なんとか落ち着こうとする。

　塩野君はスラックスのポケットに片手を突っ込み、軽く私を一瞥しただけで、テーブルの方に進んでいった。

　一番手前のテーブルで椅子を引っ張り出し、そこにドカッと腰を下ろす。

　私は彼の後に続き、テーブルの前で立ち止まる。

「忙しいのに、ごめんね」

　塩野君は大きく足を組み上げながら、私を見上げた。

「なんだよ？　あのメール」

「なにって」

「水無瀬の処分は確定した。それを聞いて、俺も一応同期だし、恩情のつもりで申告はやめてやったんだ。それを、今さら騒ぎ立てる必要、ないだろ」

　塩野君はやけに〝恩情〟を強調するけど、虚栄心の塊かたまりは隠し切れていない。

　白々しい彼の言い草に、私は逆に発奮させられた。

「騒ぐんじゃなくて、真実を報告するの」

「なんだよ、真実って」

「あの時私は、水無瀬君が暴力行為に出ても仕方ないことを、塩野君にされた。私がそれを訴え出れば、塩野君も、処分を受けることになるんじゃない？」

　意識的に低いトーンの声を保って、ゆっくり言い含めるように話すと、塩野君はわかりやすくぎくりと身を強張らせた。

「水無瀬君の処分を軽減することができなくても、塩野君も処分を受けることになれば、彼の名誉回復が期待できる」

「お、おい。ちょっと待てよ」

　塩野君がガタンと音を立てて、椅子から立ち上がった。なにか言いかけて口を開いたけれど、結局言葉が見つからないのか、パクパクさせただけで唇を引き結ぶ。

　前髪を乱暴にかき上げ、落ち着きなく忌々しげに深い息を吐く。

　その様を見て、私は成功の手応えを感じていた。

「なに言ってんだ、理華。どんな理由があれ、水無瀬は俺を殴ったんだぞ!?　被害者の俺が、なんでお前にそんな脅迫まがいなこと言われなきゃいけない」

　塩野君は、完全に動転している。なんでもいいから、とにかく私を言いくるめようとしているのがわかる。

「勘違いしないで。あなたは加害者。直接的な被害者は私」

　わざわざ訂正したところで、まともな反論は返ってこないことは予想できる。

　それでもあえて言ったのは、私の絶対的有利を見せつけて、もっともっと慌てふためかせたかったからだ。

「なんでお前が被害者だよ!?」

「あなたが私にしたことは、誰から見てもセクハラだもの」

　淡々と切り返す私に、塩野君はギョッと目を剥いた。

「なっ……。セ、セクハラだあ？」

「なんで驚くの？　私、いきなりキスされて、すごく不快だった。これまでのこともあるし、訴えるのが当然でしょ？　むしろ、どうして私にできないと思ったの？」

「っ……お前の方から、俺の腕に手をかけてきたんだ。そんなの、どうとでも」

「絡んでくる塩野君を止めようとした。それだけで、どうしてキスされなきゃいけなかったのか、全然理解できない」

　自分でも驚くほど、彼をなじる言葉が、流りゅう暢ちょうに口をついて出る。

「あの時食堂にいたＣＡが、私たちに絡んできた塩野君を見てる。嘆願書を提出するって話もしてたって」

「っ……はっ。やっぱり普段からＣＡを侍はべらせてるヤツは、女の味方が多いな～」

　まるで揚げ足を取るような言い方をして、塩野君は乾いた笑い声をあげた。

　そんな彼に、どうしようもないほどの嫌悪感が込み上げてくる。

　彼を見る目に自然と力がこもった。

「そうね。おかげで、塩野君のセクハラを、彼女たちに証言してもらうこともできる」

「お、おい。お前。ほんの半年前まで付き合ってて、結婚の話も出てた俺を、セクハラで訴えようっていうのか。正気かよ!?」

　塩野君は、私の本気を覆せないと思ったのか、目を白黒させた。

　どうやら、泣き落としにかかろうとしているらしい。

「理華が訴えたりしたら、俺は地方に飛ばされる。いや、下手したら……お前、鬼かよ!?」

「私が訴えるのが嫌なら、仕掛けておいてさっさと逃げて、高みの見物……なんて卑怯な真似してないで、あなたが自分で申告して」

　声をひっくり返らせた塩野君を、私は冷静に淡々と遮る。

「っ……なに？」

　私の言葉に虚を衝かれた様子で、塩野君が目に見えて怯んだ。

「水無瀬君に殴られるに至った経緯、自分の口で説明して」

　私がそう畳みかけると、塩野君は喉仏を上下させてゴクッと唾を飲んだ。私を見下ろす彼の瞳が、困惑するかのように揺れる。

　もしかしたら、私が塩野君の出方を試しているのに気付いたのかもしれない。

　私は、そっと目を伏せた。

「塩野君は、少なからず縁があった人。会うたびに絡まれても、相手にせずにやり過ごすしかできなかったけど、今後は……」

「相手にせず、ねえ。お前の中じゃ、俺はもうゴミみたいなもんなんだな」

　塩野君は、忌々しげにチッと小さな舌打ちをした。

「俺をそんな目で見る女、俺だってもう用はない。こっちから願い下げだ」

　自分に都合の悪い話は強引に切り上げ、ハッと浅い息を吐く。まるで捨て台詞のような言葉を発して、私の横を擦り抜けていく。

　ごまかされたようで、塩野君が私の〝駆け引き〟に応じたのかどうか、判断できない。だから私は彼の背を振り返り、決定的なとどめのひと言を浴びせかけた。

「塩野君。私、今回の水無瀬君の処分に、泣き寝入りはしない。本当のことを言ってくれないなら、私、水無瀬君のためになんでもする」

　強気でそう言い切ると、私の心は妙に清々しく晴れていった。

　塩野君はビクッと身体を震わせ、足を止めて顔だけで私を振り返る。

　私は、彼から目を逸らさず、まっすぐに視線を返した。

　目線を外し、顔を背けたのは塩野君が先だ。彼は無言で一歩踏み出し、まるで逃げるようにせかせかとエレベーターホールに向かっていく。

　その背が見えなくなるまで見送って、私は無意識にギュッと胸元を握りしめた。

　手の下で、心臓が妙に速く拍動しているのを自覚する。

　本当は、徹底的にやり込めようと思っていた。瞳と一緒に考えていた時はそういうつもりでいたし、実際、私が自分で訴え出る方が、ずっとずっと簡単だった。

　だけど、私は攻め方を変えた。

　塩野君を促すような駆け引きを仕掛けたのは、最後の恩情といっていい。

　瞳には『まったく』と呆れられそうだけど、わざわざ、自分により緊張を強いたのには、もちろん理由がある。

　感情論で火に油を注いでも、お互いの心から怒りと憎しみは消えてくれない――。

　ここで私が一方的に訴え出れば、塩野君の憤怒を招くだけ。彼の心はきっと、今以上に荒すさむだろうし、私と透に対する負の感情は残ったままになる。

　それを知っていて、透と見ないふりをして、逃げ続けたくない。

　私はテーブルの端に軽く腰掛け、顎を仰け反らせて天井を仰いだ。

　口をすぼめて、「ふーっ」と息を吐く。

「大丈夫。間違ってない」

　私は自分を鼓舞しようとして、短く声に出して呟いた。




　その夜、フライトで地方泊の瞳に、塩野君とのことを電話で報告した。

　私が話し終えると、

《あ～、もう！　理華はやっぱり、甘い!!》

　予想通りの反応が返ってくる。

　私はスマホを少し耳から離しながら、「はは」と苦笑した。

《私たちが考えたのは、理華がコンプラ委員に通報するってことで、塩野君に申告させることじゃなかったわよね？》

　瞳の言う通り。彼女と計画したのは、塩野君に申告するよう促すのではなく、私が訴え出るという強硬策だった。

《しかも、なんで金曜日に仕掛けるのよ？　週明けまで考える猶予与えたようにしか、思えないんだけど!?》

　それもその通り。わざわざ週末を迎える金曜日を狙った私は、甘いのだろう。

　でも、彼女の非難は真摯に受け止めた上で、私は小さく息を吐いた。

「ごめんね。でも、塩野君に情けをかけたわけじゃなくて。むしろこれは、私と水無瀬君のためだって判断したの」

　私が落ち着いた口調でそう答えると、電話の向こうで瞳が黙り込む。

「怒りに任せて懲らしめるだけじゃ、生産性ないじゃない。塩野君の弱みを握って、〝この件に関しては、全面的に決着を委ねる〟ってスタンスで恩を売っておけば、今後一切、彼は絡んでこれないと思ったの」

　ゆっくりと、自分でも考えながら説明すると、瞳の《弱みねえ》という呟きが返ってくる。

　彼女は目の前にはいないのに、私は同意するように何度か首を縦に振った。

《優しさ見せてるようで、結構毒のこもったことしてたんだ》

　ちょっと棘とげのある言い方だけど、私はクスッと笑った。

「私が訴えたら、塩野君のセクハラはれっきとした犯罪になっちゃうもの。私は、彼を地方に飛ばしたいわけでもないし、解雇処分になってほしいわけでもない」

　スマホから声は聞こえないけれど、瞳が相槌を打っているような間があった。

「といっても……大部分は、自分のため。私たちも後味悪いし……。きっと、水無瀬君も、望まないって思うんだよね」

　自分でも、それが正しいと思ったからこそ、私はひとり胸を張る。

　電話の向こうで、瞳が声に出して《はあ》と溜め息をついた。

《私は所詮外野だしね～。塩野君をとことんやり込めてくれた方が、気分爽快ではあったんだけど》

「瞳」

《でも、当人からしたら、それが正解か。そうよね。嫌な記憶に触れないように、ぎこちなくなりたくないよね》

　納得したように告げてくれる瞳に、私はホッと胸を撫で下ろす。

「うん……」

　瞳が目の前にいるような気分になって、私は大きく頷いた。まるでそれが見えていたかのように、瞳がクスッと声を漏らすのが、電波を通じて耳に届く。

《それなら！　もしかしたら、水無瀬君の処分期間短縮されて、またシフト変更になるかも。来週になって確定したら、教えるね》

「あ、ううん」

　明るく転調した瞳の声を聞きながら、私は短くそう返す。

《へ？》と、裏返った声で聞き返された。

「今のままでいい。水無瀬君の処分明け、一番のシフト、教えて」

　私は、瞳にそうお願いした。

「だってきっと、水無瀬君は、一度下った処分は、全うしようとするだろうから」

　彼女の反応を待たずに続ける。

　自分で言っていて、透ならきっとそうする、と強く確信していることに気付く。

　この短い期間、契約の名のもとに、透の〝恋人〟としてたくさんの彼を知って、刻み込んできた。まだ、私が教えてもらった透がすべてではないとわかっていても、彼のスタンスを疑いもしない自分がいる。

「ただの契約でも、私、水無瀬君のことちゃんと知れた。無駄じゃなかったな」

　ほとんど独り言の気分でそう呟くと……。

《ああああ～っ！　羨ましいっ！》

　突如奇声が聞こえて、私はギョッとしてスマホを耳から離した。

「ひ、瞳？」

《ちょっと！　理華が水無瀬君とうまくいったら、次は私の番だからね!?》

　スマホを遠ざけたままでも、瞳の絶叫のような声が耳をつんざく。

「う、うん……？」

　瞳にしては珍しいテンションに、私はわずかに怯みながら、恐る恐るスマホを耳に当てた。

「瞳の番？」

　短く訊ねると、《うん！》と勢い込んだ返事をされた。

《理華、お礼してくれるって、言ったじゃない？》

　確認してくる言葉に、私はまたしてもうんうんと首を縦に振る。

「でも、なにすればいいの？」

　そっと窺うように聞くと、瞳がわずかにためらっているような気配を感じた。

「瞳？」

《……理華に、じゃなくて。水無瀬君に、協力してもらいたくて》

　彼女らしくない、ちょっとボソボソした声に、私は思わず身を乗り出す。

「水無瀬君に？」

《その……紹介してほしい人がいて》

「……えっ!?」

　くぐもって消え入ってしまいそうな小さな返事を、なんとか聞き拾う。

　その意味を理解して、私はひっくり返った声をあげた。

「ひ、瞳。好きな人いたの!?」

　素っ頓狂な声で訊ねる私に、電話の向こうで彼女が慌てる気配を感じる。

《好きってわけじゃ！　ただ、気になるってだけで。だから、まずは取り持ってもらえたらってだけで!!》

「嘘、誰、誰？　私の知ってる人？」

　タジタジしている瞳に、私もグイグイと攻め込む。

　結局、私たちの会話は、瞳の〝好きな人〟の話題にシフトしていき、私の胸もワクワクと弾んだ。




　週が明けて、迎えた水曜日。

　少し遅めに休憩に入り、社食でひとり、スマホをいじりながら食事をしていると、先週までとは一転した噂話が耳に届いた。

「なんか、水無瀬君、不当処分だってね」という声に、私はビクンと肩を震わせてから、背後のＣＡたちのグループをそっと肩越しに窺い見る。

「え？　そうだったんですか？」

「なんでも、水無瀬君が殴ったっていう男が、『彼は悪くない』って申し出たらしいよ」

　そこまで聞いて、私は顔を正面に戻した。

　月見蕎麦を箸で摘まみながら、無意識に顔が綻んでしまう。

　背後で会話はまだ続いているけれど、それに耳を澄ます必要はない。私は食事を進めながら、テーブルに置いたスマホに指を滑らせた。

　午前中のうちに、処分明け初日の透の乗務シフトを、瞳がＬＩＮＥで教えてくれていた。

　来週の木曜日、最終便は【午後五時羽田発、札幌便】となっている。

【翌日は昼から札幌一・五往復で、公休じゃないけど】

　ご丁寧に翌日のシフトも教えてくれたけど、それだけ知れたら十分だ。

【瞳、ありがとう】

　私は短いお礼を入力して、笑顔のスタンプと共に送信する。そしてＬＩＮＥを閉じ、自社ホームページにアクセスした。

　透が乗務復帰する日の札幌便を全便確認して頭に叩き込むと、食事を終え、席を立った。




　その翌週――。

　私は宗像さんの協力を受け、透の乗務復帰初日に合わせて二日間の有休を取り、週末を足して四連休を得ることができた。

　そして、木曜日の午後五時半、札幌の新しん千ち歳とせ空港に降り立った。

　一緒の便で到着した乗客たちが、みな揃って出口に急ぐ中、私はアライバルフロアに残り、ベンチシートに腰を下ろした。

　東京からの飛行時間は、一時間半ほど。離陸までの助走段階からワクワクして、ふわりと浮き上がる感覚にも胸を躍らせていた。

　着陸態勢に入ると窓に張りついて、車輪が出る時の振動を感じ、地上に降りる瞬間をこの目に焼きつけて……。

　そうやって楽しんでいたら、機内で過ごす時間はあっという間だった。

　私はほんの一泊札幌に素泊まりして、明日の昼の便で東京に戻る。観光が目的じゃないから、札幌の街に急いで繰り出す必要はない。

　同じ便の乗客がだいぶはけてきて、アライバルフロアは静かになった。

　私は、今はクローズしているカウンターを見つめて、ふうっと息を吐く。

　一時間後、ここに透が乗務する飛行機が着陸する。

　私が、それより一本早い便に乗ったのは、チケットが取れなかったからじゃない。

　透が乗務する飛行機に乗りたい気持ちよりも、今日は、到着する彼を出迎えたかったからだ。

　次に東京から飛んでくる便が、このゲートに停まる瞬間を心に描き、私は徐々に緊張感を強めていった。




　午後六時を過ぎた頃、空港の地上職員たちがゲートを開けた。

　カウンターで、乗客を迎える準備を進めるスタッフたちを横目に、私は膝の上でギュッと手を握りしめる。

　腕時計に目を遣ってから、私はベンチシートから立ち上がった。荷物を手に、到着する飛行機がよく見える位置を探して、滑走路に面した窓に向かう。

　窓の外はすっかり日も落ち、滑走路には赤い誘導灯が灯っている。少し離れたゲートには、つい先ほど到着した他社便が駐機している。

　その便から降りた乗客たちが、賑やかにフロアを横切っていく中――。

「あっ……」

　滑走路に、うちの会社のロゴをボディに飾ったジャンボ機が着陸した。

　私は窓に張りついて、減速する飛行機にジッと目を凝らした。

　遠目だけど、絶対に透が乗っていると確信できる。

　やがて機首がこちらに向き、私はそっと視線を横に滑らせた。

　そこには、車のゴンドラに乗ったマーシャラーが立っている。飛行機が駐機ポイントで正確に停まれるよう、誘導する専門スタッフだ。

　両手に旗を持ったマーシャラーが、進入してくる飛行機に向かって、両腕を空高く突き上げている。コックピットのパイロットに〝ここへ〟と示すための合図だ。

　大きな飛行機が、誘導されて進んでくる。

　マーシャラーが角度を測りながら、時折右腕を横に伸ばす仕草を見せる。

　やがて、飛行機の進路が安定した様子で、両腕を真横に伸ばした。〝まっすぐ進め〟という指示なのは、機体がぶれずに進んでくるのでわかる。

　私の視界の中で、機体は徐々に大きくなっていく。

　コックピットに座るふたりのパイロットの姿を視認できるところまで機体が近付いた時、マーシャラーが両腕を天高く突き上げた。

　停止――。

　その次の瞬間、機体はピタリと止まった。

　私はゴクリと唾を飲み、窓に置いた両手をギュッと握りしめる。

　窓の外、眼下では、機体が動くことのないよう、整備士たちが車輪止めのチョークを施している。

　宙に浮かんでいるようなコックピットの中では、ふたりのパイロットがマーシャラーに向かって敬礼した後、労いの握手を交わしていた。

　私から見て左側、副操縦士席に座るパイロットが、ふとこちらに目を向けた。

　私は真正面にいるから、分厚い窓ガラスで隔てられていても、透の顔がはっきりと確認できる。

　私がドキッと胸を弾ませるのと同時に、透も大きく目を瞠った。

　その視線が、揺れることはない。こちらに向けられたまま動かないから、彼も私に気付いた、と思っていい。

　私は透から目を離さずに、そろそろと右手を持ち上げた。そしてピンと背筋を伸ばし、彼に向かって敬礼してみせる。

　一拍分の間を置いて、コックピットの中で、透がふわっと笑ったのがわかった。

　次の瞬間、彼も私に、同じポーズを返してくれた。




　透が乗務していた飛行機の乗客たちが降機を終えると、続いてＣＡたちが出てきた。

　彼女たちは、先に歩いていくでもなく、ゲートの前で足を止める。何人かが、『まだかな～』とでもいうように、たった今降りたばかりの飛行機を見遣っている。

　やがて、四本ラインの制服制帽の機長が、タラップに姿を現した。

　ＣＡたちが背筋を伸ばし、「お疲れ様でした」と声をかける。

　機長も穏やかな笑みを浮かべて、彼女たちを同じ言葉で労った。

　ゲートから少し離れた場所で柱を背に佇む私の前を、機長は颯さっ爽そうと通過していく。

　その立派で堂々たる姿に、私は無意識にビシッと姿勢を正し、なんとなく最後まで目で追ってしまった。

　その時。

「あ、水無瀬さん！　乗務復帰フライト、お疲れ様です！」

「それから、おめでとう」

　ゲートの方から、明るくはしゃぐような声が聞こえて、私はビクッと身を強張らせた。

　ハッとしてそちらへ顔を向けると、最後に降機した透を、ＣＡたちが取り囲んでいる。

　それを見て、私はほとんど条件反射で柱の陰に身を隠した。

　瞳からも散々聞いているし、そうじゃなくても、透がＣＡに人気があるのはよくわかってる。

　彼と関係を持つようになってから、何度も想像して変なヤキモチを焼いた光景が、今まさに目の前で繰り広げられていた。

　心臓がドクッと跳ね上がり、むうっと口をへの字に曲げてしまう。

　実際にこの目で見たら、私の胸は予想以上にモヤモヤした。

「この後みんなで、水無瀬さんの復帰祝いしようって言ってたんです！　夕食、美味しいもの食べに繰り出しませんか？」

「私、実家札幌なんで、穴場はいくらでも知ってますよ～」

　みんなが、透に群がって歩き始める。

　声が近付いてくる中、私は肩を強張らせた。

「あ、いや、今日は……」

　透はどこか歯切れ悪い返事をしながら、アライバルフロアに視線を走らせている。

　私を捜してる……？

　そう期待して、胸を大きく弾ませた瞬間、私の上で透の視線が留まった。「あ」という形に口を開けた彼と、バチッと目が合ってしまう。

「っ……」

　なのに私は、慌てて柱の裏側に回り、そこに背を預けて、透の視線から逃げ出す。

「ありがたいけど、すみません。それはまた今度」

　透は私の背後で、ＣＡたちのお誘いをお断りしていた。「え～」とちょっと残念そうな声が、私の耳に届く。

　ＣＡたちには申し訳ないけど、思わずホッと胸を撫で下ろした時……。

「こら。なんで隠れる？」

　すぐ後ろから声がして、私はギクッと身を竦ませた。

　ハッとして振り返ると、凛々しいパイロットの制服姿の透が、いつの間にか私のすぐ後ろで立ち止まっていた。

「え、あっ……」

　慌てて透の方に向き直ると、彼は唇の前で人差し指を立て、「しっ」と短く私を制す。そうしてＣＡたちの視線をかわすように、私の横にサッと身を滑らせてくる。

「理華、こっち」

「えっ……？」

　彼は私の腕をグイと引いて、そのままフロアの奥に向かって駆け出した。

　いくつかのゲートを通り過ぎ、アライバルの表示が灯っていないゲートの隅、人気のない一角に辿り着く。

　彼は、「ふうっ」とひと息つくと、ちらりと私を横目で見遣ってくる。

「あ、あの、透。乗務復帰、おめでとう」

　壁に寄りかかった透の前に立ち、私は少し気負って肩に力を入れながら、ＣＡたちと同じお祝いを口にした。

　それには、彼も一度だけ頷いて返してくれた。そして、私をまじまじと見下ろしてくる。

「いつからいたの」

　透は口元に手を遣り、探るように訊ねてくる。

「一本前の飛行機で来たの」

「一本前？　なんで。さっきの便、満席じゃなかったのに」

　訝しげに首を傾げる透を、思い切って見上げる。

「今日は、透が乗務する飛行機に乗るんじゃなくて。仕事を終えた透を、ちゃんとお迎えしたくて」

「お迎え？」

「透が、無事にコックピットに戻ったの、見届けたくて。……だから、先に来て待ってたの」

　再び目線を逃がしながら、ボソッと呟く。

　わずかな沈黙の後、透が「はああっ」と深い息を吐いた。

「そういうかわいいことされると、期待するんだけど」

　透は帽子を取り、ちょっと乱暴にガシガシと頭をかいた。

　すっきりとセットされていた前髪が崩れ、形のいい額にさらりと落ちる。

「塩野が、俺に殴られたのは、自分に非があったからだって、申告したって聞いた。それで一週間の自宅謹慎食らったって。……それも、理華が絡んでるんだろ？」

　探るような問いかけには、口を噤んだまま、こくりと頷く。

「透が塩野君を殴った理由がちゃんと明らかになれば、少しでも名誉回復になるんじゃないかって……」

「そう。実際、俺は、処分期間短縮の連絡をもらった」

「……でも、透はそれを受け入れなかったんだよね？」

　そっと上目遣いに透を見つめると、彼は返事をせずにつっと目を逸らした。

　そして、大きな手で顔を隠し……。

「……マジ、好きだ」

　どこかふてくされたように、小さな声で呟く。

　私はそれをしっかり耳で拾ってしまい、胸がドキンと弾んだ音を立てた。

「理華が好きすぎて、たまらない」

「な、なんで」

　開き直ったように『好き』を繰り返す透に、私の心拍は速まる。

　ドキドキドキ……と強い音を鳴らす胸元を、私はギュッと握りしめた。

「私、透に、恥ずかしいところしか見せてないのに」

「恥ずかしい？」

　透が、私の言葉を繰り返して、訊ねてくる。

　この短い期間で、私が透に晒した数々の醜態。その時々の彼の反応を思い返しても、顔から火が噴くほどの羞恥心に襲われる。

「私の方は、透のこと知れば知るほど好きになる一方だったのに、多分私は、この先も幻滅されるばかりで……」

「ちょっと待て。……今、好きって言った？　理華」

　言い募っている途中で、そんな言葉に遮られる。

「今、俺のこと、好きになる一方って」

「え？　あ……！」

　大事に伝えたかった言葉を、私は勢い余って、随分とさらりと口にしてしまったようだ。

　慌てて取り繕おうと、反射的に顔を背ける。

　くるっと背を向けた途端、透の腕が回り込んできて、その手が壁を突いた。

「理華。言って。聞きたい」

　私の視界を横断する透の腕に、退路を断たれる。

　小首を傾げて、私を横から覗き込む真剣で鋭い彼の瞳に射貫かれ、グッと唾を飲んだ。

　そして。

「好き、だよ。もう、とっくに」

　少し顎を引いて、湧き上がってくる緊張を抑えながら、私はたどたどしく答えた。

　私の目線のすぐ先で、透の男らしい喉仏が一度上下する。

「でも、透が契約なんて言って始めたから。私が本気になったら困るのかなって、結構真剣に悩んで……！」

「それは、ごめん」

　透は短い謝罪で遮ると、私の頭の後ろに右腕を回した。

　そのままグッと抱き寄せられ、私は彼の肩に額を預ける格好で、ハッと息をのむ。

「っ、とお……」

「俺さ。本当言うと、結構前からお前のこと気になってたんだ。ただの同期っていうんじゃなく、それ以上の気持ちで」

　透は私の頭を強く抱え込み、ちょっと早口でそう言った。

「だ、だったら」

「……あの時、俺じゃ物足りないみたいな言い方されたから」

　私がなんと言うか予測したのか先回りして、透が拗ねたような声でボソッと呟く。

　それにはギョッとして、私は顎を仰け反らせて彼を見上げた。

「ま、待って！　そんなこと言ってない！」

「みたいな、って言ったろ。悔しかったのもあったし、俺のこと知ってもらうのが先決だと思った。いっそ、じっくり俺を教えて、とことん惚れさせてやろう、なんて意地になってたんだよ」

　透は開き直った様子で言い切ると、私の身体に両腕を回し、ぎゅうっと強く抱きしめた。そして、私の首筋に顔を埋めてくる。

　微かな吐息に耳をくすぐられ、ピクリと反応してしまう私に、

「けど……ちょっと計算が狂った」

　彼が、低くトーンを抑えた声で、囁いた。

「え？」

「俺を知り尽くしてもらうつもりで、契約なんて一線置いた始め方したのに。〝恋人〟になった理華は、まあ色々とかわいくて。俺の方が、もっともっとって理華を欲して、あっという間に完落ちした。……不覚」

　その声が、本当にどこか悔しげだったから、私はドキッと胸を弾ませる。

　カッと頬を染め、なにも言えずに固まってしまう。

　身体の強張りが伝わったのか、透は腕の力を抜き、私を抱擁から解放した。

　そして、真っ赤な顔を隠して俯く私を、意地悪に覗き込んでくると――。

「……理華。まさか、今日はこのまま東京にとんぼ返り……なんて言わないよな？」

　薄い唇を動かし、探り入れてくる。

「あ、う、うん。明日、透が乗務する昼の便で帰るつもりで……」

　彼の瞳にドキッとして、私の声はやや上擦る。

　それを聞いて、透がどこか満足げに微笑む。

「それなら……。今夜はひと晩一緒に過ごしたいって言っても、問題ないわけだ」

「っ、え？」

　胸の鼓動がドキドキと加速し始めるのを感じながら、私は喉に声を突っかからせて聞き返した。

　彼はスッと背筋を伸ばして、小首を傾げてニッコリ笑う。

「今日の宿泊、すぐそこのホテルなんだ。俺、デブリーフィング終えたらすぐ行くから、俺の名前で先にチェックインして待ってて」

「っ！」

「もう、契約じゃない。理華の気持ちもちゃんと聞けたし、今日からは本当に俺の恋人だから。今夜は離すつもりはないよ、理華」

　わかりやすい、ストレートなお誘い。

　どこか妖艶に細めた目で見つめられ、私はカッと全身を火照らせてしまった。










テイクオフ




　私がホテルにチェックインしてから一時間ほどして、透が部屋にやってきた。

　外からインターホンが鳴り、私は弾かれたようにドアに駆け寄る。

「お帰りなさい」

　妙に緊張しながらそんな言葉で出迎える。

　透は、一見してパイロットとわかる上着を、肩から提げるようにして持っていた。

　私が薄く開けたドアの隙間から、まるで押し入るようにして入ってくる。

「え？　着替えてこなかったの？」

　上着こそ脱いでいるけど、三本ラインの肩章が入ったシャツもスラックスも、制服のままだ。

　思わず目を見開いて訊ねる私を、透が狭い通路の壁にトンと押さえつける。

「着替える時間がもったいなかった。早く理華のところに帰ってきたくて」

「もったいないって」

「っていうか、『お帰りなさい』って……。破壊力強すぎ」

「えっ？　う、んっ……」

　私に言葉を返す隙も与えず、透が腰を屈めて、覆い被さるようにして唇を塞いできた。わずかに開いた唇の隙間から、彼の熱い舌が挿し込まれる。

　すぐにからめとられて、私はくぐもった声を漏らした。

「とお、ん……」

『待って』と言おうとしたのに、久しぶりに感じる透の唇は温かく、そしてやっぱりキスがうまい。

　私は彼のシャツをギュッと握りしめ、必死にキスに応えるだけ。

　透の方から唇を離した。

　それでも、まだ鼻先が掠めるほどの至近距離で、彼は私をジッと見つめている。

　一瞬視界がぼんやりとして、焦点を合わせられずにいた私も、彼の深い茶色の瞳をまっすぐ見つめ返す。

「……ごめん。理華」

「え……？」

　なんで謝られるのかわからない。

　私はすっかり息を乱し、胸を上下させながら聞き返した。

「せっかくだし、夕食、札幌で見つけたうまい店、連れていこうかとも思ったんだけど。……やっぱり、ルームサービスにしていい？」

「い、いいけど。どうして」

「言ったろ？　ひと晩中、離したくない。今すぐ、理華を抱きたい」

「っ……」

　透は、情欲を憚ることなく言って、私の返事を待たずに首筋に顔を埋めてきた。

　血管に近い薄い皮膚を、痛みが伴うほど強く吸い上げてくる。

「ちょっ、ちょっと、透!!」

　数週間前、同じ場所に残された痕を思い出し、私は慌てて首を捻って、彼の胸を押そうとする。

「隠すの、大変だったって、言ったじゃない！」

　必死に叫ぶと、「あ、そうか」と、ケロッとした呟きが耳をくすぐる。

「じゃあ……俺以外の誰にも見えない場所につけようか」

　透はそう言いながら顔を上げ、私を覗き込み、ニヤッと笑った。

　そんな表情にも、寒気にも似たゾクリとした痺れが、私の背筋を走る。

「え、ちょっと」

　一瞬怯んだ私の腕をグイと強く引いて、透は大きな歩幅で室内に入っていった。

　途中でバサッと床に落とした制服の上着に、私が気を取られていると。

「よそ見、禁止」

　彼は短くそう言って、私をベッドに押し倒した。

「ひゃっ」

　いきなり視界がぐるんと回転して、気付くと白い天井を見上げていた。

　けれど、すぐに透がベッドに乗り上げてきて、私の視界を遮る。

　大きく開いた目には、私を組み敷く透の姿しか映らない。

「とお……」

　呼びかけは最後まで声にならないまま、再び唇を塞がれた。

　いやらしいキスの音が、私の鼓膜を直接刺激する。

　荒々しく貪られる感覚にも恍惚として、私の身体からは抵抗の力も失せていた。

　そして。

「っ、ひゃうっ……!?」

　いきなり胸に感じたその感覚に、私はビクンと身体を震わせた。

　ハッとして顎を引いて自分を見下ろすと、キスの間にやすやすと胸元をはだけられていて、透が顔を埋めている。

「やっ、いつの間に……！」

　彼の頭を押し退けようとしたものの、次の瞬間、首筋よりも強く唇で吸い上げられ、私は背をしならせた。

　透が顔を上げ、むくりと身体を起こす。

　私は左胸の膨らみに彼が残した赤い痕を見つけて、カッと頬を火照らせた。

　私の反応を見て、透が満足げにニヤリと口角を上げる。

「ここなら、俺以外の誰にも見られないだろ？」

「なっ、なに……」

「理華は、全部俺のもの。毎日俺の痕を見れば、理華も金輪際他の男に情けかけたりできないよな？」

　透は私を跨またいで膝立ちの格好で、ちょっともどかしそうにネクタイを解き、首からしゅっと抜き取った。

「こ、こんなのなくたって、そんなことしない」

　私は胸を喘あえがせながら、透がシャツのボタンを上からひとつずつ外すのを見て、ドキンと胸を弾ませてしまう。

　私が言い返した言葉には、「信じるけど」と、やや素っ気ない声が返ってきた。

「今野から、『あんな男にも、理華は最後まで優しかった』って聞いてね」

「っ、えっ!?」

「俺は、そういう理華に堕ちた。……けど、恋人になった今は、やっぱり受け止め方が違う」

　素っ頓狂な声をあげる私の上で、透が勢いよくシャツを脱ぎ捨てた。インナーを裾からまくり、頭から豪快に抜き取る姿に、鼓動が狂う。

「……むちゃくちゃ、妬けた。狂おしいくらい」

　引き締まった逞しい胸を晒し、透がムッと眉根を寄せた。

　不機嫌なのが、たまらず色っぽい。

　私の心臓は、壊れそうなくらい、バクバクと激しい音を打ち鳴らすけれど。

「……ふふ」

　私は、顔を綻ばせて、透に両腕を伸ばした。わずかに背を起こし、彼の頭の後ろに手を回して、グッと抱き寄せる。

「っ」

　透が短い声を漏らし、私に覆い被さった。肌が重なり、すぐに透の温もりが私に沁み渡る。

　彼は私と頬を擦る格好で、

「……なにがおかしいんだよ」

　と、ちょっとふてくされたように呟いた。

「ごめんね。嬉しくて」

　私は透の髪に指を通しながら、その耳元に囁きかけた。

　私に体重を預けている彼がビクンと震える。

「私もさっき、透がＣＡたちに囲まれてるの見て、ヤキモチ焼いてたから」

　私の耳に、彼が小さく息をのむ音が伝わってくる。

「でも、透、私のところに来てくれた。あれ、すごく安心したの」

　クスクス笑いながら続けると、「当たり前だろ」と返された。

「コックピットから、理華を見つけて……早く理華に会いたいって気持ちしか、なかったんだから」

「……うん」

　透の声を鼓膜に、その言葉を胸に刻む。

「だから……私も、透を安心させてあげる」

　私は両腕を透の背中に回し、ぎゅうっと力を込めた。

　お互いの肌の境界線が曖昧になるほど強く深く、体温を浸透させる。

　私は彼の耳元に唇を寄せた。

　そして、形のいい耳を唇でくすぐり、

「愛してる、透」

　胸を高鳴らせながら、そう告げた。

　透の身体がピクンと震えるのを感じる。

「私を、全部、透にあげるから。だから、心配しないで。安心して？」

　彼に刻み込むように、ゆっくりとその耳に囁きかける。

　透が、ゴクッと喉を鳴らすのが聞こえた。それからわずかに身体を起こし、がっくりとこうべを垂れて、「はああっ」と深い息を吐く。

　そして、次の瞬間――。

「っ、あっ……！」

　彼の筋張った手が、私の胸を包んで揉み上げる。

　一気に背筋を貫く痺れに、私は背をしならせた。

「あんまり、煽るな、バカ」

　透は顔を伏せたまま、掠れた声で呟く。

「手加減、してやれなくなる」

　熱っぽく宣言して、透は私に容赦ない愛撫を施した。

　絶え間なく押し寄せる、快感の波に揺られる。

　その夜、私は現実と夢の境目が曖昧になるほど、彼に愛された。

　彼の腕の中で、最高に甘く、極上な幸せで溢れる夜を過ごした。




　翌朝、私はお昼の便に乗務する透に合わせて、一緒にホテルを出た。

　私が搭乗するまでには、まだまだたっぷり時間がある。

「退屈しないか？」と心配してくれた透には、ニッコリ笑って返した。

「展望デッキで、バカみたいに飛行機の離発着を見ているだけで、楽しいの」

　一瞬虚を衝かれたように目を丸くして、透はとても嬉しそうに微笑んだ。

「今日は、俺と一緒のフライト、楽しんで」

　空港に着き、透と別れて、私はひとりになった。

　チェックインまで結構な時間があったけれど、オフィスや瞳へのお土産を探して、空港内を歩き回っていたら、わりと早く時間が過ぎてしまった。

　ここに着いた時よりも増えた荷物を持ち直しながら、私はゲートに急ぐ。

　ゲートの外の窓に、私が乗るジャンボ機が駐機していた。

　もちろん、透をはじめ、乗務員は、中で乗客を迎える準備をしているはず。

　付近のベンチシートでは、搭乗開始を待つ乗客が寛いでいる。私もその片隅に腰を下ろし、アナウンスを待った。

　やがて優先搭乗が始まり、ゲートに列ができる。

　並んでいた人たちが機内に吸い込まれていく様を見守り、私は荷物を手に席を立った。エコノミークラスの搭乗案内が空港に響き、私も列に並ぶ。

　初めて、透が乗務する便に乗る。

　ここにきて高揚する気持ちを抑え切れず、私は頬を紅潮させていた。

　機内で迎えてくれるＣＡに、見知った顔はない。

　搭乗券を確認して、通路に誘導してくれる彼女たちを横目に、私はファーストクラス前方にあるコックピットに視線を走らせた。

　視界を遮るカーテンのおかげで、私にはコックピットのドアは見えない。

　だけど、今そこに透がいると思うだけで、胸がきゅんとする。

　子供の頃の遠足の前日みたいにワクワクして、心が躍った。

　座席に着き、シートベルトを締めて、ゲートクローズを待つ。

　乗客が全員着席してまもなく、機体が動き出すのを感じた。

　離陸の瞬間、操縦桿を握るのは機長だろうか。

　それとも、透……？

　いつになく気が昂る自分を、必死に抑える。

　離陸前、最後のアナウンスが機内に響く。それを合図に、ＣＡたちも着席した。

　滑走路に入り、機体が一度ピタリと停止する。

　エンジン音が轟とどろき、飛行機は一気に加速しながら走り出した。

　背中がシートにグッと吸い込まれる。

　やがて、ふわりと浮き上がる感覚。

　テイクオフの瞬間を、私は身体で捉えた。

　ぐんぐん上昇していく機内で、ドキドキと高鳴る胸を、ギュッと両手で押さえる。

　今私は、透が乗務する飛行機に乗っている。

　一緒に空を飛んでいると実感して、胸に込み上げるものがあり、なんだか鼻の奥の方がツンとした。




　私が乗った飛行機は、トラブルもなく順調に飛行し、定刻通り、羽田空港に着陸した。

　滑走路からターミナルに進入して、ゲートに着く。

　やがてエンジンが停止した。

　機内にはシートベルトオフのランプが点灯し、乗客たちがわらわらと立ち上がった。

　私も、ゆっくり降機の準備を整える。

　一時間半の飛行中、機体が大きく揺れることもなかった。

　どこまでも安心・安全なフライト。

　でも、乗員たちにとって、それが当たり前でなければならないはず。

　現に、乗客を見送るＣＡたちは、とても穏やかな表情だ。

「お気をつけて、行ってらっしゃい」

　タラップに出る私に、そんな言葉をかけてくれる。

　私も、無意識に、ＣＡに微笑みかけた。

　狭いタラップを歩きながら、一時間半のフライトを思い返す。

　透がコックピットにいると思うだけで、絶対的な安心感に包まれた。

　これからも、透が乗務する飛行機に乗りたい。

　透と、同じ空を飛びたい。

　だけど、私は、もっともっと――。

　空港内に入り、今降りたばかりのジャンボ機を振り返った。

　ここからでは、コックピットは遠くて、透の姿は確認できない。

　一瞬、胸によぎった想い。

　自分でも我わが儘ままだと自覚しながら、私はきゅっと唇を引き結んだ。




　札幌と同じように、透は最後に降機した。

　しっかりと羽田空港の床を踏みしめ、「ふうっ」と息を吐く様を見守って……。

「透」

　私は、彼の名を呼んだ。

　すぐに反応した透が、私を捜してサッと辺りに視線を走らせる。

　ゲートの片隅に立つ私に気付き、視線を留めると、

「理華」

　どこかホッとしたような、とても柔らかい笑みを浮かべてくれた。

　その笑顔に胸をきゅんと鳴らして、私は彼に向かって一歩踏み出す。

「透のフライト、最初から最後まで、最高。完璧でした」

　そう言いながら、彼との距離を詰める。

　それには透が「はは」と笑った。

「気象条件が最高だったせいかな。俺にとっても、今までにないほど、順調なフライトだった」

　自分の力ではない、というような彼に、私は一度微笑み返した。

「……後ろに、理華がいてくれるからか、って思ってたよ」

　ボソッと続いた言葉に、「え？」と短く聞き返す。

　きょとんと目を丸くする私に、透はひょいと肩を竦めた。

「札幌で、コックピットから理華を見つけた時、一瞬、女神が降臨したのかと思って、目を疑ったんだよね」

「っ……えっ!?　なに言って」

「いや、冗談じゃなくてね、ほんとに。俺の女神が乗ってるんだから、気流が悪くなるわけがない。視界も驚くほど良好だったし、完璧なフライトも当然か」

　透は飄々として、真面目な顔で言ってのける。

　女神だなんて持ち上げられ、私は恥ずかしさのあまり、顔を真っ赤に染めた。

　とはいえ、透にそんなことを言ってもらえて、悪い気はしない。

「も、もう」

　嬉しさと気恥ずかしさの狭間で葛藤する。

　ちょっと素っ気ない言い方をして、私は透からぷいと顔を背けた。

　頭上で、透がクスッと笑う声が聞こえる。

「けど、さ」

　彼が笑みをのみ込んで続けた言葉に、私もそっと顔を上げた。

「後ろに理華がいるって思いながら操縦桿握ると、気が引き締まるし、嬉しいんだけど……」

「けど？」

　私は、彼が言い淀んで尻すぼみにした言葉を拾って、聞き返した。

「……俺が、理華の隣にいたい。そう思った」

　透は、大きな手で口元を押さえ、ちょっと声を低めて呟いた。

「えっ」

　私はドキッとして、胸を高鳴らせる。

「理華が楽しい旅に出る時は、俺は隣に座って一緒に行きたい」

「う、うん！　私もっ……」

　飛行機を降りた時、私の胸をよぎった我儘な想い。

　透も、私と同じ想いを抱いてくれたんだ、と、私の心は弾む。

「私も、透と……」

　気持ちが浮き立ち、勢い余って透の腕に手をかけていた。

　けれど、透は一瞬ゴクッと喉仏を上下させて、私からサッと目を逸らした。周りを行き交う乗客たちの目が気になったのか、顔を伏せる。

　それを見て、私もハッとして辺りに視線を走らせた。

　ただでさえ、制服姿のパイロットやＣＡは空港内でも目を引く。長身でイケメンの透は、特に注目を浴びている。

「ご、ごめんね。透。こんなとこで」

　慌てて手を離し、首も肩も縮めて謝った。

　彼は口元を手で覆ったまま、「いや」と短く返してくれる。

「ごめん、違う。人目を気にしたのは……俺が、理華にキスしたいって思ったから」

「っ！」

　くぐもった呟きに、私の心臓が大きく跳ねる。

「でも、理性で止めた。制服着たまま人前でしたら、俺、処分明けだしさすがにマズいよな～って……」

　処分明けとかそういう問題じゃなく、マズいに決まってる。

「もうっ、透」

　明後日の方向を向いてボヤく透を、私は小声で叱咤した。

　彼はちらりと私に視線を流し、口元から手を離すと、クスッと笑った。

「ふふ。ごめんごめん。さすがにそれはジョーク。……でも」

　透は小気味よく肩を揺らしながら、スラックスのポケットに手を突っ込んだ。

　再び出したその手を、グッと私の前に差し出してくる。

「え？　なに？」

　私がそこに目を落とすと、透はゆっくりと手を開いた。

「俺んちの、鍵」

　彼は短く説明をして、私の手を取り、鍵をギュッと握らせる。

「え？　どうし……」

　驚いて大きく顔を上げると、彼がわずかに腰を屈め、内緒話をするように顔を寄せてきた。

　ドキッとする間もなく、彼が耳打ちする。

「昨夜のあれ。ワンモア」

「昨夜？」

　なんのこと？という目で透の横顔を見つめると、彼はニッと口角を上げて背筋を伸ばした。

「今夜は、俺んちで『お帰りなさい』聞きたいな、ってね」

「っ……！」

　一瞬、ねだるように細めた目で射貫かれて、私の心臓がドックンと大きな音を立てて跳ね上がった。

　耳までカッと赤くする私の反応をおもしろそうに眺めてから、透は私の横を擦り抜けていく。

「あっ」

　透の家の鍵を握りしめたまま、反射的に声をあげると、透は私に背を向け、右手をひらひらと振っていた。

「十時頃には帰れる予定だから。じゃ、よろしく」

「よ、よろしくって」

　どぎまぎしながら言い返したものの、チラチラとこちらに向けられている、旅客たちの視線に気付く。

　私は慌てて、鍵を握った手をコートのポケットに突っ込んだ。

　そして肩を竦めると、ほとんど逃げるように、透とは反対の方向に足を向けた。




　宣言通り、透は午後十時をちょっと過ぎた頃、マンションに帰ってきた。

　エントランスからのインターホンで、『俺』という声を聞くだけで、私の胸はドキドキと打ち鳴る。

　しばらくして、玄関のインターホンが鳴るのを聞いて、ドアを開けたものの……。

「お、お帰り、なさい」

　昼間、透があんなこと言うから、昨日はなんてことなく口にした出迎えの挨拶に、やけに照れてしまった。

　なんとか言い切った途端、私は真っ赤に染まった顔を伏せ、自分の足の爪先に視線を落とす。

　玄関先に立った透は、昨日とは違う私の出迎えに、きょとんとした様子だったけれど。

「ぶぶっ」

　吹き出しながら中に入り、背中でドアを押し閉めた。

「なに照れてんの」

　クックッと小気味よい笑い声を漏らしながら、ドアをロックする。肩に力を込めて俯いたままの私を、わざわざ腰を曲げて、「ん？」と意地悪に覗き込んできた。

　悪戯っぽい瞳から、慌てて顔を背ける。

「わ、私の役目はこれで終わりだよね？　だったら、帰……」

　自分でも、なんでこんなことのためだけに、素直に来てしまったんだろうと思う。

　私は彼を押し退け、玄関のドアに手をかけた。それを、透が「おい」と言って止める。

「本気で言ってる？　これだけで終わりなわけないだろ。……帰さないよ」

「っ」

　両肩を、後ろから抱えるように引き寄せられる。

　私は一瞬足をもつれさせ、彼の胸にトンと背を預けた。

「週末だし、理華、明日も明後日も休みだろ？　実は俺もね、休みなんだ」

「えっ……」

　耳元で囁かれた言葉に、私は思わず振り返った。

　すぐ目の前にある、透の黒く深い瞳に射貫かれ、ゴクッと喉を鳴らしてしまう。

「日曜の夕方から、スタンバイなんだけど。それまでは、理華と水入らずで過ごせる」

　そう言って、透はなんだか妖艶に目を細めた。

　男の色香が匂い立つ瞳に、私の鼓動は無駄にバクバクと騒ぎ始める。

「う……えっと」

　その目に至近距離から見つめられ、私は頬を染めたまま口ごもった。

　彼は私の反応を観察して、ふっと口角を上げて微笑む。

「俺、我儘言ってるかな。理華、困ってる？」

　腕を解きながら邪気なく小首を傾げられ、私は「うううう」と唸った。

　けれど、私の返事を待っている彼の前で、結局白旗を上げた。

「……もしかして、『お帰りなさい』って言わせたかったんじゃなくて、本当はそっちが目的だった？」

　彼の後に続いて廊下に上がり、ボソボソと訊ねる。

　先を行く透が、「はは」と苦笑した。

「そんな計算はしてない。昨夜のお出迎え、マジでグッときたし、今日も言ってほしいと思った。ほんとに」

　透はそう言いながら、リビングに入っていく。

　私もその後に続くと、天井の照明を浴びた透が、肩越しに振り返った。

「……でも、今日だけじゃなく、明日も明後日も。できれば、その先もずっと」

「っ、え？」

　いつもよりトーンを落とした低い声が、やけに意味深に聞こえる。

　私はドキッとして、彼を見つめ返した。

「毎日理華が俺を出迎えてくれたら、最高だな。そう思ったから、週末水入らずで過ごしたいって提案に至った。……新婚さんみたいな、プレ結婚生活」

「っ……新婚さんって！　なに言って」

　透の口からまさかのひと言を聞いて、私は上擦った声でそう返した。

　カアッと火照る頬に、無意識に手を当てる。

　透は、そんな私をちらりと見遣っていたけど。

「やっぱり、まだそんな反応か。理華は」

　ひょいと肩を竦めて、寝室の方に歩いていく。

「え？　あの……透？」

　もしかして、ご機嫌斜めになってしまった？

　急に素っ気ない態度を見せる彼に怯んで、恐る恐る呼びかけた。

　透は寝室のドアレバーに手をかけ、そこでピタリと足を止める。そして、わずかに逡巡するような間の後、再び私に顔を向けた。

「理華。俺、いずれは……って、そういうつもりでいるから」

　ちょっと熱っぽい瞳に、私の胸が拍動を狂わせる。

「と、透……」

「必ず、プロポーズする。もちろん、ＹＥＳって言わせるために、とことん攻める。理華、覚悟してて」

「っ、えええっ!?」

　ニッと唇を引いて笑う彼の言葉にギョッとして、私はひっくり返った声をあげていた。

　透は口元に手を遣り、目を剥く私を、肩を揺らしておもしろそうに笑っているけれど……。

「そんな驚く？　心外だな」

　再び私の前まで戻ってくると、ひょいと覗き込んできた。

　真っ赤に染まった顔を見つめられ、身体が火照るのがわかる。

　けれど。

「……愛してる、理華。これから先も、俺の全部、包み隠さず刻んでやる。だから、今よりもっと、俺を好きになって」

　彼の澄んだ瞳の奥で、なにかの光が揺れた。

　それに見惚れていた私に、透がそっと唇を寄せる。

　重なったのは、ほんの一瞬。

　離れていく透の唇を、私はぼんやりと目で追ってしまう。

　彼は、私の視線を受けながら、

「もちろん、理華の全部も。俺にさらけ出して」

　薄く色っぽい唇で、甘く誘うように私に告げる。

　それには、思わずひくりと喉を鳴らしてしまった。

「私の場合は……幻滅、されるかも……」

　か細い独り言を漏らして肩を落とすと、透が私の頭上で小さくプッと吹き出した。

「ずぼらで、料理が苦手なんだったっけ？」

　顎に手を遣り、肩を揺する透の頭の中で、今なにが思い返されているのか、ピンとくる。

「い、言っとくけど、透が来る時は、もう下着干したりしないから」

　ちょっとムキになって、ボソッと言った。

「え？　いいよ？　俺は別に。本当は、わかりやすい誘惑は引くんだけど」

「っ！　あれは、誘惑じゃな……！」

「理華がやると、もうなにもかもかわいいとしか思えない。……惚れた弱みってこういうことか」

　透は、結構恥ずかしいはずの言葉を、なにやらしげしげと呟く。

　言ってる本人が照れずに真面目なせいで、私の方がボッと火を噴く勢いで、顔を真っ赤にしてしまった。

　頭のてっぺんからしゅーっと湯気が出そうになってる私に、透は「くくくっ」と噛み殺したような笑い声を漏らす。

「もう……バカ」

　照れ隠しで、私はかわいくないひと言を漏らし、そっと彼の胸に手を当てた。

　甘えるように身体を寄せると、透が両腕で私を包み込んでくれる。

「あの時、さ。一緒に料理しようって約束したの、覚えてる？」

　透が、私の耳に囁きかけてくる。

　直接鼓膜を震わせる、しっとりした彼の声に、私はドキッと胸を弾ませた。

「う、ん」

　喉に引っかかるのを感じながら、なんとかそれだけ返事をする。

　透が、私の横の髪をさらりと指で梳いた。

「明日、昼間買い出しに行って、夜、一緒に作ろう」

　提案を聞いて、私はそっと目線を上げた。彼は私の視線を受け、ふっと微笑む。

「だから今夜も離さない」

　まるで挑むような掠れた甘い声に、私のドキドキは止まらない。

　私はなにも言えずに、わずかの間逡巡して、結局小さく頷いて意思を示した。

　それを、透は見逃さない。

「理華、ベッド行くよ」

　短い宣言をして、私をひょいと抱き上げた。

　足元がふわりと浮き上がる感覚に怯み、「きゃっ」と声をあげる私に構わず、透はスタスタと寝室に歩いていく。

「はい、ランディング」

　おどけるように言って、セミダブルの広いベッドの真ん中に、私を横たえた。

　今日のフライトのような、とても穏やかで優しい〝着地〟。

　私は、あの時と同じ絶対的な安心感に包まれ、私を組み敷く透を見つめた。

　彼は、ほんの少しくすぐったそうに目を逸らす。

「……わかったろ？　理華」

「え？」

「俺、全然パーフェクトな男じゃない。好きになったら、一時も手離せなくなるくらい、独占欲強いんだよ」

　ちょっと拗ねたようにボソボソと呟く透が微笑ましくて、たまらなく愛おしい。

　私は「ふふ」と声を漏らして笑った。

「なんで？　やっぱり透は完璧な恋人だよ」

　そんな言葉と同時に、彼を自分の方に抱き寄せる。

　そして――。

　私は今夜も、熱く深いキスから始まる、蕩けるような甘い夜にのまれていった。




　翌日。

　私たちは、お昼近くになってベッドから出た。

　透が生欠伸あくびをしながら、ササッと作ってくれたブランチを、向かい合って食べる。

　南の空に昇った太陽が西に傾き始めた頃、透の車で近くのスーパーまで買い出しに行った。

　透は、なにを作るかも決めず、お買い得の食材をチョイスしていく。

　適当な様子でポイポイとカゴに入れる彼が逆にすごくて、私は羨望の眼差しを向けてしまう。

　カゴの中のものでなにを作るつもりなのか、私にはまったく想像がつかない。

　一緒に作るのかと思うと、戦々恐々としてしまう。

　どう考えても、透がひとりで作った方が、立派な食卓になる気がする……。

　ふたりしてスーパーの白いビニール袋を提げて車に戻った時には、完全に逃げ腰だった。

　そして、案の定――。

「料理が苦手って、いくらかは謙遜も入ってるのかと思ってたけど。思いっきり真実だったのか」

　へっぴり腰でキッチンに立つ私に、透がどこか呆けたように呟いた。「ほおお」と、むしろ感心した様子の声が、地味に心にグサリと刺さる。

「普段の夕食、どうしてるの？」

　私が切った、まるで蛇じゃ腹ばらのようなキュウリをまな板から持ち上げ、透は「ふむ」と顎を撫でる。

　無残な包丁捌きを披露してしまった私は、打ちひしがれた気分で、シンクに両手をつき、がっくりとうなだれた。

「どうせ、ひとりだもの。そんなもの、どうとでも……」

　あまりに不甲斐ない自分が恥ずかしくて、深い溜め息を漏らす。

「コンビニ、宅配、スーパーのお惣菜？　やれやれ。理華、二十年後はすっかり体型変わってそうだな」

「う」

「せっかく綺麗な理華がそうなるのは、俺も切ない。……やっぱり、俺が管理するしかないか」

　透はなにか思案しながら、キュウリを一枚ずつプチプチと剥がし、それをボールに入れていく。

　最初から透が切ってくれれば、なにもそんな手間をかけずに済んだのに。もう、キュウリにも申し訳ない。

「管理って。……なにするつもりよ？」

　私はすっかり料理する気を失い、くるっと身体の向きを変えた。軽くシンクに腰を預けると、もうひとつ溜め息を続ける。

「透が手取り足取り教えてくれるの？」

　ちょっとふてくされて呟くと、透は「それもいいけど」と、ひょいと肩を竦めた。

「普通、〝胃袋ゲット〟って、彼女が彼氏に言うもんだと思うけど」

「え？」

「理華、毎日俺の手料理食べたいって、思わない？」

「……え？」

　ニッコリと魅惑的に微笑み、透は私に替わってまな板の前に立つ。

「俺も仕事柄、食事には気を遣わなきゃいけないしね。ひとり分もふたり分も大差ないから。これからずっと、一緒にどう？」

　彼は包丁を手にすると、なんともリズミカルに玉ねぎをスライスした。

　速くて正確な包丁捌きなのに、私が切ったキュウリみたいに、繋がっているところはただの一箇所もない。

「ほおお……」

　思わず彼の手元を覗き、感嘆の声をあげる私に、透はしれっと「理華、レタス千切って」と仕事を与えてきた。

「千切るくらい、できるだろ？」

　ちょっと意地悪にニッと目を細める透の前で、私も渋々シンクに向き直る。

「で、理華。真面目な話」

　彼が私の隣でちょっと低い声でそう言った。

「レタス、千切る大きさにもこだわる？」

　私はブチブチとレタスを千切りながら、手元に目を伏せて訊ねる。

「あ、レタスからは離れて」

「え？」

　私も透も手を止め、宙で視線を交わし合った。彼は目尻を下げ、柔らかく微笑む。

「結婚はまだ意識できなくても、待つけど」

　彼のその言葉を聞いて、昨夜の会話が胸に蘇ってくる。

　思わずドキッと胸を跳ね上げる私の前で、透はシンクに片手をつき、そこに体重を預けて小首を傾げた。

「一緒に住む、は考えてくれないかな」

「一緒にって」

　私は、彼の提案を反射的に繰り返した。

　自分の声を耳で捉え、ようやくその意味を理解した。

「えっ!?　そ、それって、同棲ってこと……？」

　頬がカアッと熱くなるのがわかる。

　透は、鼻の下を指で擦るような仕草を見せ、「うん」とはにかむ。

「うん、って」

　あまりにもさらりと言う透に、私は動揺する。挙動不審なほど、あたふたと視線を彷徨わせた。

「料理を教えるにも、食べさせるにも、その方が都合がいい」

「で、でも。私に幻滅してないの……？」

「え？　してないよ。昨夜も言ったろ？　やることなすこと、理華はかわいい」

「っ」

　言われている私は恥ずかしくてたまらないのに、透は平然としたものだ。

　彼は私の反応にふっと肩を上げ、優しく目を細めた。

　私は意味もなく両手の指を絡ませながら、目を泳がせる。

「私……料理もその他の家事も苦手だけど、できる限り努力する……」

　真っ赤に火照る頬を隠そうとして顔を伏せると、透がクスッと笑う気配を感じた。

「それ……一緒に住む、は検討してくれるってこと？」

　答えを探られ、私はゴクッと唾を飲む。

「ま、前向きに。できるだけ早急にお返事します……」

　それだけ言うのが精一杯の私の頭を、透が軽くポンと叩いた。

「今はそれで十分。……よしっ。じゃ、料理再開するぞ」

「う。は、はいっ」

　つられて返事をしたものの、やっぱり私は、料理には逃げ腰のまま。

　意気込みだけは見せたのだけど……。

　私が作ったドレッシングを和えたサラダを口にした途端、透は激しくむせ込んでくれた。




　それから十日ほど経ったお昼時。

　透の地上勤務の日、私たちは食堂で待ち合わせをして、一緒にランチするようになっていた。

　今日も透は、ＣＡからうっとりした視線を向けられている。

　いい加減、私も慣れてしまった。むしろ今は、ヤキモチというより、みんなに慕われる透に身も心も愛されて、誇らしく思ってしまうほど。

　ＣＡのグループが多い辺りを避け、人が少ないテーブルに着いた。

　私は透と向き合い、談笑しながら食事を進める。

　その時。

「あ、水無瀬。お疲れ」

　私たちの横を通りかかった人が、その場で足を止めた。

　呼ばれた透だけじゃなく、私も顔を上げる。

　下膳台に向かう途中といった様子の、整備士の佐伯君が立っていた。

　その後ろには、塩野君もいる。彼は私たちに気付いて、ハッと息をのんだ。

「望月さんも」

　佐伯君が私の視線を受けて、声をかけてくれる。

「うん。お疲れ様」

　私が笑って返すのを、塩野君は目を逸らして聞いていた。

「……おい、佐伯。話し込むなら、俺、先に行くから」

　塩野君は、私と透には目も向けずに、佐伯君の横を擦り抜けていく。

「あ、おい」

　呼び止めるのを無視して、スタスタと歩いていく塩野君の背を見送り、佐伯君は肩を竦めた。私と透を交互に見遣り、なんだか深い溜め息をつく。

「ほんと、付け入る隙もないくらい、仲いいよな～……。水無瀬と望月さん」

　間伸びした口調の彼に、透が頬杖をついて目線を上げる。

「羨ましいだろ」

「む。真顔でのろけんなよ」

　佐伯君が口をへの字に曲げるのを見て、私は苦笑いをした。

「ちょっと、透」

　宥めようとする私の前で、佐伯君が「かーっ」と言って、左手でガシガシと頭をかいた。

「塩野がむくれる気持ちも少しはわかるな。これだけ堂々とされると、絡むのもバカらしくなるって」

　透は揶揄されても気にせず、薄い唇を引いてニッと笑った。

「塩野には言わせとけ。佐伯、俺たちが羨ましいなら、彼女作れば？」

　さらりと口にする透に、佐伯君がさらに深い息を吐く。

「簡単に言ってくれるよなあ～。そりゃ、お前はより取り見取りだろうけどさ。油臭い整備場にこもってばかりの整備士には、そもそも出会いもないんだぞ」

　彼は、ちょっと忌々しげに透を睨む。

　けれど、透は動じる様子もない。頬杖を解き、再び箸を動かした。

「ＬＩＮＥしようかと思ってたんだけど。お前と飲んでみたいっていうＣＡがいてね」

「えっ……!?」

　反応したのは、佐伯君だけじゃない。

「しっ……ＣＡ!?」

　私もギョッとして、声をひっくり返らせてしまった。

　佐伯君が、『なんでお前が驚く』とでも言いたげに、眉を寄せて私を見下ろす。

　私は慌てて勢いよく首を左右に振り、笑ってごまかした。

　つーっと視線を横に逃がす私の前で、透は佐伯君に話を続けている。

「どうする？　ＯＫなら、セッティング引き受けるけど」

「へっ？　あ、でも、ＣＡって。俺で大丈夫かよ？　ほら、俺、油臭いし……」

　佐伯君は怯みながら、顔の高さに腕を上げ、くんくんと鼻で嗅ぐ仕草を見せる。

　それには透が「臭かねえよ」と笑った。

　私は、ふたりのやり取りに耳を傾け、妙にドキドキと胸を弾ませてしまう。

　だって。だって。佐伯君と飲んでみたいＣＡって。

　もしかして。いや、絶対……。

　私は、上目遣いに透を探った。彼も私の視線に気付いたのか、ふっと意味深な笑みを浮かべる。

　その反応に、私も確信していた。

　やがて、佐伯君がしどろもどろになって、「まあ、一度くらいなら」と呟く。

　彼からＯＫを取り付け、透がどこか不敵に微笑んだ。

　浮き足立った様子でテーブルから離れていく佐伯君の背中を見送り、彼は口をすぼめて「ふうっ」と息をつく。

「ね、ねえ、透……」

　私はわずかに背を屈め、こそっと透を呼んだ。

　彼が、ちらりと私を一瞥する。

　私がなにを言おうとしているか、見透かしているのか。

「理華と違って、今野は男見る目あるよな。佐伯がいいとは」

　やっぱり！と胸を弾ませながらも、余計なひと言にはムッと唇を尖らせる。

「理華、今野から聞いてなかったの？」

　彼は私に構うことなく、食事を進めているけれど。

「透に協力してもらいたいことがある、って言ってたけど。相手が誰かまでは教えてくれなくて。……って、ほんとに佐伯君なの？」

「結構かわいいところあるよな。知らない仲じゃないんだし、同期会なんかでうまくアプローチすりゃいいのにって言ったら、『できれば苦労しないわよ』って。そんなもん？」

　ちょっと呆れた様子の透に、私も思わずクスッと笑った。

「そう。瞳って、気が強そうに見えて、すっごくかわいいんだよ」

　佐伯君か。透に協力を求めるくらいだから、手が届かない機長とかが相手なのかと思っていたけど。それなりに接点もある同期なのに、『紹介してほしい』なんて控えめな瞳が、女の私から見てもかわいらしい。

　上機嫌でふふっと笑う私を、透は食事の手を止め、真正面から眺めていたけど……。

「でも、まあ……お前が一番だけど」

　独り言のようなボソッとした呟きは、ちゃんと私の耳にも届いた。

「っ」

　透や私の部屋でふたりきりで過ごしている時の彼は、めいっぱい甘い。

　今、その時と同じ空気が漂った気がして、私は本気でドキッとしてしまった。

　恥ずかしくてまっすぐ見つめ返せない私に、透はクスッと笑う。

「なあ、理華。一緒に暮らすか決める前に、どこかふたりで旅行しようか」

　彼は水のグラスを口に運び、喉を潤してからそう言った。

「っ、え」

「俺は休み取るけど。今野が乗務する便で」

　ニヤッと口角を上げる彼が、なにを目もく論ろんでいるか、私にもわかってしまった。

「……佐伯君とのこと、冷やかすつもり？」

　私は、困った顔でそう問いかけた。

　けれど。

「いや。どっちかっていうと、俺と理華を見せつけたくて」

　まったく予想の裏をかく透の返事に、思いっきり噴きそうになった。

「ちょっ、とおっ……!?」

「それで奮起して、頑張ってくれれば。セッティングのしがいもあるからね」

　それを聞いて、私もグッと言葉に詰まった。

　透は軽い口調だけど、大事な仲間である瞳を、心から応援してくれているのがよくわかる。

　透は私を『優しすぎる』と言ったけれど、それを言ったら彼だって。

　改めて、透が好きだなあと胸をきゅんとさせながら、私は顔を綻ばせた。

　そして、「うん」と頷く。

「どこに行こうか。……一緒に暮らし始める前に」

　頬を染め、透からわずかに目線を外して、そう呟く。

　私が返事に込めたニュアンスに、透は気付いただろうか。

　彼は、私の返事を聞くと一度瞬きをして……。

「今夜、ゆっくり一緒に考えようか」

　真昼間だというのに、破壊力抜群の魅惑的な微笑みを浮かべて、私の胸をドキドキと高鳴らせた。
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プリティウーマン




　十二月、初冬。午後五時を過ぎて、東の空の闇が濃くなっていく。

　これが、俺の本日最後のフライト。

　遠く西の空に沈んだ夕陽の名残のような、橙だいだい色いろの雲を眺めながら、着陸を前に、管制官と交信をしていた。

『Runway C, Cleared to land』

　管制塔から、羽田空港のＣ滑走路への着陸許可をもらう。

　俺は言われたことをそのまま繰り返し、了承を告げた。

「Good day」

　最後の挨拶をして交信を終え、ＭＩＣボタンから指を離した。

　同時に、俺の左側に座っている機長が、ちらりと視線を向けてくる。

「You have control」

　俺に、着陸の操縦桿を任せる。そういう意味の言葉。

「OK,I have」

　機長とコーパイ、ふたりきりのコックピットでは、日常的に交わされるやり取り。短いが、とても大事な会話だ。

　俺と機長の前にある計器は同じ。今、どちらが操縦しているか、しっかり声に出して確認しておかないと、飛行機の進路が狂ってしまう。

　俺は機長から操縦桿を受け継ぎ、ベルトサインを出した。客室の方では、ポンという音と共に、シートベルト着用のランプが点灯しているはず。

　そのタイミングで、時計に目を遣った。

　時計の針は、午後五時三十分を指している。理華もまだ、本社ビルで仕事をしている時間。羽田のＣ滑走路は、理華が勤務する財務部のフロアからもよく見える。

　彼女は今日も、仕事をしながら、俺に『お帰りなさい』とテレパシーを送ってくれるだろうか……。

　一瞬、デスクで仕事をする彼女の姿を思い浮かべ、頬の筋肉が緩む。それを自覚して、俺はすぐに表情を引き締めた。

　自動から、手動操縦に切り替える。事前に設定したフライトプランでは、Ｃ滑走路への着陸ができない。飛行機が向かう方向を、調整する必要があるからだ。

　コックピットから見える眼下の海が、よりクリアになってきた。徐々に下がっていく高度を確認する。着陸が近い。

「ミニマム」

　俺がそう言うと、機長から、着陸決定を意味する「ランディング」という言葉が返ってくる。

　機長のコールを受けて、俺はランディングギヤレバーを下げた。機体のすべての車輪が出たのは、レバーの上のランプでわかる。

　滑走路の誘導灯が、機体が着陸進入経路に沿っていることを教えてくれる。

「２００、１００……」

　コックピットには、機体高度を告げるアナウンスが流れる。『フィフティー』というコールを聞き、俺は操縦桿を手前に引いた。

　同時に、機首がやや持ち上がる。車輪が滑走路に着き、機体に軽い衝撃が伝わった。俺は車輪にブレーキをかけるために、足元のペダルを操作する。

　空路での、凄まじいほどの速度を抑え込むブレーキング。しっかり速度が落ちるまでは、機体がぶれて滑走路から逸脱する危険性がある。地上に降りても、機体が停止するまでは、一瞬たりとも気が抜けない。

　速度が落ちると、滑走路を旋回する。コックピットの窓から、ゲートに誘導してくれるマーシャラーの姿を見つけた。

　旗の信号に従って、機体の向きを調整する。最後に大きく両腕を上げたマーシャラーの前で、機体はピタリと停止した。

　パーキング・ブレーキレバーを操作して、飛行機のエンジンを止める。

　マーシャラーに敬礼してから、俺は隣の機長と顔を見合わせた。労いの挨拶を口にしながら、自然と握手を交わす。

　ベルトサインを消すと、背後の客席で、乗客の降機が始まる。

　空の上という特殊な状況下にいる緊張感から、解放される瞬間。

　俺は目線を上に向けて、一度「ふうっ」と息をついた。




　デブリーフィングの後、少しデスクワークをこなしてから、俺はロッカーには行かず、その足で再び空港に向かった。

『関係者以外立入禁止』と書かれたドアを開け、空港の外、滑走路に出る。

　先ほど乗ってきた７８７を横目に、顔馴染みの整備士に声をかけ、佐伯の居場所を訊ねた。

「佐伯なら、今はドッグに入ってますよ」

　ドッグ整備は、普段のフライト前のライン整備と異なり、一定の航空時間を超えた機体の精密検査と保守業務だ。離陸時間が迫っているわけではないから、比較的ゆったりしているはず。

　好都合だ、と思いながら、俺は佐伯のいるドッグに向かった。

　滑走路の片隅にある、古びた格納庫。中に足を踏み入れると、しっかりと暖房が効いた、暖かい空気に包まれた。

　そんな中、工具片手に、巨大な７８７の機体整備に勤しむ、作業服姿の佐伯を見つけた。

「佐伯」

　俺が声をかけると、彼は額に浮いた汗を腕で拭いながら振り返った。

「よう。お疲れ、水無瀬」

　そう言って、ちょっと幼く見える顔を綻ばせる。

　乗務前の点検の時も、仕事を終えた後も、彼の素朴な笑顔にはいつも癒される。

　俺も、佐伯を同じ言葉で労いながら、近付いていった。

　普段自分が操縦しているジャンボ機だが、こうして地上で近くに寄るたびに、その大きさに改めて身が引き締まる。

「どうした～？　今日のフライト、終わりか？」

　まだコーパイの制服姿の俺に、佐伯はそう訊ねてくる。

「ああ。さっきのでね」

「あ、今駐機場に停まってるヤツか。着陸コントロールしてたの、お前？　随分と滑らかに着陸させるパイロットだなって思ってた。車輪の摩ま耗もうが少ないし、飛行機に優しくて助かる」

「……サンキュ」

　飛行機のボディを知り尽くしたプロに褒められれば、俺も悪い気はしない。

　わずかに目を逸らし、ボソッと呟くと、佐伯はおもしろそうに「こちらこそ」と眉尻を下げた。そしてひょいと肩を動かし、親指で頭上を指し示す。

「俺の方はこれの整備で、夜通しだよ」

　パイロットと同様、整備士も不規則勤務だ。夜中、巨大な飛行機に向き合い、部品や装備品など細かな点検業務に就く彼に、自然と頭が下がる。

「お疲れ。そんなとこで、悪い。手短に話す」

「構わないよ。なんだ？」

　佐伯は手にしていた工具を作業着のポケットにしまい、俺に向き合ってくれた。

　油が染みたグローブで鼻を擦ったせいで、頬に黒い線が残る。

「この間、言ったろ？　ＣＡ紹介するって話」

　俺の返事を聞いた途端、佐伯はわかりやすくギクッとした。

「あ～……それな」

「お前の都合がつけば、来週の金曜日でどうかと」

　歯切れが悪いのに気付きながら、俺はそう畳みかける。

　彼は、「あ～、うん」と頷いたものの、俺に目線を合わせずにいる。

「……なにか、不都合でも？」

　佐伯が乗り気じゃないのを感じ、腕組みをして問いかけた。

　彼はわずかの間逡巡して、思い切ったようにグッと顔を上げる。

「あのさ、水無瀬」

「ん？」

「やっぱり俺じゃ、ＣＡは無理だと思うんだよ」

　どこか憂いた表情の佐伯に、俺は「またそれか」と短い言葉を返す。

　彼は頬を紅潮させて、目を彷徨わせた。

「だってさ。お前をはじめ、花形パイロットと日常的に関わってるＣＡだぞ。俺みたいに、年がら年中油臭い整備士なんか……」

「なんか、って言うなよ。大事な仕事だ」

　俺は腕組みをして、佐伯をビシッと遮った。

　空という特殊な環境下、乗員乗客の命を預かるのはパイロットかもしれないが、俺たちパイロットも含めて守ってくれるのは、機体整備に就く航空整備士だ。

　彼ももちろん、自分の仕事に誇りを持っているから、それ以上は言わずに口ごもる。

　それを見て、俺は大きく肩で息をした。

「ＣＡだって、華やかなだけじゃない。結構泥臭い仕事だぞ」

　佐伯も、無言のまま何度か頷く。

「それに、彼女の方からお前と会いたいって言ってきたんだ。俺も一押しのＣＡだから、安心しろ」

　俺がスッと背筋を伸ばしてみせると、彼も曖昧ながら首を縦に振った。

「わかった」

「じゃ、そういうことで」

　佐伯の返事を聞いて、ホッと胸を撫で下ろす。

「仕事の邪魔した。悪かったな」

　そう言って、ドッグを後にしようとした俺を、

「あ、待て、水無瀬！」

　佐伯が止めた。

「え？」

「～～……悪い。けど、いきなりふたりってのは、やっぱり……」

　グローブをはめた両手の指を絡ませ、彼は目線を泳がせている。

　そして。

「あの、さあ。合コン、みたいな形にしてくれないか？」

「は？」

「いや、だから。ふたりきりじゃなく、お前と望月さんにも、同席してほしいっていうか」

　モゴモゴと言う佐伯を前に、俺はきょとんとして何度も瞬きを返した。

「お前に紹介するＣＡ、恐竜ってわけじゃないぞ？」

「真顔で言うなよ。そういう意味で怖気づいてるわけじゃない。わかってんだろ？」

　ボソボソと、消え入りそうな声で呟く佐伯に、俺は「やれやれ」と肩を竦める。

「了解。それじゃ、理華の都合を聞いてから、もう一度連絡する」

　そう言って、彼に手を振った。




　その夜、風呂から上がると、早速理華に電話をした。

《うん。大丈夫。瞳の恋愛成就のためだもの。私、ひと肌でもふた肌でも脱ぐから！》

　予想通り、力いっぱいの返事に、俺は「はは」と苦笑した。

「理華。力入れてるとこ悪いけど、俺たちは最初の三十分でお暇いとまするぞ」

《え？》

「え？じゃなくて。俺たちが最後までいたんじゃ、本当にただの合コンになるだろ」

　相変わらず鈍い理華に、俺はやや呆れながら説明する。

　濡れた髪をタオルでガシガシと拭う俺の耳に、《あ、そっか》と、とぼけた声が返ってきた。

　俺はリビングに入り、ソファにドスッと腰を下ろした。シートに深く背を預ける。

「本当は、セッティングだけして、ふたりで会ってもらうつもりだったんだ。今野も俺とお前に見られてる中じゃ、やりづらいと思うんだよな～……」

　スマホを軽く持ち直し、顎を撫でながら思案する。

　すると、電話の向こうで、理華がクスッと笑った気配が伝わってきた。

「ん？　なに」

《やっぱり、透は優しいね》

「っ、え？」

　どこかしみじみと言われて、一瞬虚を衝かれた。

　短く聞き返す俺を、彼女はクスクス笑っている。

《瞳の気持ち、ちゃんと気遣ってくれる。私は、ここまできたら頑張れ！って、背中叩くぐらいしかできないんだけど、透は的確かつ繊細》

　それを聞きながら、俺は思わず失笑した。

　そういう返しも、理華らしい……と思えるようになって、まだやっとひと月足らず。

　美人で仕事ができる彼女を、俺はずっと高嶺の花と思っていた。同期というだけじゃ踏み込めなかった一線を越えた今、実はなかなかの抜けっぷりだと知り、それまで抱いていた印象とのギャップがものすごくかわいい。

《私の親友のことも大事にしてくれる透、大好き》

　しかも、顔を合わせている時は照れるくせに、電話やＬＩＮＥのやり取りでは、結構大胆に本音をポロッと口にしてくれる。

「……ヤバい。今すぐ抱きしめてえ……」

　俺の方まで、憚ることなく本心が口をついて出てしまった。

　カッと熱くなる頬を気にして、口に手を遣る。

　途端に《え？》と声が返ってくる。それには慌てて「いや」とごまかした。

「じゃ、そういうことで。来週金曜日、よろしく」

　ちょっと強引に話を切り上げると、《うん》と返事があった。

「お休み、理華」

　なんだか、熱っぽい時みたいに、身体が熱い。

　俺は急いで電話を切って、ソファの背もたれに深く身を沈めた。グッと喉を仰け反らせて、天井を仰ぐ。

　別に遠距離恋愛をしてるわけじゃない。理華の家まで、車を飛ばせばほんの十五分ほどで到着する。

　だというのに、彼女を思いきり抱きしめたいと思ったこの瞬間、電波でしか繋がっていないという現実が、たまらなくやるせない。狂おしいほどの焦燥感に苛さいなまれる。

「俺、相当やられてるな……」

　さらにグーッと背を反らし、そのままドサッと、ソファに仰向けに横たわる。

　手の平で顔を隠し、俺は深い溜め息を漏らした。




　そして、迎えた〝合コン〟当日――。

「ね、ねえ。水無瀬君。この服で佐伯君の好み外さないかな」

　俺の後ろを小走りしながら、今野が上擦った声で訊ねてきた。

　今日、俺と彼女は同じチームでフライトだった。成り行き上、こうして一緒に向かっている。理華と佐伯とは、予約した店で直接待ち合わせをしていた。

　服装への評価を求めてくる今野に、横目を遣った。

　前もって、あまり洒落込まない方がいい、とは言っておいた。そのせいか、コートの下は、シンプルなニットカーディガンに胸元がフリル使いのピンクのシャツ、白いタイトスカートと、わりと清楚な出で立ちだ。

　理華の親友だからか、普段の彼女とも通ずるところがあるスタイル。

「綺麗だよ。外さないと思うけど」

「なんだろう。褒めてもらってるのに、上滑りして聞こえるのは」

　今野が、上気した頬をぷくっと膨らませた。

　乗務中はキリッとしているのに、こういう彼女は、理華が言っていた通り、なかなかかわいい。

「だったら、俺に意見を求めるなって」

　苦笑しながら返すと、今野も気を取り直したようにピンと背筋を伸ばした。

「ま、私相手でも下手に褒めると、理華がヤキモチ焼くしね」

　からかい口調でひょいと覗き込まれ、俺はわずかに背を反らした。

「っつーか、俺と理華のことはいいの。今日はお前と佐伯が主役なんだから。わかってる？」

　目線を下ろして念を入れると、彼女もグッと言葉に詰まる。そして。

「……はあああ……」

　どうやら、本当に緊張しているようで、なんとも太い溜め息をついた。

「そんな緊張するなよ。同期なんだし」

「はは」と声に出して笑いながら、俺は下りのエスカレーターに乗った。彼女も俺の後に続く。

「でもさ。佐伯君、渋ってたんでしょ？」

　伏し目がちに問われ、俺はひょいと肩を動かした。

「渋ったんじゃなくて、あれはＣＡ全般への緊張だろ。第一、俺、相手が今野だって、言ってないし」

　そう。伝えるべきかと迷ったけど、最終的に、当日まで伏せておく方がいいと判断した。

　佐伯は普段から整備士とばかりつるんでいて、女との接触機会が少ない。そのせいもあって及び腰だけど、相手が今野だとわかれば、きっとホッとして和んでくれるはず。それは、前もって知らせておくより、当日の方が効果的だろう。

　佐伯という男をよく知っているからこその、ややステレオタイプな発想。

　でも、俺は自信をもって、その顛てん末まつを期待していた。

「大丈夫だよ。今野がいつもの調子で話題振ってやれば」

　俺は、彼女に目を細めてみせた。

「軽く言ってくれちゃって……」

「今、俺とこうして話してるのと同じように、自然体でいればいいんだよ」

　そう返して、進行方向に向かってまっすぐ顔を向ける。今野は、俺の頭上でもうひとつ息を吐いていた。

「水無瀬君となら、緊張もしないんだけどな……」

「お前な。俺のこと男として見てないからって、はっきり言うなよ。……でもまあ、男と女の始まりは、多少の緊張感が伴うくらいが楽しい」

　ここまで気弱な今野も、ちょっとおもしろい。

　俺は肩を揺すってくくっと笑いながら、下のフロアに降り立った。

　先に歩き出すと、今野がすぐに隣に並んで、俺の横顔を見上げてくる。

「ふ～ん？　じゃあ、水無瀬君と理華の始まりも、どこかに緊張感伴ってたの～？」

　意地悪く探る口調に、俺はぎくりと声をのんだ。

「な、なんだよ」

　反射的に彼女から一歩離れ、顎を引いて見下ろす。

「実は結構前から理華のこと好きだったくせに。なんで素直に好きだって言わずに、恋人契約なんて言い出したのか。私、ずっと不思議だったんだあ」

　ふふっと悪戯っぽく笑って、間伸びした声で容赦なくツッコむ今野から、俺はつーっと視線を横に逃がした。

「水無瀬君も、長年にわたる同期って関係をぶっ壊すの、緊張してた？　で、それも楽しいなんて思ってた？」

　遠慮なく質問を重ねられて、俺は無言で息を吐いた。

　あの時……。確かに自分でも、どうして素直に言わなかったんだ、と後になって思ったものだ。

　だけど。

「……楽しむ余裕なんか、すぐなくなった」

　俺は顎に手を遣り、ボソッと独り言ちた。

　俺という男を理華にじっくり知ってもらって、落とすつもりだったのに、彼女を知った俺の方が、空気抵抗もないまま真っ逆さまに堕ちていく――。

「俺、あっという間に完落ちしたもんな。余裕でいられた時間、短かったな……」

「え？」

　俺の独り言を聞き拾った今野が、きょとんと瞬きをしている。

「あ、いや」

　俺はとっさにそう言ってごまかした。気を取り直して大きく一歩足を踏み出す。

　そのまま、意識して歩を速めた。

「ほら、俺と理華のことはいいって言っただろ。早く。行くぞ」

　わかりやすく話を逸らした形の俺を、

「あ、こら。待ってよ」

　今野が、ちょっとむくれた顔をして追いかけてくる。

「変なところで、秘密主義なんだから」

　俺の隣に並んだ彼女が、まだなにかグチグチ言っているのは右から左にスルーした。




　約束の時間を数分過ぎて、俺と今野は店に到着した。店員に予約していることを告げると、まっすぐ席に案内される。

「あ」

　先に席に着いていた理華が、俺に気付いて腰を浮かせた。

　今日は午前上がりだった佐伯が、彼女とは対角に座っている。

「透、瞳！」

　理華が声を弾ませるのと同時に、佐伯が大きく目を見開いた。

「え。……あれ、今野さん？」

　改めて紹介するまでもない。俺たち四人、全員同期だ。

　時々ある同期会に、ふたりとも出席しているから、普通に顔見知りのはず。

　本来、なにも俺が取り持たなくても、今野が自分で話しかければよかったことだ。

　目を丸くして今野を見上げる佐伯の隣に、俺は黙って腰を下ろす。

「え、ええと……こんばんは、佐伯君。私で、がっかりさせたかな……」

　今野は彼の前に立ち、緊張でやや強張った顔で、ぎこちない笑みを浮かべた。

「いや、がっかりなんて」

　佐伯は反射的といった様子で今野に返事をして、そこでハッと我に返ったようだ。勢いよく俺に顔を向けてくる。

「なんだよ、水無瀬。それなら、なにももったいぶって『会ってからのお楽しみ』なんて言わなくたって」

　なじるような言い方だが、彼はわかりやすく安堵して、表情を和らげる。

　やっぱり黙っていて正解だったな、と思いながら、俺は荷物を足元のカゴに置いた。

「ご、ごめんね、佐伯君」

　今野も、さっきまでとはえらい態度の違いよう。殊しゅ勝しょうに肩を縮めて、佐伯の向かい側の椅子を引きながら謝った。

　それには、佐伯が人懐っこい笑顔を返す。

「あ、いや。ほんと、今野さんでホッとした」

　そう言われて、今野も嬉しそうはにかむ。

　そんなふたりを横から観察していた理華が、ちらりと俺に目を向けた。

　彼女も、ふたりの和やかなムードに手応えを感じているのか、俺に『やったね』とでもいうようにウィンクしてくる。

「じゃ、四人揃ったところで、飲み物頼もう。みんな、ビールでいい？」

　理華がこの場を仕切って、ポンと手を打った。

　全員が頷くのを見て、彼女は人数分の中ジョッキをオーダーしてくれる。

　ファーストドリンクが運ばれてきて、四人で乾杯を終えると、

「けど……今野さん、俺の連絡先知ってるよね？　確か、だいぶ前に同期会で交換したはずだったと……」

　佐伯が首を傾げながら、デニムのポケットからスマホを取り出した。

　自分でも、彼女の連絡先が登録されているのを、確認しようとしているのだろう。

「あ、うん」

「なのに、どうして水無瀬を経由してきたの？」

　佐伯の質問の前で、今野がシャキッと背筋を伸ばす。

「知ってるけど、今までやり取りしたことないから。急に連絡したら、驚かせちゃうかなって……」

「はは、まあ、確かに。今野さんからいきなり連絡もらったら、俺みっともなくうろたえてただろうな……」

　佐伯が恥ずかしそうに、ポリッと頬を指でかく仕草を見せる。

　その言い方が気になったのか、今野がテーブル越しに身を乗り出した。

「う、うろたえる？」

　きっと、悪い方向に捉えたのだろう。彼女の声が、不安げに揺れる。

　それを聞いて佐伯は慌てふためいたように、「あ、いや！」と首を横に振った。

「だってＣＡってさ。俺たち整備士にとっては、まさに雲の上の人だから」

　ややしどろもどろになって頬を染める佐伯を、俺の前の理華がクスクス笑う。

「それ、わかる。パイロットもＣＡも、殿上人みたいよね」

　頬杖をついて同意する彼女に、佐伯もホッとした表情を見せた。

「望月さんから見てもそう思うなら、俺なんかもっともっと……」

「でも、私たちが空で安全に仕事できるのは、佐伯君たち航空整備士のおかげだもの」

　今野がちょっとムキになって口を挟んだ。

　俺は、ジョッキを片手に軽く揺らしながら、彼女に横目を向ける。

「私、お客様の搭乗が終わってドアクローズする時、いつも地上に佐伯君を捜すの」

「え？」

　わずかに頬を膨らませる今野に、佐伯が戸惑った目をして聞き返す。

「作業着姿で、髪が乱れて顔が汚れてる時もあるけど。佐伯君は、自分が整備した飛行機を、自信に溢れた強気な笑顔で、敬礼して見送ってくれる」

　なにかに急き立てられるように言い募る今野から目を離さず、佐伯がゴクッと喉を鳴らしたのが、俺にも聞こえた。

「あれ。これから空に飛び立つって時に見ると、絶対的な安心感もらえるんだ」

　言い切って、小さく息を吐く。

　はにかんだ笑みを浮かべる今野に、俺は無言で何度か頷き、同意を示した。

　佐伯はやっぱり顔を赤く染めたまま、ほんの一瞬目線を彷徨わせたけれど。

「……そんな風に、見ててくれたんだ。ありがとう」

　男の俺でも癒しだと思う、柔らかい笑顔。

　佐伯と今野が、視線を交わし合う。ややぎこちないけど、会話を広げていくふたりを見て、理華が「透」と、コソッと俺を呼んだ。

「私たちで、食べ物頼んじゃお」

　彼女はテーブルに身を屈め、俺の方にフードメニューを広げてくる。

「あ、うん。そうだな」

　なぜかテーブルの真ん中でメニューを立て、それに隠れるようにして、理華と食べ物を選ぶ。

「サラダでしょ、揚げ出し豆腐でしょ。出汁巻き卵に、チキンバスケット……」

　理華がページをめくってセレクトするのを聞きながら、俺はテーブルに頬杖をついた。

　メニューを盾にして、その向こうで弾んでいる佐伯たちの会話に、聞き耳を立てる。

　佐伯がいいなんて見る目があるなと思っていたけど、まさか今野が、俺が思う彼の一押しポイントに気付いて、惹かれていたとは。

　素朴で奥手で、女相手になると極端に不器用になる男だけど、整備士としての腕は一流。佐伯は自分の仕事に誇りを持ち、いつも全力でやり遂げているから、今野の言う『自信に溢れた強気な笑顔』が自然と浮かぶ。俺も、あの笑顔を見ると、負けていられないと気が引き締まるのだ。

　少し上擦った今野の声にも、ついふっと口元が綻んでしまう。

「……透。気にしすぎ」

　それに気付いた理華が、俺に小声で注意してくる。

「そういう理華も、チラチラ窺いすぎだ」

　俺たちはさらにテーブルに身を屈め、コソコソとやり取りを始めた。

「ね、透。いい雰囲気じゃない？　瞳と佐伯君」

　目線を上げて確認してくる彼女に、俺も頷いて返す。

「俺たち、予定より早く別行動できそうだ」

　それには、理華が、「うん」と嬉しそうに声を弾ませた。メニューの横からひょこっと顔を出して、佐伯たちを覗き込むと、満足げに「ふふ」と目を細める。

「理華。食べ物決まったなら、さっさと頼もう」

　テーブルの隅に置かれた呼び出し用のボタンを押しながら、彼女を促す。

「うん。あー、瞳、かわいい。もう、きゅんきゅんしちゃう」

　俺には目もくれず、今野に夢中の理華に、俺はひくっと頬を引きつらせて苦笑した。

　店員がテーブルに来ても、ポーッとしている理華に溜め息をつき、俺は彼女が読み上げていた食べ物をオーダーした。

　店員が離れていくと、メニューを立てたまま、鎖骨あたりで揺れる理華の髪を手に取った。

「こ～ら。お前がきゅんとしてどうする」

　彼女の柔らかい髪をギュッと握って、そう呟く。

　理華は、自分の髪に目を落としてから、どこか恥ずかしそうに「へへ」と笑った。

「透も、きゅんってこない？」

　探るような上目遣いに虚を衝かれ、俺もメニューの向こうのふたりに目を向けた。

「俺が今野にときめいてどうすんだよ。それに……」

　手で掴んだ理華の髪を軽く引っ張り、口元に寄せる。

「や、痛っ……」

「そんなことになったら、また理華がヤキモチ焼く。……そうだろ？」

「っ」

　髪を取る俺の手に導かれ、テーブル越しに身を乗り出していた理華が、目と鼻の先でカッと頬を染める。

「……ま、かわいいからいいけどね」

　その反応に密かに満足して、俺はふっと微笑みながら彼女の髪を離した。

　と、その時。

「おい、水無瀬。望月さん。どさくさに紛れて、なにイチャついてんだよ」

　盾にしていたメニューが、スッと上に抜き取られる。

「あ」

　顔を寄せ合う俺たちに、佐伯が口をへの字に曲げていた。今野も腕組みをして、じっとりとした目をしている。

　理華が、条件反射の如く、シャキッと背筋を伸ばした。

「い、イチャついてなんか」

　俺も、理華から遅れて上体を起こし、テーブルに頬杖をつく。

「そうそう。お前らがいい感じで、よかったなって言ってたんだよ」

　斜めの角度から隣の佐伯を見上げ、ニヤリと笑ってみせる。

　彼が、わかりやすく目を泳がせた。

「い、いい感じって。そりゃ、もともと知らない仲じゃないんだし。な、なあ？　今野さん」

　もごもごと言い返す佐伯に、今野も勢いよく首を縦に振って同意した。そして、真っ赤な顔で俺を睨みつける。

「そ、そうよ。水無瀬君、ここぞとばかりにからかわないで」

　ふたり揃っての攻撃に、俺は苦笑した。

「だって今日って、そういう趣旨の飲み会だろ。照れるなよ」

　理華もクスッと笑う。

「ね、佐伯君。瞳って、かわいいでしょ？」

「っ!?　ちょ、理華!?　いきなりなに言うのよ!?」

　佐伯に直球で質問する彼女に、今野もギョッと目を剥いた。

「バカ、やめてってば！」

　今野が理華の腕を引いて、彼女の暴走を止めようとする。

　けれど、理華はきゅっと唇を結んでから、なぜか堂々と胸を張った。

「だって私、瞳にきゅんとしたし」

　向かい側の女ふたりのやり取りを、佐伯は俺の隣でパチパチと瞬きして見守っている。俺は、そんな彼をくぐもった声で笑った。

「『かわいいでしょ？』って。佐伯、答えてやれば？」

「っ、は!?」

　佐伯はひっくり返った声をあげて、勢いよく俺の方に顔を向ける。

　そして、俺がニヤニヤと反応を窺っているのを見て、さらにカッと頬を染めた。

「ちょっ……水無瀬君まで！　もう、からかわないで」

　今野も慌てた様子で、腰を浮かせた。

「もう、ふたりしてなに……」

「うん。……かわいい」

　俺に向かって吠える今野を、佐伯がボソッとした声で遮った。

　それには、今野だけじゃなく、俺も理華も、「え？」と聞き返しながら、彼に目を向けた。

　この場の全員の視線を一身に集めた佐伯は、一瞬わかりやすく怯んだものの――。

「あ。えっと……口が滑った。でも、嘘じゃないから」

　照れくさそうに頭をかく佐伯の前で、今野は完全に硬直したまま、ボッと火を噴くように顔を真っ赤にする。

「え、と……あ、ありがとう」

　頭のてっぺんからシューッと蒸気が立ちそうな今野に、俺もさすがにぽかんとした。

「お待たせしました～」

　そのタイミングで、先ほど頼んだ料理が何品か運ばれてくる。

　理華は、テーブルに並ぶ料理と俺と、初々しく目を逸らし合ってもじもじしている佐伯と今野を、順繰りに見遣り……。

「透。私たち、お暇しよっか」

　悪戯っぽく微笑んでから、席を立った。




　焦って止める今野には、わりとドライに手を振って、理華は俺の腕を引いて店を出た。

　冬の夜。ビルの外に降り立つと、冷たい空気に包まれる。

　理華が、首を縮めてブルッと身を震わせてから、ゆっくりと俺を振り返った。

「あ～あ。食べ損ねちゃったね。別の店に、食べに行こうか」

　言葉のわりに、嬉しそうに頬を上気させる彼女に、俺も無意識に表情が緩む。

「今夜遅くには、佐伯と今野それぞれから、交際開始報告聞けそうだけど……。一緒に飲みながら、待つか？」

　理華が、「うん」と弾んだ声で返事をした。

「あ～、どうしよう。もう、自分のことみたいに嬉しい」

　花のような笑顔を咲かせる理華に、俺の胸が小さく疼く。

「ね、透。どこに行こうか？」

　そう言いながら、別の店を探して俺に背を向ける彼女を、

「理華」

　後ろから、ギュッと抱きしめた。

　俺の腕の中で、理華が小さく息をのむ。

「え、っと。透……？」

　身を竦め、そっと振り返ってくる彼女の肩に、トンと額を預ける。

「俺は……」

　ボソッと、くぐもった声で呟くと、「え？」と短く聞き返される。

「今野のこと、自分のことみたいに喜ぶお前に、きゅんときた」

「……！　な、なに言って」

「今からじゃ、簡単なものしか作れないけど、俺の家、行こう」

「う、うん……？」

　窺うような返事をする理華から、そっと腕を解く。

　彼女が、くるっと身体の向きを変えて、俺を覗き込むように見上げた。

　俺は顔を手で隠して背け、彼女の視線から逃げる。

「飲みながら、は変更」

「え？」

「理華のこと、抱きしめながら、待ちたい」

　理華の反応を確認する余裕はない。

　俺は顔から手を離し、彼女の腕をグッと引いて、一歩前に立って歩き始めた。

「えっ。と、透!?」

　彼女のひっくり返った声が、背中から聞こえる。

「先週の電話から、ずっと我慢してたんだ。……いいだろ」

　有無を言わせない言い方をして、俺はズンズンと先に進む。

「ま、待って。透」

　理華が、腕を掴む俺の手に片側の手をかけ、ゆっくりと解いたかと思うと……。

「この方が、いい」

　俺の指に指を絡ませ、恋人繋ぎに変えた。

　繋いだ手に目を落とす俺を、ふふっと笑う。

「連れてって、透」

　はにかんでそう言う理華に。

「……仰おおせのままに」

　俺は、心が躍るのを意識しながら、そう答えた。










エタニティ




　日本では春の訪れを感じることのできる、三月初旬。

　ここ、パリの気候は、まだまだ冬の方に近い。

　俺は、パリ便の乗務を終えると、キャリーケースを引いて空港を後にした。

　いつもはチームメンバーと一緒に、空港からほど近いホテルを取っているが、今日は別行動。俺はリムジンバスに乗って、市内中心部に出た。

　オペラ座近くでバスを降りる。

　地面に降り立った途端吹きつける、強い北風。俺は反射的に首を縮め、トレンチコートの襟を立てた。

　現在、パリ時間の午後六時半。日はすっかり暮れて、ライトアップされたオペラ座が、凛とした冷たい空気によく映える。

　街を行き交うパリ市民たちは、仕事を終えて帰宅するところだろうか。みんなどこか足早で、美しい街並には目もくれない。

　俺も今は、オペラ座はそっちのけで先を急ぐ。

　次の乗務は、三日後の成なり田た行き。中二日、パリで休日だ。今回、理華がそれに合わせて、休暇を取っている。

『一週間休暇、ちゃんと取ったつもりでいたんだけど、祝祭日に合わせたから、実質三日しか有休消化してなくて。課長から、五日連続で取るようにって、お達しが出ちゃって』

　従業員組合で定められている、年に一度の五日間連続休暇を今年はまだ取得していないことが判明した。そのせいで、この年度末になって、慌てて取ることになったそうだ。

　理華らしい……。

　俺はやっぱり笑ってしまったけれど、今は彼女の抜けっぷりに感謝。

　おかげで、俺は乗務の合間に、理華と〝パリの休日〟を楽しめる。

　彼女の方は、俺が乗務した二日前の便で、ひと足先にパリに到着していた。

『私、パリ、行ったことないの。せっかくだから、休み全部使って滞在しようと思って』

　そして、俺が乗務する便で帰国する予定になっている。

　理華が旅行する時は、俺もその隣に……という思いはあるが、空の上で彼女と同じ空間を共有できる、それ自体が嬉しい。その上、二日間の休日は、理華と水入らずだ。

　市内観光しやすいロケーションがいいと、理華が予約したプチホテルは、オペラ座からほんの数分の好立地にあった。

　近代的な大型ホテルと違い、アパルトメントのようなかわいらしい外観だが、れっきとした四つ星の看板が掲げられている。

　正面玄関には、長身のドアマンが立っている。

「ボンソワール」と声をかけると、恭しくガラス戸を開けて中に誘ってくれた。

　世界各国でチェーン展開しているようなホテルとは比べ物にならないほど、こぢんまりとしたフロントに、迷わずまっすぐ歩いていく。

　フロントの女性に英語で声をかけ、理華が先にチェックインしている部屋のナンバーを教えてもらう。

　清潔で雰囲気のいいロビーを通り、エレベーターでフロアに上がる。

　部屋の外のインターホンを押すと……。

「透！　お疲れ様」

　満面の笑みで、理華が俺を出迎えてくれた。




　部屋の真ん中に置かれたダブルベッドの足元に立ち、俺は室内をグルッと見渡した。

　外観と同様、部屋の内装もクラシカルで、高級感がある。なかなかの広さがあり、ゆったりしている。文句なくハイセンスな宿だけど、いったい理華はどうやってこんなホテルを探し出したのか。

「あ、ここ、瞳のおすすめ」

　俺のコートを後ろから脱がせてくれながら、理華が答えた。

「やっぱりな」と納得して頷いた俺に、彼女ははしゃいで続ける。

「いろいろ情報教えてもらったの。『水無瀬君なら、いろんな穴場に連れていってくれるだろうから、合流するまでに有名どころは回っておきな』って」

　そう言って、彼女はこの二日間で訪れた場所を、指折り数え上げた。

　すぐ目と鼻の先のオペラ座はもちろん、ノートルダム大聖堂に、エッフェル塔、凱がい旋せん門もん。セーヌ川のほとりのオルセー美術館。

　少し郊外にあり、観光に半日かかるヴェルサイユ宮殿にも足を延ばしていた。

　土地勘がないわりに、なかなか精力的に歩き回ったようだ。

「ルーブルは行ってないの？」

　ネクタイを緩めながら訊ねると、「うん」と返事が来る。

「広すぎて、ひとりで回ると寂しくなりそうだから。透と一緒に行きたくて」

　それを聞いて、俺はクスッと笑った。

「了解。じゃ、早速明日行こう」

　理華がはにかんだ笑顔を見せた。

「ずっと観光してたから、買い物にも行きたい。瞳が、ショッピングとかグルメは、水無瀬君にお任せしなさいって言うから」

　俺は、解いたネクタイを彼女に手渡しながら、「はは」と苦笑した。

「一気に、ハードル上がったな」

　そう言って、シャツのボタンを外す。

「透の体内時計じゃ、もう夜中よね。疲れてる？」

　理華が、ちょっと遠慮がちに、上目遣いに探ってくる。

「疲れてないって言ったら嘘になるけど、慣れてるから平気。わかってるよ。『お腹空いた』って言いたいんだろ？」

　シャツを脱ぎながら、目を細めて笑ってみせると、彼女は嬉しそうに頬を上気させた。

「うん！　透とディナー、楽しみにしてたから、お昼はカフェのサンドイッチにとどめておいたの」

　キラキラと輝く、理華の瞳が眩しい。彼女といると、長時間の乗務疲れも軽く吹っ飛ぶ。

「理華、牡か蠣きって食える？」

　キャリーケースを開け、中から厚手のニットを取り出し、頭からすっぽり被ってから訊ねる。

「うん。そんないっぱいはいらない感じだけど」

「シャンゼリゼ通りに、シーフードも絶品のオイスターバーがあるんだ。どう？」

　ウィンクしながら、理華の意思を問う。

　もちろん彼女は、パアッと華やかな笑顔を咲かせた。




　理華とふたり、オイスターバーに繰り出し、白ワインを片手に、新鮮な生牡蠣と大きなロブスターを堪能した。

　ふたりでワインボトルを一本空けた。

　普段ならこのくらいの量で酔うことはないが、確かに寝不足と時差ボケは否めない。

　理華と並んで店を出た時、俺の頬はほのかに熱を帯びていた。

　夜九時を回ったシャンゼリゼ通りは、街路樹の金色のイルミネーションで輝いている。パリの目抜き通りといっていい広い通りには、この時間になっても、パリの冬の夜を楽しむ人たちが行き交う。

　観光客もいるし、家族連れもいる。けれど、圧倒的に多いのはカップルだ。

　通りのあちこちで、寄り添い合う恋人たち。彼らを横目に、理華がなぜか歩を速めた。

「理華～？　もっとゆっくり、散歩しながら帰ろうぜ」

　恋人繋ぎした手がグッと引っ張られ、俺はその手を引き返しながら、やや間伸びした声をかけた。

　それには彼女が、頬を紅潮させて振り返る。

「で、でも」

　頬の赤みはワインのせいかと思ったが、理華は俺に目線を合わせずに宙を彷徨わせた。そして、目の遣り場がないというように、自分の足元に伏せる。

　その仕草で、俺はピンときた。なにせ、今通り過ぎたカップルは、人目も気にせず固く抱き合い、濃厚なキスを交わしていたからだ。

「……りーか」

　一歩先を行く彼女の肩に、繋いでいない方の腕を後ろから回した。そのままグッと抱き寄せると、理華が「ひゃっ」と小さな悲鳴をあげる。

「な、なに」

　やや声をひっくり返らせ、俺を振り仰ぐ理華に。

「郷に入っては郷に従え。俺たちも、イチャイチャしよっか」

　俺は、誘うように囁きかけた。

「えっ」と聞き返してくる理華を覗き込み、その可憐な唇を奪う。

「んっ。とお……」

　軽く啄むだけのキスをして、そっと唇を離すと、一瞬前よりも頬を火照らせた理華が、挙動不審なほど辺りを見回した。

「バ、バカ。みんな見てる。子供まで、振り返ってる……」

　涙目で俺を睨む彼女の言う通り、母親に手を引かれたブロンドに青い目の、五歳くらいの少年が、完全に振り返って俺たちをジーッと見ている。

　俺は、理華には「はは」と苦笑を返し、少年にはひらひらと手を振ってみせた。

「見せとけよ。将来、キスのうまいイイ男に育つだろうから」

　理華が、「もう！」と俺の二の腕をパシッと叩いた。

「いてっ」

「透は、もっと人の目を気にして！　人前ですることじゃないんだから」

　彼女は真っ赤な頬を膨らませて、俺の手を払って離した。本当に怒ったのか、ひとり先にズンズン進んでいく。

　けれど……。

「……おーい、りーか」

　俺は彼女との間隔を保ったまま、わざとゆっくり追いかけた。

　コートのポケットに両手を突っ込んで、せかせかと歩く背中に声をかける。

「りーか、って」

　俺の呼びかけは無視したまま。けれど広い交差点に差しかかると、彼女は青信号だというのにピタリと立ち止まった。

　周りの通行人に追い越されながら、キョロキョロと辺りを見回す。そして、そおっと俺を振り返った。

　十数メートル後方で見守っていた俺をすぐに見つけて、途方に暮れた困った顔を見せる。

「……透。道がわからない」

　あまりにも予想通りの顛末。

　ふてくされて、唇を尖らせる理華を見て、俺は口に手を遣り、ブブッと吹き出した。

「だろうな」

　肩を揺らして笑ってから、俺は大きな歩幅で弾むように駆け寄った。

　拗ねている彼女の隣に並び、

「アテンド、させて」

　コートに突っ込んでいた手を差し出す。

　理華は不本意そうに、逡巡していたけれど。

「……お願い、します」

　掠れた小さな声で返事をして、再び俺の手を握った。




　日本からヨーロッパへの便では、現地時間に身体を慣らすためにも、到着した当日はできるだけ起きていた方がいい。

　その夜。明日からの二日間、どこに行きたいか理華に聞いているうちに限界を迎え、俺はいつの間にか寝入ってしまったようだ。

　朝まで爆睡して目を覚ましたのは、ホテルの朝食の時間をとうに過ぎた頃だった。

　外のカフェでブランチをしようと理華を誘い、連れ立ってホテルを出た。

　クロックムッシュとカフェオレで腹を満たした後、ルーブル美術館に向かった。

　週の始めはいつも混雑して、入館時には長蛇の列を覚悟しなければならないが、週中ともなると、幾分か落ち着く。

　中に入り、理華と手を繋いで歩く。

　美術にそれほど明るくない俺でもよく知っている、数々の名画をゆっくり観て回っていたら、その日は絵画鑑賞で終わった。

　二日目は、高級ブランドショップが軒を並べるシャンゼリゼ通りで、ショッピングに付き合う予定にしていた。

　朝起きたのは、ホテルの朝食にも間に合う時間だった。だけど、いつも思うが、ヨーロッパ特有のパンとハムとチーズという、コンチネンタルブレックファーストで、腹だけ満たされるのは、味気ない。

　俺は、ショッピングに出かける前に、『お腹空いた』と眉をハの字にする理華を宥め、メトロに乗った。

　オペラ座からは数駅。時間にして、二十分ほどの距離の街に向かう。

　階段を上って地上に出ると、市内中心部の華やかさとはまた違う、やや庶民的な商業街の風景が広がる。

「透？　こんなところにレストランとかカフェがあるの？」

　交通量の多い通りを見渡して、理華が怪訝そうに首を傾げる。「まあ、ついてこいって」と、俺は彼女の手を引いた。

　大通りから脇道に逸れると、建物が密集した、狭い路地に入る。俺の目的地が近付き、人がひしめき合うのを見ても、理華の訝しげな表情は変わらなかったけれど。

「……ここ？」

　俺が足を止めたのは、こぢんまりとした〝街中の食堂〟といった風情の店の前。

　いや、食堂というのも言いすぎか。なにせ、ごく普通の民家のガレージを開放したような造りで、イートインスペースにはテーブルがふたつしかない。キッチンカーを思わせる対面販売形式で、日本でいったら大判焼きの匂いが漂ってきそうな店構えだ。

　理華はきょとんとしながらも、俺と一緒に列の最後尾に並んだ。

　列の先頭にいた人が、購入したものを手に通り過ぎると、首を捻って振り返る。

「……ピタパン？」

　彼女の呟きを拾って、俺は「そう」と答えた。

「理華、中東料理のファラフェルって知ってる？」

　目を細めて訊ねると、彼女は俺を横から見上げた。

「聞いたことは。でも、どんな料理だったっけ？　すぐに出てこない」

　口をへの字に曲げて記憶をたぐる理華に、俺は何度か頷いた。

「ひよこ豆のコロッケ。ここは、それをピタパンに挟んで提供してくれる、サンドイッチの店」

「思い出した。それ、日本にもあるよね。要は、ファストフードでしょ？」

　確かに、彼女の言う通り、近年東京や他の大都市でも、ファラフェルサンドを扱う店がオープンしているのは、俺も知ってる。

「そう。でも、侮るなよ。マジ、絶品だから」

　俺はクスクス笑って、理華を横目で見下ろした。

「俺は、ここで初めて食べた。実を言うと、好きすぎてパリに来るたびに必ず通う」

「そんなに？」

　理華が大きく目を見開き、ゴクンと唾を飲んだ。またしても、横を過ぎていく客を振り返っている。

「グルメな透がそこまで言うなら、よほど美味しいんだ」

『ファストフードでしょ？』と言った時とは百八十度逆転して、興味津々の様子が窺える。

「ま、食べてみればわかるよ」

　そんな会話から数分後。

　俺たちは、白い油紙に包まれたボリュームたっぷりのファラフェルサンドを手にして、店先から離れた。

　理華が手元を見下ろし、小さく喉を鳴らす。

　半月型のピタパンの中に、紫キャベツの千切りと、こんがりと揚がった丸いファラフェルが四つ入っている。それにセサミ風味のヨーグルトソースをかけた、庶民的なファストフード。俺は片手で持てるけれど、理華は両手で支えるほどの大きさだ。

「理華、川沿いまで食べ歩きしよう。この辺、お洒落な雑貨屋とかもいろいろあるから」

「うん」

　俺に頷いて返事をした理華が、早速サンドイッチにカプッとかじりつく。

　そして……。

「んっ!?　なにこれ、美味しい!!」

　びっくりした目で、素っ頓狂な声をあげた。

　きっと、衝撃的なうまさだったのだろう。大きな目で見上げてくる彼女の反応に満足して、俺も右手に持ったサンドイッチを口に運ぶ。

「うん。いつ来ても、裏切らない味」

　ここのファラフェルは他店と比較して、黒コショウが効いていてスパイシーだ。酸味の中に香ばしさと甘みがあるソースとの相性が絶妙で、俺の好みにバッチリはまる。

　俺の呟きには耳も貸さず、理華はほとんど頬張る勢いで食べ進めていた。

　一心不乱、といった彼女に、俺は思わず苦笑して……。

「理華」

　呼びかけると、彼女が「ん？」と顔を上げる。

「ソース。ついてる」

「え？　あ」

　理華も、食べるのに夢中になっていたことに気付いたようだ。

「やだ、ほんと？　どこ……」

　サンドイッチを片手に持ち直し、口の端に手を遣る。

「違う。ここ」

　俺は左手をスッと伸ばした。彼女の頬を拭った指を、舌先でペロッと舐める。

「取れた」

　きょとんとしている理華に笑って告げてから、食べ歩きを再開したが……。

「なあ……。あれ」

　話しかけようとしたら、彼女が隣にいない。足を止めて振り返ると、理華はその場に立ち尽くしたまま、まるで茹でダコのように顔を染めていた。

「理華？」

「……もう。透ってどうして、そういうことスマートにやらかしちゃうかな」

　わずかに頬を膨らませた彼女が、俺の隣に戻ってくる。

「そういうこと？」

　理華が並ぶのを待って歩き始めると、彼女は無言で、今度はなんだか大人しくサンドイッチを口に運んだ。

「いい。なんでもない」

　唇を尖らせ、逃げるように目を逸らす。

　そんな彼女を最後まで観察して、俺はクスッと笑った。




　理華とのパリの休日、最後の夜は、俺も数度しか行ったことのない三つ星レストランで、高級フレンチを堪能した。

　十時過ぎにホテルに戻ってきて、順番にシャワーを終え、日が変わる前に一緒にベッドに入った。

　毎日歩き回って、さすがに理華も旅行疲れしているだろう。

　俺は「お休み」と、彼女の額に軽くキスをした。上目遣いで見上げてくる理華の横に、ゴロンと仰向けに横たわり、ベッドライトを消した。

　しかし――。

「……透」

　目を閉じるのと同時に、彼女が小さな声で俺を呼んだ。目蓋の裏が明るくなり、消したばかりのライトが灯っているのがわかる。

　再び目蓋を持ち上げると、理華がベッドに両肘をつき、俺をジッと見つめていた。

「あの……疲れてる？」

　目が合った途端、彼女の瞳が揺れた。

　誘われているとピンときて、俺の心臓がドキッと跳ね上がる。

　まさか、理華の方から誘ってくれるとは。

　嬉しさに弾む胸の反応は、おくびにも出さず……。

「理華は、平気？」

　余裕を装い、質問で返す。

　彼女はこくっと小さく喉を鳴らしてから、素直に頷いた。

「じゃ、おいで」

　天井に向かって両腕を上げると、理華が一拍分の間を置いて俺に身を預けてきた。

　彼女の重みを全身で受け止めながら、その背中に腕を回す。

　どちらからともなく唇を寄せ、重ね合わせた瞬間、熱情が溢れ返り、迸ほとばしった。

「疲れ、させちゃう、かな」

　キスの隙間で、理華が今さらな心配をする。

「明日のフライト、夜便だから。朝までしても、体力回復できるよ」

　唇を離して、彼女の耳元に囁きかけると、その華奢な身体がピクッと震えた。

「も、もう」

　なんだか、パリでは、真っ赤になって頬を膨らませる理華ばかり見ていた気がするけれど。

「……また、透と一緒に、旅行したいな」

　理華が、甘えた声でそう言った。

　俺も、彼女を見上げて微笑み返す。

「ああ。世界中、どこにでも」

　そう言って、ぎゅっと抱きしめた。

「理華。……愛してる」

　掠れた声を紡ぐ唇で、理華のふっくらした耳みみ朶たぶを甘噛みする。

「んっ」と短い声を漏らし、一瞬身体を震わせた理華が、

「私も。透」

　俺の胸に手を置いた。

　軽く触れた、という感じだったのが、確かな力がこもり、ぎこちなく動き出し……。

「っ……」

　思わず、その手を掴んで止めた。

　理華が目の下をほんのりと赤く染め、戸惑った様子で瞬きする。

「ダメ。俺に、させて」

　彼女を抱えたまま、ぐるんと身体を回転させる。

「え、あっ……」

　理華をベッドに組み敷き、服を脱がし始める。

　彼女が、なにか不満げに唇を尖らせた。

「透が疲れないように、私もしてあげたいのに」

　それには、「はは」と苦笑いを見せる。

「それは、また今度ゆっくり。……っていうか、俺が思いっきり理華を愛したいの」

「私だって……あっ……」

　反論してくる理華を、キスで封じ込む。

　パリの夜が、更けていく中。

　俺は、明け方近くまで理華と愛し合った。




　少し寝坊して迎えた、帰国当日。

　荷物をフロントに預けて、最後のパリ観光に出向くか、と理華に意思を訊ねると。

「実は、まだまだ堪能できてない場所があるの」

　ふふっと悪戯っぽく笑って、彼女が希望したのは、空港だった。

　フライト前の集合時間には、まだまだ早い午後一時。

　俺はパイロットの制服を身につけて、理華とシャルル・ド・ゴール空港にやってきた。

　出国手続き前だから、一緒に歩き回れる範囲は限られている。それでも飽きずに、隅から隅まで探検する理華に付き合う間、他社の制服を着たパイロットとすれ違ったりもした。

　海外の空港では、フライト前の時間を空港でのんびり過ごすパイロットもいるが、この制服は目立つし、日本と同様、視線は感じる。

　ここに来て二時間。理華がようやく「ふうっ」と疲れた息を吐く。

　俺は内心ホッとしながら、彼女の手を引き、空いているシートを探して腰を下ろした。

「透、何時に集合だっけ？」

　理華が手の甲で目を擦りながら、そう問いかけてきた。

　俺は左手首にはめた時計に目を落とし、「五時」と答える。

「あと二時間。理華の搭乗手続きが始まる前に、行くよ」

「ん……」

　消え入りそうな小さな返事を聞いて、俺は隣の彼女に視線を向けた。

　今になって眠くなったのか、必死に目を開けようとしている様子が伝わってくる。

「理華、眠い？」

　俺が訊ねると、彼女は意識的に目蓋に力を入れて、大きく見開いた。

「ううん」

　首を横に振って否定する理華に、俺は苦笑する。

「明け方まで、無理させた俺のせいだな」

　クックッとくぐもった笑い声を漏らすと、彼女はわかりやすくカッと頬を染めた。

「違うってば」

「無理すんな。初めてのパリで、俺と合流する前から歩き回って、旅行疲れもピークだろ？　……ほら」

　そう言って、理華の肩を抱き寄せた。「え？」と短く聞き返してくる彼女に、肩を貸す。

「っ、透、また……！」

　理華は俺の肩から頭を上げ、勢いよく見上げてくるけれど。

「人目を気にしろ……って言いたいんだろうけど。俺、今勤務中じゃないし。いいから、少し寝ろよ。ギリギリまで、そばにいてやるから」

　心の中で葛藤しているのか、彼女は微妙な表情で俺を見た。

　そして、辺りに視線を彷徨わせ……。

「ん。……ありがとう」

　なにかを吹っ切ったのか、理華が素直に、俺の肩に頭を預けてきた。

　理華の肩から制服の上着をかけてやり、腕を回して抱え込む。そっと目を向けると、彼女はすでに長い睫毛を伏せていた。

　初めてのパリ。テンション高く弾けていたから、疲れは俺の想像以上だろう。

　ほどなくして、理華は小さな寝息を立て始めた。

　肩に感じる重みが増す。すっかり無防備になって、俺に委ねている理華に、無意識に口元が綻ぶ。

　目の前を過ぎゆく旅客の視線を感じるが、理華に言った通り、気にすることはない。集合時間までなにをしようか考え、スラックスのポケットからスマホを取り出した。

　足を組み上げ、この二日の間に理華と撮った写真を画面に映し出す。

　通りすがりの観光客にシャッターを頼んだ写真。顔を寄せ合って自撮りした写真――。

　わかりやすい観光名所をバックにしたものは少ないが、どれを見ても楽しかった記憶は鮮明で、俺はつい微笑んでしまった。

　無心でスマホを操作していて、俺の肩が動いたせいだろうか。「あ」と思った次の瞬間、理華の頭が俺の肩から滑り落ち――。

「っ……」

　そのまま、俺の太ふと腿ももの上で着地した。

　肩に寄りかかった斜めの体勢より、身体が横になって寝姿勢が安定したのか、理華は俺の太腿に手をのせてこめかみを預けた。ベストポジションに収まった様子で、スースーと気持ちよさそうな呼吸を繰り返している。

「……マジか」

〝肩を貸す〟から〝膝枕〟。

　一気にスリーステップくらい、イチャつき度が増した気がする。

　さすがに、先ほどよりも、旅客たちの視線がビシバシと刺さる。

　これだけ注目を浴びては、理華を起こして姿勢を直すのが正しいだろう。

　それはわかっていたけれど……。

「……ふっ」

　無垢であどけない寝顔を俺に晒し、寝入る理華を起こす気にはなれない。

　むしろ、そんな彼女に愛おしさが込み上げてくる。

「あと、二時間、な」

　俺たちふたりに向けられる視線はやり過ごし、彼女の身体にポンと手を置いた。




　そろそろ起こそうかと思った頃、タイミングよく、理華がピクッと身を震わせた。

　微かな反応に気付き、『理華』と呼びかけようとした瞬間――。

「……はっ!?」

　理華が息をのむ。

　自分の体勢に気付き、慌てふためく彼女に、俺は思わず吹き出してしまった。

「おはよう、理華」

　目尻に涙を滲ませ、クックッと小気味よい声を漏らして笑う。

「ご、ごめん！　透」

　理華が俺の太腿についた手に力を込めて、勢いよく身体を起こした。

「大丈夫。俺も、よだれで制服ベタベタにされやしないか、ちょっと心配だったけど」

　目を細めてからかうと、理華は弾かれたように自分の口元に手の甲を押し当て、ゴシゴシと拭う仕草を見せた。

「ほんと、ごめん。ごめんなさい、透！」

　うろたえて謝罪を繰り返す彼女が微笑ましくて、俺の顔も緩みっ放し。

「俺も勤務時間外だし。構わないよ」

「でも」

「ほんと。理華のかわいい寝顔、堪能させてもらえたし」

　頬を上気させて口ごもる彼女の前で、俺は時間を確認した。

「悪い、理華。俺、そろそろ」

　立ち上がってから、彼女を肩越しに見下ろす。

「あ。うん」

　理華もなんとか気を取り直した様子で、大きく頷いた。

「じゃあ……またね」

　頬を染めたまま、俺に小さく手を振る。

　日常的な、『バイバイ』という仕草――。なぜか今、それが俺の胸にグッときた。

「っ、理華」

　思わず、その手を掴み上げてしまう。

「きゃっ……え？」

　理華は一瞬身を竦めた後、恐る恐る俺を見上げた。

「あ、ごめん」

　俺も慌てて彼女の手を離した。自分のとっさの行動に怯み戸惑って、口に手を遣り、視線を彷徨わせる。

　自分の行動の理由に行き当たると、嫌でもドキッと心臓が跳ねるのを抑えられない。

「……『またね』は、嫌だ」

　ボソッと呟くと、理華が「え？」と聞き返してくる。

　自分で口にしてみたら、思いの外、胸に沁み入ったその言葉。

「理華との間に、『またね』は、もう嫌だ」

　自分の心にはっきりと確認して、口から手を離して繰り返す。

　理華は俺を探って、上目遣いにジッと見つめている。

「理華と、片時も離れず、一緒にいたい」

　理華とふたりきり、パリで過ごした束の間の休息。ずっと水入らずだったせいか、彼女と離れて乗務に就くのも、日本に帰って通常通り別々に過ごすのも、やるせなく切ないと思う自分を隠し切れない。

　理華は、息を殺して俺を見守っている。俺の次の言葉を待っているのか、きゅっと唇を結んで動かさない。

　俺は、身体の脇に垂らした手をグッと握りしめた。

　そして――。

「少しずつでいい。理華の荷物、俺の家に移そう。……移し終わったら」

「うん。一緒に、暮らそう」

　焦燥感に駆られ、早口で口走った俺を、理華が穏やかな笑顔で遮った。

「えっ」

　自分で言い出しておいて聞き返す俺に、彼女が目を細める。

「私ね。透と一緒にいるだけで、ドキドキする。いつもいつも。だから、一緒に暮らしたりしたら、心臓が壊れて早死にしちゃうんじゃないかなあ、なんて思ってたんだけど」

「……けど？」

　意味深に止めた彼女を、俺は語尾が上がった言葉と目線で探る。

　理華が、恥ずかしそうに頬を染めた。

「パリで透とずっと一緒に過ごしてね。ドキドキして壊れそうなだけじゃない、もっとたくさんの感情に揺さぶられて」

　俺は声を挟まず、その先を促すように、彼女をジッと見つめた。

「一時だって、離れたくない。そう思ったのは、私も一緒」

　はっきりそう言って、理華がシートから立ち上がった。

　俺の視線は彼女を追って、上に動く。

「透。愛してるよ」

　柔らかい笑みを浮かべる理華を……俺は、胸に込み上げるものを感じながら、ぎゅっと抱きしめた。

　俺の腕の中で、彼女がハッと息をのむ。

　きっと、やっぱり周りの視線を気にしているのだろうけど、そんなことは知ったこっちゃない。俺にとっては、こんな注目も今さらだ。

「と、とお……」

　理華の頭にグッと顔を埋めた俺の耳に、くぐもった声が聞こえる。

「日本に着いたら……このまま、俺んち行こう」

「え？」

「好都合だろ。お前のスーツケースに入りきらなかった服、俺の荷物の中にあるんだから」

　そう言いながら、腕にぎゅっと力を込める。

「休みが合った時に車出すから、理華の身の回りの物、全部俺の家に持ってこよう。あの部屋が狭いようなら、ふたりで新しい家探して、それで……」

　気を逸らせ、矢継ぎ早に畳みかける俺の背中に、

「うん」

　理華が腕を回した。

「嬉しい。これから、透とずっと一緒」

　俺の胸に直接囁きかけようとする彼女に、胸がきゅんと疼いた。

　声を漏らしてしまいそうなのを必死にこらえ、俺は理華を抱きしめ続けた。

　これから、ずっと一緒。

　楽しかったパリの休日は、これで終わりじゃない。

　東京に戻り、俺と理華に、日常が戻っても。

　俺たちは、この先永遠に離れることなく、ずっとずっと――。
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あとがき




　旅好きの私にとって、空港はいつもワクワクと胸が弾む場所。飛行機の狭い座席は窮屈だけど、離陸と着陸の瞬間だけは窓に張りついて、ひとりジーンとしてしまう。

　主人公ふたりと同じく、私も飛行機が大好き。心躍る空港・飛行機を舞台にしたオフィスラブが書きたくなって、本作が生まれました。いかがだったでしょうか。

　実は、副操縦士物は、マカロン文庫の方で一作書いているんですが、ヒロイン一人称で、コックピット内のヒーローのお仕事風景を描写できなかったのが残念で。

　今回本編が短く、ページ数に余裕があったので、番外編を二本用意しました。

　一本は、念願だった乗務中のヒーローと、スピンオフを狙っていたサブキャラの瞳と佐伯君の始まり（おそらく、この続きはないと思います……）。

　もう一本はなにを書くか迷っていたのですが、ちょうどタイミングよく表紙イラストのラフをいただき、そこからインスピレーションをもらいました。

　本当は『抱き寄せようとした彼の膝に崩れ込んじゃった』というシチュエーションだったそうですが、私は、美人なのに抜けてるヒロインの理華が、『彼の膝で寝こけてて、気付いてハッ!?』というドジをやらかしたイメージが湧きまして。『なにこれ、かわいい!!』と妄想が膨らみ、二本目が生まれました。

　ホテルとエアーだけ取って、ヨーロッパ二都市を回るスタイルの旅にドはまりしていた頃、パリは何度となく訪れました。その頃を思い出しながら書いたら、私のパリ旅行回想記みたいな内容になってしまいました（でも実はフィレンツェが一番好き）。

　ヒーローの透が、『来るたびに通う』と理華を連れて行ったお店。私もここに行くためだけに、旅程にパリを組み込んだことがあります。

　そんな番外編のアイデアをくれた表紙イラストは、琴ふづき先生です！

　マカロン文庫ではシリーズ物を含めて四作ご一緒させていただきましたが、紙の本はこれが初めて。琴先生の制服男子、絶対よだれ物だろうと思っていましたが、本当にじゅるっと来ました（笑）。さらに、理華がかわいすぎる……！　素敵なカップルに描いていただき、本当に嬉しいです。琴先生、ありがとうございました!!




　最後に、本書の書籍化にご尽力いただいたすべての皆様に感謝を。

　そしてお手に取ってくださった読者様、ありがとうございました。

水みず守もり恵え蓮れん
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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